
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ほら、こっち見ないでよ。あたし、服着るんだから」

「あぁ……」

　湊みなとはベッドの上で、葉は月づきに背を向ける。

　それでも、ちらりと横目を向け、葉月の白い肌を見てしまう。

　完全に目を背けることなど不可能だった。

「んーっ、またブラがキツくなったかも……」

　葉月は唸うなりながら黒いブラジャーを着け、ぱちんとホックを引っかける。

　確かに、豊かな胸が今にもこぼれ出そうなほどにぎゅうぎゅうだ。

「葉月、元々Ｆカップなんだろ？　まだデカくなんのか」

「どうかなあ……あたし、さすがに胸はこれ以上大きくならなくていいけど。ていうか、あんた、こっち見てるでしょ！」

「わ、悪い。でも今さら、恥ずかしがらなくてもいいだろ？」

「着替えを見られるのはまた違うの！　湊は乙女心がわかってない！　あれ、ブラウスもスカートもない。どこ？」

「え？　あー、あっちだ。ずいぶん派手に飛んでるな」

「飛んでる、じゃなくて。湊が飛ばしたんでしょ」

「そうだったかな……」

　湊は首をひねる。

　脱がした直後は興奮してるから、つい力が入っているのかもしれない。

　何度見ても、葉月の身体は魅力的すぎて、夢中になってしまうのだ。

　湊はベッドから下り、部屋の端に落ちていた制服のブラウスとミニスカートを拾い上げた。

　くるりと後ろを振り向いて、ベッドにいる葉月を見る。

「ん？」

　葉月はきょとんとして、首を傾かしげている。

　後ろを向いた途端、ぴたりと動きを止めてしまった湊を不審に思っているようだ。

　その湊は、ごくりと唾を呑のみ込こんだ。

　ミルクティーのような色の長い茶髪はかすかに乱れ、白い肩は剥むき出だし。

　黒のブラジャーに同じ色のパンツ、短い黒ソックスもはいている。

　そんな格好でベッドの上に座っている葉は月づきは、あまりにも扇せん情じよう的てきすぎた──

　ついさっき吐き出したばかりの欲望が、再びこみ上げてくるには充分なくらいに。

「な、なあ、葉月……」

「ちょ、ちょっと……近い、近い！」

　湊みなとはベッドに膝を乗せ、葉月の肩を掴つかんで顔を近づけていく。

「あと一回だけ……いいか？」

「……もうっ」

　葉月は顔を赤くして、ちゅっと湊と軽く唇を合わせる。

「一回だけ……だよ？」

「ああ、わかってるって」

「でも、忘れないでよ。あたしは、あんたのカノジョじゃなくて──」

　湊は葉月を抱きしめながら、ベッドに押し倒す。

　葉月はされるがままに寝転び、恥ずかしそうに顔を背けて言う。




「友達、なんだからね？」
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　平凡な高校一年生の男子にとって、大事なものはそう多くはない。

　湊みなと寿とし也やは、そう考えていた。

　高校受験の日々は緊張と不安の連続だったが──無事に合格した直後には、特にたいしたことはなかった、と思えてしまった。

　俺はなにをあんなにビクビクしてたんだろう？

　と、自分をバカのように感じたほどだ。

　無事に合格できたからこそ出てくる感想だが、もし不合格に終わっていても、それはそれでまだやり直しが利くことだっただろう。

　受験はそこまで重要でもなかったのかもしれない、というのは言いすぎだろうか？

　だが、実際に湊には高校受験はあっさりと過去のことになった。

　湊がずっと大事にしてきたものといえば、趣味のゲーム。

　それに──〝友達〟くらいのものだった。

　ゲームは遊ばなくても死にはしないし、友人だって一人二人失っても、またすぐに新しい友情を育はぐくめる。

　だからといって、大事でないわけではなく、特に友達は生きていくために必要といっていいレベルだ。

　友達──湊にとって、友達には二つの種類があった。

　一緒にゲームを遊ぶ友達と、ゲームを遊ばない友達。

　中学まではその二種類しかなかった──

　だが、高校に進学してもう一種類加わった。

「湊くん、見て見て、これ」

「え？　うおっ、プラチナドラゴン!?　おいおい、どんだけ課金したんだよ！」

「いやー、自分が怖いわ。10連ガチャ一発で引いちゃった」

「マジか……！」

　ある日の教室。

　湊は、彼女が掲げてみせたスマホの画面を凝視する。

　スマホに表示されているのはソシャゲ──〝モンスターフレンズ〟の画面だった。

　このソシャゲは略して〝モン友〟と呼ばれる。

　ファンタジー世界が舞台で、魔王を倒した勇者がモンスターと田舎暮らしをする──いわゆるスローライフものだ。

　モンスターといってもファンシーなデザインで、女性人気も高い。

　勇者が暮らす村にモンスターを住ませ、家を建てたり家具を集めたり、畑や橋などをつくったりするやりこみ要素も多い。

　エンジョイ勢からガチゲーマーまで年齢性別を問わない大人気タイトルだ。

「ひひひ、プラチナ系モンスター、コンプしちゃった」

「プラチナドラゴンを引いたヤツなんて、ネットでも見たことないぞ……」

　スマホを掲げているのは、梓あずさ琴こと音ね。

　湊みなとが高校に進学して知り合った、同じクラスの女子生徒だ。




　新たな友達──そして、生まれて初めてできた女友達だった。




　セミロングの茶髪で、身長はごく平均的。

　胸は少し大きいが、目立つほどでもない。

　顔立ちはちょいロリ入った可愛かわいい系──というのは本人の弁。

　湊は、ロリはともかく「ちょっと可愛い」と思っている。

　クラスの男子連中によると、梓は〝クラスで五番目〟くらいの可愛さらしい。

　まったくもって失礼な言い草だが、その話を聞いたときに湊も同意してしまった。

　湊が梓と知り合った理由はごく単純で、席が隣同士だったというだけ。

　ついでに言えば、親しくなったきっかけはモン友だ。

　湊が休み時間にモン友を遊んでいたところに、梓が話しかけてきた。

「わっ、湊くんもモン友やってるんだ？　よかった、わかんないことあるんだけど」

　梓はゲーム慣れしていなくて、たまたまハマったモン友のことで湊に質問してきたのだ。

　実は湊もモン友にはさほど詳しくなかったが、初心者に教えるくらいはできた。

　今も、梓との会話の半分以上はモン友関係だったりする。

　だが、それも当然だろう。

　湊寿とし也やは客観的に見て、特に秀でたところはない。

　勉強は比較的得意ではあるが、学年トップというレベルでもない。

　運動神経は人並み、部活なども未経験だ。

　ゲームは得意だが、プロになるのは不可能だろう。

　外見は中肉中背、どちらかといえば痩せ型なくらいで、顔などを他人から評価されたことはない。つまり、良くも悪くもないということだ。

　性格は──自分では判断がつかない。

　別に悪人ではないし、できることなら人に親切にしよう、くらいのことは考えている。

　実際、春先に身近でちょっとしたトラブルがあり、無駄に張り切って解決を手伝ったことはあった。

　ただ、それもたいしたことではなく、誰でもできるようなことだった。

　要するに、湊みなと寿とし也やという男子高校生は性格、スペックともにごくごく平均的なのだ。

　湊は自分を凡人だとか卑下するつもりはない。

　だが、己を知るべきだと思っている。

　いや、かつての湊は身のほどがわかっていなかった。

　高校に上がって三ヶ月ほど経たった夏のある日。

　その頃には、梓あずさは湊を「寿也」と名前で呼ぶようになっていた。

　このことも、湊の背中を押すきっかけとなったのは間違いない。

　だから湊は意を決して、梓に告った──

　後で思えば、初めて女友達ができて舞い上がっていたのだろう。

「これだけ仲良いんだから、俺にもワンチャンあるんじゃね？」とも思っていた。

　軽く探りを入れてみた感じ、梓にはカレシもいないようだった。

　だからこそ、勇気を振り絞って人生初の告白をして──




　見事に玉砕した。




　放課後、帰り道での告白に梓は「あ、うん……そうなんだ……」という反応だった。

　彼女も鬼ではないので、ことさらに湊を傷つけようとはしなかったのだろう。

　決定的な言葉は一つもなく、それでも完全にフラれていた。

　しかも、翌日には彼女は何事もなかったように湊に接してきた。

　梓は大人だったのだろう。

　当然のように、告白のことは誰にも言わずにいてくれたようだ。

　だが──勝手なようだが、湊は傷ついた。

　何事もなかったように振る舞われるくらいなら、笑いものにされたほうがマシだった。

　湊のほうは梓とは上手うまく話せなくなり、すぐに気まずくなって──

　そして、湊は理解した。

　他の男子が言うところの〝五番手〟が相手でも自分にチャンスはない。

　それが、湊という男のレベルなのだ。

　彼女のことを五番目などとランク付けしたことを海より深く反省するべきだった。

　そのまま深海に潜って二度と浮上してはいけない。

　それを認識した日、湊は自分のスマホからモン友を削除した。

　初めての女友達ができるきっかけとなってくれたゲーム。

　勝手なようだが、湊みなとにとってはもう忌いま々いましいだけで、アプリのアイコンが目に入ることすら疎ましかった。

　湊は、初めての告白に失敗しただけでなく、初めての女友達も失ったのだ──







「ほら、みーなとっ。いつまで寝てんの」

「…………？」

　名前を呼ばれて顔を上げると、すぐ目の前に美少女がいた。

　クラスで五番目どころか、校内で一番でもおかしくない整った顔だ。

「……葉は月づき？」

「そうそう、葉月葵あおいさんだよ。あんた、このあたしに起こしてもらえるなんて幸せすぎるんだからね？」

「…………」

　湊は、ゆっくりと身体を起こす。

　教室で、机に突っ伏したまま寝ていたようだ。

　時計を確認すると、午後四時近くになっている。

「しまった……完全に寝てたな」

「どうせ、また夜遅くまでゲームやってたんでしょ？　また、あのズドドドドッて撃ち合うやべーゲーム？」

「別にヤバくはねぇよ。あのゲーム、キッズから大人まで大人気なんだぞ」

　だが、葉月の言うとおり、昨日はゲームで夜更かししてしまっていた。

　主観視点で銃を撃ち合うＦＰＳゲーム〝レジェンディス〟──略して〝レジェ〟は、基本無料ということもあって、世界中で大ブームになった。

　マルチプラットフォームで、湊はＰＣ版で始めたところ完全にハマり、毎日キーボードとマウスを駆使して世界中の猛者たちと死闘を繰り広げている。

「ランク戦がアツくてなあ……つい、毎晩盛り上がっちまうんだよな」

「まったく、あたしの知らんトコでそんなに盛り上がるなよー」

「そんな文句言われても」

　基本的に、湊はレジェはソロで参加する〝野良〟で遊ぶことが多い。

　ネットの知り合いもいるが、一人で遊ぶのが気楽だった。

「ゲームばっかなんて不健全だよ。今日は、あたしに付き合ってもらうよ？」

「どこへ？」

「スポッティかな。最近行ってないし」

「えぇぇ、マジかよ。寝不足であんなトコ行けっつーのか？」

　スポッティは屋内アミューズメント施設だ。

　フットサルやテニスや３on３バスケ、ローラースケートやトランポリンなど様々なアクティビティが楽しめる。

「動いて目を覚ますんだよ。ゲームすんなとは言ってねーし。たまには、身体も動かそうって話。それとも、あたしとは遊びたくないの？」

「……わかったよ」

　じいっと葉は月づきの大きな目を向けられ──

　いかにも仕方なさそうに湊みなとは立ち上がって、カバンを手に取った。

　そのときにはもう、葉月は教室を出ようとしている。

　せっかちな彼女に続いて、湊は慌てて教室を出た。







　葉月葵あおいは、校内でも有名人だ。

　ミルクティーのような、明るさを抑えた茶色のロングストレート。

　薄くメイクしつつ、あどけなさも残った美貌。

　肩や腰はほっそりとしつつも、二つのふくらみは大きく、ピンクのカーディガンの胸元をぐっと押し上げている。

　まるでメロンのような大きさで、しかも軽い動きに合わせてぷるんっと弾むように揺れてしまうサイズの胸だ。

　襟元の濃いグリーンのネクタイは軽く緩めて、チェックのミニスカートから伸びる脚はすらりと長い。

　この室むろ宮みや高校の一年生女子では、人気ナンバーワンとも言われている。

　元気で明るい陽キャでコミュ力も高く、校内でのカーストもトップクラス。

　男女ともに友人も大勢いて、いつも彼女の周りには人の輪ができている。

　葉月は平凡そのものの湊寿とし也やとは、まるきり別世界の住人なのだが──

「さーあ、なにから遊ぼっか？」

「え？　ああ、なんだ？」

「聞いてろよー。湊、まだ頭がお眠ねむなの？」

「いや、さすがに目は覚めてる」

　スポッティに到着し、二人で受付近くの案内ボードを眺めているところだ。

　美少女で陽キャの葉月が、なぜか湊と二人で遊びにきている。

　本当におかしな話だと思う。

　湊が、たまに思考停止してしまうのも無理のない話ではあった。

「それより葉月、今日は友達はいいのか？」

「友達？　あんたがいるじゃん」

「……まあ、そうなんだが」

　いつものことだが、湊みなとは彼女のあっけらかんとした台詞せりふには驚かされてしまう。

　湊は、思い出す──

　この可愛い女友達との友情の──そのあまりに唐突だった始まりを。




　　　　※




　彼が葉は月づき葵あおいと仲良くなったのは、高校に入学して三ヶ月ほどの頃──

　もっと言うと、梓あずさ琴こと音ねに告って玉砕した直後だ。

　モン友を削除し、今後は自分の身のほどをわきまえ、深く深く潜って生きていくと決めた頃でもある。

　ついでに付け加えると、一学期の期末テストが終わったばかりでもあった。

　湊は、勉強は得意なほうだ。

　トップではないが、中の上というレベル。

　高校では、テストの点数次第では追試を受けなければならない。

　もちろん、湊には縁のない話だったが──

　期末テストの答案が返却された日のことだった。

　湊が愛用のリュックを背負って、教室を出ようとしたところで。

「ごめん、湊くん。今日、ちょっと時間ある？」

　と、一年生女子人気ナンバーワンの葉月葵に声をかけられたのだ。

「は、葉月さん……？」

　湊は首を傾げた。

　葉月は目立つので湊もフルネームを知っていたが、言葉を交わした記憶はほとんどない。

　向こうが湊の名前を知っていることが奇跡に近い。

　あからさまにキョドってしまった湊に、葉月は説明した。

　彼女はテストの点数がまんべんなく悪く、ほとんどの科目で追試をくらったらしい。

　三日後から始まる追試で合格できなければ、夏休みに補習を受けるハメになるという。

　そこで、勉強を教えてほしい──という話のようだ。

「え、でも、なんで俺……？」

「湊くん、けっこう勉強できんでしょ？　そんくらい、同じクラスならわかるって」

「成績は悪くはねぇけど、たいしたことはないし……いや、マジでなんで？」

　すっかり自己評価の低くなっていた湊に、葉月の申し出はあまりにも意外すぎた。

　葉月には山ほど友達がいるし、中には湊より成績がいい者もいるだろう。

　わざわざ、湊みなとに頼んでくる理由がどうしてもわからない。

「変なトコこだわるね。まー、あえて言うなら？」

　葉は月づきは、軽く首を傾かしげて。

「湊くんなら、あたしが全然できなくてもあきらめずに教えてくれそうかなって」

「あ、あきらめずに……？」

　そんなところを評価されても、ますます戸惑うばかりだった。

　身のほどをわきまえて生きていこう、と決めたばかりでもある。

　人様に勉強を教える、しかも葉月のような陽キャトップの美少女に。

　そんなことは、明らかに湊の分を越えているのだが──




「ねっ、お願い♪」




　ぱん、と葉月が手を合わせてあざとい仕草で拝んできて──

　その途端に、湊の中で渦巻いていた戸惑いも鬱うつ屈くつもどこかへ消えてしまった。

　我ながら、チョロすぎるだろうと思う。

　身のほどをわきまえていないとも思う。

　一方で、葉月のような雲の上の人からの頼まれ事を断るのも、ある意味では僭せん越えつなのではないかという言い訳も思いついた。

　それらもまとめて、一瞬で霧散してしまったのだ。

　葉月の〝お願い〟は、それほどまでの破壊的な威力を秘めていた──

「いいよ」

　気づいたときには、湊はそう返事していた。

　不思議と、自分でも後悔は少しもなかった。







　葉月葵あおいに勉強を教えてくれと頼まれた、その日から。

　湊は放課後に、マンツーマンで葉月の勉強を見てやることになった。

　葉月は確かに成績はよくなかったが、頭の回転は悪くないようだった。

　湊がきっちり教えれば教えただけ吸収し、数日で目に見えて学力が向上し──

「やったぁ！　湊のおかげだよ、ありがと！」

　追試の翌日には結果が帰ってきて、葉月は湊の手を握って大喜びしていた。

　湊は葉月の手の柔らかな感触に、追試の結果どころではなかったが。

　ただ、大喜びしている葉月に妙なリアクションを見せて水を差せないので、クールな態度を装っていた。

　思えば──と、湊みなとは感慨に耽ふけってしまった。

　ほんの数日のことだったが、葉は月づきとの二人きりの時間は意外なことだらけだった。

　雲の上の人と思っていた陽キャの女王は、湊を見下すようなことはカケラもなく。

　そんなことを恐れていた湊は、自分の偏見が恥ずかしくなるほどだった。

　なにより、葉月との勉強を素直に楽しんでいた自分が一番意外だったかもしれない。

　だが、そんな時間ももう終わり。

　葉月が追試をクリアしてしまえば、もう湊に用はなくなる──

「じゃ、湊。今日はお礼にスタパおごってあげる♡」

「へ？」

　用はないはずなのに、葉月との時間は──なぜか終わらなかった。

　いや、ガチでなんで？

　湊は何度となく内心で首を傾げていたが、夢ではなく。

　実際に、湊は葉月にスタパ──陽キャ御ご用よう達たしのカフェに連れて行かれ、お馴な染じみの呪文めいた名前の飲み物をおごってもらうことになった。

　あまりに意外な事態すぎて、甘ったるいはずの飲み物の味がまるでしなかった。

　それから──

　葉月は特に理由も言わず、湊を連れ回すようになった。

　おごりだったのは追試をクリアした当日だけで、そのあとは割り勘になったが。

「あたし、バイトしてないんだよね。ガチ金ないわー。湊もバイトしてない仲間でしょ」

「俺、そんなに金使わねぇし……葉月さんは金かかってるんじゃないか？」

　湊には、陽キャは遊びに惜しみなく金銭を使っているイメージがある。

「そうでもないよ。意外とあたし、外で遊ばないしね。というか湊さ、あたしのことも呼び捨てでいいって。さん付けとかゾワゾワすんだよね」

「あ、ああ……」

　湊も、そこは特に抵抗しなかった。

　葉月も、湊に君付けしていたのは勉強を教えてくれと言い出した当日のみ。

　すぐにナチュラルに君付けが消えていたし、湊たちの学校では男女どちらも呼び捨ては珍しくない。

　湊も、既に女子への呼び捨ては経験済みだったというのもある。

　普通に、湊も葉月を苗みよう字じで呼び捨てするようになった。

　それでも──湊はなにも期待しなかった。

　やたらと葉月がかまってくるのはただの気まぐれで、すぐに飽きるだろうと。

　なにしろ、自分は深海に潜っているべき男なのだから。

「夏休みだあーっ！　湊、遊び倒すよ！」

　だが、事態は湊みなとの思惑とはまるで別の方向へと進み出す。

　夏休みに入ってからも葉は月づきに連れ回される日々は続き、夏らしくプールや海にまで連れて行かれた。

　男友達とならともかく、女子とプールや海に行ったのは初めての経験だった。

　葉月の友人たちも一緒で、何人かは湊を見て、「なんでこいつが？」「つーか、こいつ誰だっけ？」のような反応をしていたが、その連中もすぐに気にしなくなったようだ。

　陽キャは細かいことにはこだわらず、楽しく遊べればなんでもいいらしい。

　葉月の仲間たちは、葉月をリーダー格として尊重している。

　その葉月が連れてきたのだからと、湊の存在に疑問を持たなかったようだ。

　葉月の友人の一人──褐かつ色しよくの肌が特徴的な穂ほ波なみ麦むぎというギャル系女子に言わせると。

「まぁー、葵あおいは中学んときから麦たちのボスって感じだったからねぇ。葵が連れてきたなら、だーれも文句言わないってぇ」

　とのことだった。

　葉月をボスとする陽キャグループは、中学時代から多少のメンバーを入れ替えつつ、今に至っているそうだ。

　間違いなく、室宮高校一年では一番目立っているグループだろう。

　湊も、以前ならそんなグループとの付き合いは遠慮するか、逆に舞い上がるかのどちらかだっただろうが──

　自分には馴染みのない人たちとの付き合いにも、湊は多くを期待しなくなっている。

　陽キャの仲間入りをしたいとか、可愛かわいいギャル女子たちとの関係に期待したいとか、そんな思いはまったくない。

　ないからこそ、陽キャ連中との付き合いも、なんとかこなせたのだと思っている。

　妙な期待をしていたら、舞い上がって大失敗をしていたかもしれない。

　もう、友人関係で取り返しのつかない事態を招くのは、こりごりだった。







　だが、意外な展開はまだ続いた。

　夏休みが終わっても、葉月との付き合いは終わらなかったのだ。

「ねえ、湊。今日ちょっと付き合ってよ。どうしてもほしい雑誌があるんだけど、ネットでもなくてさあ。駅前の本屋さんに置いてるって情報が入ってね」

「いいけど……あれ、もう行くのか？　他の連中は？」

「本屋にみんなで行ってどうすんの。あ、急がないと売り切れる。ほら、ダッシュ！」

「…………」

　と、こんな感じで。

　秋になった頃には、二人きりで遊ぶことも珍しくなくなった。

　これも特に理由もなく、放課後や休日に湊みなとと葉は月づきの二人だけで行動するようになった。

　いや、ちょっとした理由はあるのだが──

　その理由を除いても、湊はよくわからなかった。

　葉月と遊ぶのは楽しい。

　こんな可愛くて明るくて面白い女の子と遊んで、楽しくないわけがない。

　ただ──なぜ葉月のような人気の女子が、特に目立たない湊と遊びたがるのか？

　あるとき、思い切って訊きいてみたこともあった。

「なあ、葉月。なんで毎日俺と遊び回ってんだ？」

「なんでって、そりゃ──」

　と、葉月はなにか言いかけて。

「そりゃ、友達だからでしょ」

「……なるほど」

　なぜ、変なタイミングで言いよどんだのかと思ったが。

　考えてみれば、あらためて「友達」云うん々ぬんと話すのは多少照れくさいだろう。

　その多少恥ずかしい答えは、湊には納得できるものではあった。

　葉月のシンプルな答えを聞いて以来、彼女との時間がさらに楽しくなったのは言うまでもない。




　　　　※




「ねえ、ねえ。湊、聞いてんの？」

「あ、いや、聞いてなかった」

　スポッティの案内ボード前。

　葉月は、じーっとその大きな目を細めて湊を睨にらんでいた。

　なんとなく、葉月とのこれまでの日々を思い出してしまっていた。

　葉月に最初に声をかけられてからも、まだほんの三ヶ月程度。

　思い出に浸ひたるには早すぎるだろう。

　湊は、気を取り直して葉月のほうに向き直る。

「えーと、なんだっけ？」

「だから、なにすんのかって。あたし的には、トランポリン行きたい。実は、昨日からトランポリンしたくてたまんなかったんだよね」

「トランポリンしたい衝動なんてこの世に存在すんのか」

「あたしにはあるの。じゃ、トランポリンでいい？」

「いいけど、葉は月づきスカートじゃん。着替えてこいよ。ここ、運動着も借りられるんだろ？」

「え？　あー……でも、いいんじゃない？　スパッツはいてるし」

　葉月は、ぺろりと制服のミニスカをめくった。

　白くて形のいい太ももがあらわになり──

　確かに、黒いスパッツをはいている。はいているが。

「おまえな、こんなとこでスカートめくんなよ！」

　葉月のスパッツは短パンのような短いサイズで、太ももが付け根近くまで見えている。

　一瞬、パンツかと思ってしまうほどだ。

「あのさ、湊みなと。今時のＪＫで生パンツの女子なんて、まずいねーって」

「生とかそういう問題でもねぇよ。男は、スカートめくられたらドキッとするんだよ」

「えー、クールな湊くんでもエロい気分になっちゃうわけ？　意外だなあ」

　葉月はニヤニヤ笑って、肘で湊の脇腹をつついてくる。

「別にクールってわけじゃ……ああ、いいから行くぞ！」

「ふぁーい」

　施設内の廊下を移動して、トランポリンの前に到着。

　あまり人気はないのか、他に利用者の姿はなかった。

「なーんだ。ＪＫのエロいトコが見られるのに、誰もいないの？」

「ラッキーだろ」

「湊があたしのエロい姿、独り占めできるもんね」

「エロを推すな、エロを！」

　とりあえず、靴を脱いでトランポリンに上がってみる。

　ポンポンと跳ねているだけでも意外に楽しい。

　普通ではありえない高さまで跳び、目線が変わるとなかなか新鮮な気分になれる。

「よっ……っと！」

「うおっ!?」

　ふと横を見ると、葉月がくるりとバク宙を決めるところだった。

　スカートがひらりとめくれ、黒スパッツに包まれたお尻が丸見えになった。

「お、おい。宙返りは禁止って書いてるぞ！」

「あ、そうだっけ？　ま、他に人いないし、大丈夫っしょ」

「そういう問題でもないんじゃねえ？」

　宙返りなどして、首の骨でも折られたら大問題になるからだろう。

　葉月のバク宙は危なげはなかったが、友人としては不安になる。

「あたし、運動神経だけは自信あるし。もうちょっとアクロバティックな技もイケるんじゃね？　月げつ面めん宙ちゆう返がえりとか」

「よくそんな技、知ってんな。頼むから、危ないことはやめてくれ」

「じゃあ、あんたがあたしの相手をしろーっ！」

「うおっ！」

　葉は月づきがぴょーんと前に跳ねて、湊みなとに飛びついてくる。

　ぐにょりと二つのふくらみの感触が確かに湊の胸に伝わり、明るい茶色の髪からはふわりといい香りがした。

　そのまま、二人はトランポリンの上に倒れ込み、ぽんぽんと跳ねてしまう。

「あ、危ねぇっ……なにしてんだ、葉月！」

「あははははっ！　さっきの湊の顔っ！　やべぇー、撮らなかったのがもったいない！」

「そんなもん、データで残されてたまるか！」

「怒るな、怒るな、ちょっとジャレついただけじゃん！」

「まったく……」

　さっきからスカートの中が見え、大きな胸が押しつけられ、髪の香りをかがされて。

　湊はこれ以上ないほどドキドキしていたが、態度には出せない。

　葉月は、あくまで友達なのだから。

　ひとしきりトランポリンで戯たわむれてから、二人は移動した。

　次も葉月の要望で、卓球をすることにする。

「いぇーいっ、見たか今のスマッシュ！」

「くっ……！」

　湊は運動神経は抜群というほどではないが、悪くもない。

　卓球も中学時代に遊びでそこそこ打ったのだが、葉月のほうがずっと強い。

「ほらほら、もっと左右に打ち分けないと！　ああっ、スマッシュのチャンスだったのに、なーにやってんの！」

「うるさいな、防御は最大の攻撃なんだよ！」

　湊は葉月の球を打ち返すので精一杯だ。

　葉月の攻撃が強力なのもあるが──

「しゃー、おらーっ！」

　楽しそうにラケットを振っている葉月の胸が、激しく揺れている。

　左右にぷるるんっと揺れたかと思うと、叩たたきつけるようなスマッシュとともに上下に弾むように動く。

　こいつ、いったい何カップなんだ……？

　葉月と遊び始めてから何度となく覚えた疑問だった。

「おらおら、くらえーっ！」

「つっ……！」

　葉は月づきのスマッシュが、バシンと音を立てて湊みなとの顔面に命中する。

「あ、ごめん。大丈夫、湊？」

「いや、ピンポン球だし……」

　実はちょっと痛かったが、湊は我慢して答える。

「ま、葉月のヘナチョコスマッシュが当たったくらい、蚊に刺されたほどでもねぇな」

「おっ、そう来たかこの野郎……」

　葉月は、湊が打ったサーブをぐっと引きつけるようにして打ち返し──

「うおっ!?」

　葉月の打った球がぐにゃりと曲がり、湊はラケットの側面で弾いてしまい、また顔面に命中する。

「な、なんだ今の？」

「ただのカーブドライブじゃよ。あたしにこの必殺技を出させるとはね」

「くっ、遊びの卓球で変な技使いやがって……！」

「ふはは、吠ほえるな。一時期、スポッティで卓球ばっかやってた時期あったからね。いろいろマスターしたんだよ」

　ひゅっひゅっ、と葉月は軽く素振りしつつ笑う。

「んじゃ、続けようか。あと１ポイントであたしの勝ち。お腹なか減ってきちゃった。負けたほうが、ハンバーガーおごりね！」
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「マッチポイントになってから言うなよ！」

「はっはっは、負け犬の遠とお吠ぼえが聞こえる聞こえる。わんわーんっ」

「葉は月づきが吠えてるじゃねぇか。ふん、ここから逆転するのがアツいんだろ」

「おっしゃ、上等。そうこないとね、湊みなと」

「覚悟しろよ、葉月」

　そんなことを言いつつも、湊はもう勝ち負けはどうでもよかった。

　いい乳揺れを見せてもらった代価として、ハンバーガーをおごるくらいなら高くない。

　だが、もちろんそんなことは口に出せない。

　葉月の球を打ち返しながら、湊は少しでもラリーを続けてその乳揺れをしばらく堪たん能のうさせてもらうことにした。

　実は湊は、葉月に好奇心どころか欲望を感じつつあるのだが──

　友情を意識するあまりに、その当然な感情の流れに気づかないフリをし続けている。

　その不自然な状態がどういう結果を招くのか、まるで想像もしないまま──







　湊と葉月はたっぷり遊んでから、スポッティを出た。

　駅に向かい、一〇分ほど電車に乗って。

　電車を降りて駅を出ると、すぐに十二階建てのマンションが見えた。

　そのマンションの名前は、フリュエント朋とも有あり。

　二人は並んでマンションのエントランスに入る。

「湊、今日はどっちにする？」

「昨日はそっちだったからな。今日はウチでどうだ？」

「おっけ、ちょっとモモの様子見てくるから」

　二人でエレベーターに乗り込み、湊は十階で下りた。

　扉が閉じる直前、葉月はひらひらと手を振る。

　実は──湊と葉月は同じマンションの住人だ。

　湊は十階、葉月は十二階に住んでいる。

　もっとも、二人は同じマンションの住人だとしばらく気づいていなかった。

　湊は高校に進学した春に、葉月はその一年前にこのマンションに引っ越してきた。

　二人が気づいたのは、夏休みに入って数日経たった頃のことだ。

　クラスの友人たちとともに海に行った帰り、湊と葉月は帰路が同じ方向で──

　それどころか最寄り駅も、最終的に帰り着いた家も同じだった。

　一緒に遊ぶことはあってもいつも帰りは別々だったので、まるで気づかなかったのだ。

　普段は、湊みなとが早めに帰ったり、葉は月づきが遊び終わったあとも誰かと話し込んでいたり寄り道したりして、不思議と一緒に帰ることがなく──

　この日は海でハシャぎすぎた葉月が寄り道をする元気もなかったため、発覚したわけだ。

　さすがに湊は驚いたが──葉月のほうは意外に落ち着いていた。

「他にも近くに住んでる友達いるし。高校同じなら、家が近いヤツが何人いたっておかしくないでしょ」

　──とのことで。

　そうはいっても、同じマンションの住人という確率はそう高くはないだろう。

　葉月にとってはたいした問題でもないのかもしれないが──

　湊には、葉月の存在がますます重くなったように感じられた。

　同じ学校で同じクラス、友人同士で同じマンションに住んでいる事実に特別感を覚えるな、というほうに無理がある。

　それでも、湊はかろうじて自制心をはたらかせた。

　自分が葉月にとって特別だなどと思うな、と。

　学校のこともマンションのことも偶然に過ぎない──

「これからはウチに帰っても一緒に遊べるじゃん。やったね」

　湊が必死に自制心をはたらかせているのに、葉月はますます勘違いさせる発言をしてくるのには大変に困ったが。

　そんなこんなで、夏休みが終わり、夏も終わって秋が近づき──

　友人たちと遊びに行っても、最終的には二人きりになる。

　どういうわけか、葉月が寄り道などをする機会もぐっと減って、湊は彼女と一緒に家まで帰るようになっている。

　そんな日々が続き、今や湊と葉月は帰宅後も二人で遊ぶことが珍しくなくなった。

「本当、なんでこんな展開になってるんだか……」

　湊は自宅のドアを開けながら、独り言をつぶやく。

　未いまだに、葉月と遊び回っている状況が信じられない。

　葉月と別れたとたんに、我に返ってしまうのだ。

　とはいっても、毎日のことなので、いちいち感慨に耽ふけっていられない。

　湊は玄関から上がり、自分の部屋へ向かう。

　彼の家は、父親との二人暮らしだ。

　マンションの部屋は２ＬＤＫで、広さも充分、建物も新しいので快適に生活できる。

　母親は湊が幼い頃に亡くなった。

　父は不慣れな家事を頑張ってくれたし、湊が高校生になった今は最低限の家事を自分でこなせるので、生活に不満はない。

　前のマンションが手て狭ぜまになって引っ越してきたが、この新しいマンションは綺き麗れいで文句などない。

　湊みなとは自室に入り、制服から楽なＴシャツとハーフパンツに着替える。

　もう秋だが、室内ならこの格好でもまったく寒くない。

　湊の部屋にあるのは、学習机にベッド、本棚、それに液晶モニター。

　クローゼットもあるが、オシャレに興味がないので服は少なく、ほとんど物置だ。

　モニターの前には小さなテーブルがあり、無線のマウスとキーボードが乗っている。

　キーボードは派手な赤色に光っているタイプ──いわゆるゲーミングキーボードだ。

　もちろん、マウスも多ボタンのゲーミング仕様だ。

　ノートＰＣを24インチモニターに接続し、大画面で見られるようにしてある。

　湊はテーブルの前に座ってマウスを動かして、ノートＰＣをスリープから復帰させ、適当にネットを巡回していく。

「おーい、来たよー！」

　ドアが開く音がして、騒がしい声も響く。

　玄関ドアの鍵を開けておいたので、葉は月づきがそのまま入ってきたのだ。

　これが、湊寿とし也やの放課後。

　可愛かわいい女友達がいる、恵まれすぎた日常だった。
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「ういーす。飲み物も取ってきたよ」

「お、サンキュー。気が利くな、葉月」

「あったり前じゃん」

　葉月は湊の部屋に来る前にキッチンに寄って、ペットボトルの紅茶とカップを持ってきてくれたのだ。

　ちなみに、葉月はいつの間にか湊家にマイカップを置いている。

　スタパのピンク色のカップで、お気に入りらしい。

　マイカップを置くほどヨソの家に入いり浸びたっていても、葉月の家では問題にならない。

　葉月家には父親がおらず、あちらは母親との二人家族だ。

　それに加えて、モモという飼い猫がいる。

　ただ、モモは独立心の強いタイプらしく、食べ物さえ与えておけば、かまってやらなくても特に文句は言わない──らしい。

　何度も湊みなとは葉は月づき家けを訪ねているが、モモはいつも物陰に潜んでいて姿を見せない。

　湊も猫好きなので、いつか姿を見せてくれる日を待っている。

　湊と葉月、二人の親はともに多忙で、家に帰ってくるのは夜遅く。

　帰ってこないことすらたまにある。

　そんなわけで、友人同士の二人はマンションに帰り着いたら、どちらかの部屋に入り浸るのが日常になった。

　たいていは学校から家に直行していて、今日のように外で遊ぶことのほうが珍しい。

　葉月は陽キャグループの女王であるが、ここ最近はすっかりインドア派になっている。

　多少付き合いが悪くとも、並外れた美少女でコミュ強であるからか、女王の座は揺るがないようだ。

「ふいー、疲れたねぇ」

「そりゃ、あんだけハシャげばな……って、んん？」

　よく見ると、葉月は制服のままだ。

「なんだ、葉月。家で着替えてこなかったのか？」

「着替えんのもダルくてさ。ま、ちょっとくらいシワになってもいいし」

　葉月は、どさっと湊のベッドに横になる。

「はー、気持ちいいー……身体動かしたあとに、横になるの最高すぎー」

「くつろいでんなあ」

　もうすっかり、葉月は湊家に馴染んでいる。

　どちらかというと、葉月が湊家に来るケースのほうが多い。

　葉月家は母娘二人──女性だけで暮らしている家なので、湊が一応遠慮しているのだ。

　といっても、週に一回二回は葉月家にお邪魔しているのだが。

「で、晩メシ食うか？　インスタントカレーか……インスタントハヤシライスだけど」

「またそれぇ？　あたしも料理覚えるべきかなあ。ほら、あたしがエプロン着けてキッチンに立っちゃったりしたら、湊もドキドキでしょ？」

「葉月の料理じゃ、違う意味でドキドキするわ」

「この野郎……言いたい放題じゃねーか」

　葉月が、ベッドから腕を伸ばして拳で肩をぐりぐりしてくる。

「あたしら、二人揃そろってベテランの鍵っ子なのにね。二人揃って料理全然ダメとか」

「コンビニもあるし、デリバリーもあるし、どこにでも飯屋があるし」

　このマンションの周囲にも、コンビニはもちろんチェーンの飲食店がいくつもある。

　ただ、湊と葉月は、親から充分な生活費をもらっているが、贅ぜい沢たくな食事は好まない。

「インスタントも充分美味うまいしね。あ、湊が女子の手料理を食べたいならサービスしてあげてもいいけど？」

「視覚的にはサービスになっても、舌と胃には拷問になるんじゃね？」

「この野郎、毒舌が止まらないじゃねーか」

　葉は月づきが、今度は拳で肩をパンパン叩たたいてくる。

　たいして痛くはないが、葉月の目がちょっと怖い。

「むしろ、俺がつくるか？　パワーは葉月が上だが、俺のほうがまだ器用だし」

「女子にパワーとか言うな。まあ、どうせ湊みなともあたしもつくんないでしょ。あたしは、家で一緒に晩ごはん食べる相手ができただけで充分だし」

「…………」

　えらく可愛いことを言うな、と湊は驚いてしまう。

　だが、湊もまったく同感で、子供の頃から一人の夕食が多かった身には、葉月の存在がありがたい。

「ああ、こんな話、やめやめ」

　葉月は苦笑いして、ぶんぶんと手を振った。

「まだご飯はいいかなあ。さっき、ハンバーガー食っちゃったし。八時くらいにする？」

「ああ、俺もそんなに腹減ってないし」

　今は夜七時前で、八時となるとあと一時間くらいある。

　スポッティからの帰りに二人でハンバーガーを食べてしまった──もちろん、卓球勝負に負けた湊のおごりで。

　育ち盛りとはいえ、空腹を覚えるには早い。

「ちょっと、レジェでもやるかなあ……いいか？」

「今日はあたしに付き合ってもらったからね。次は、あたしが付き合うよ」

「付き合うって見物するだけじゃねーか」

　湊はＰＣを操作してゲームを立ち上げながら苦笑する。

　何度か葉月にもゲームをやらせてみたのだが、下手すぎて話にならなかった。

　本人はかなりムキになっていて、何度テーブルを叩いていたことか。

「こんな美少女の応援付きなら、ゲームもはかどるってもんでしょ？」

「おまえ、うるさいからなあ。〝横から来てる〟とか、〝さっきのアイテムなんで拾わないの〟とか、〝あの女キャラおっぱい凄すごい〟とか」

「そりゃ、湊がおっぱいデカい女キャラばっか使うからじゃん。おっぱいデカい女を見たいなら、横を見りゃいいのに」

「そっちはだいぶ見飽きたんでな」

「おいこら、こっちは生だぞ、生。しかも成長するおっぱいだぞ」

「えっ？　葉月、まだ成長してんのか？」

　思わず振り向いて、ベッドに寝転んでいる葉月の胸元を見てしまう。

　ピンクのカーディガンの下には白いブラウス、そのブラウスのボタンはいくつも外して、谷間が見えている。

　それどころか、黒いブラジャーがわずかに覗のぞいてしまっている。

「あたし、まだ高一だよ？　成長するに決まってんじゃん」

「そ、そうなのか……これ以上デカくなったら、邪魔そうだな」

「今でもけっこう邪魔だっつーの。グラドルじゃねーんだから、あんまりデカすぎてもメリットないね」

「ふーん……」

「って、こら、タダ見すんな。湊みなと、ちゃんと前見ろ。ゲーム始まってんじゃないの？」

「おっと」

　湊は魅惑の谷間から目線を前に戻す。

　確かに、既にゲームは始まっていた。

　レジェンディスはＦＰＳゲームで、輸送機からの空中投下で始まる。

　湊のプレイヤーキャラはとっくに空中に放り出されていた。

「あ、危なかった。くそっ、巨乳で妨害してくるとは……このゲーム、負けたらランク下がるんだぞ」

「巨乳って言うな」

　葉は月づきはベッドの上でごろんと動き、その巨乳がたゆんと揺れる。

「つーか、女子はわかりやすいのが不公平だよね。男子のは大きいかわかんないのに」

「おまえ、また品のないことを……」

　葉月は、いつからか下ネタもぽろっと口に出すようになっている。

　女子同士ではそういう話もするようだし、彼女にしてみれば女友達と話すような感覚なのかもしれない。

　湊はドギツい下ネタは好まないが、葉月はほどほどに留とどめてくれる。

　軽い下ネタの応酬くらいなら、望むところだった。

「ねー、湊さぁ」

「ん？」

　葉月はニヤニヤと面白がっているような声だった。

「今度さぁ、湊の見せてよ」

「通常時か、拡張時かどっちだ？」

　下ネタの続きのようだった。

「そんなの選択の余地はなくない？」

「は？　どういうことだ？」

「だって、あたしにそんなもん見せつけてるシチュで、湊が興奮してないわけないじゃん。だったら、拡張しちゃってるんじゃない？」

「人を露出魔みたいに！」

　ツッコミつつ、湊みなとはフィールド内を駆け回って武器や弾薬、回復アイテムなどを集めていく。

　レジェンディスは銃で撃ち合うＦＰＳだが、初期装備はナイフ一本。

　フィールド内にいくつも設置されたボックスを漁あさって装備を揃えていくのだ。

「きゃはははははっ、でも通常時も見たいなあ。そうなると、寝込みを襲うしかないか」

「襲う!?」

「そうそう、湊のミナトくんはどうなってんだよ！」

「なんだよ、俺のミナトって。つーか、おまえ、本当にやりそうだから怖いよな……」

　うっかり湊が眠り込んでいる隙をついてズボンを下ろされ、アレを見られる……。

　興奮してしまいそうなシチュエーションだが、それ以上に恥ずかしすぎる。

「はっはっは、相手が湊なら手加減なしでイタズラできるからいいよね」

「よくねぇよ。まだ起きてるときに見られるほうがマシだな……っと、来た来た！」

　湊は、はるか遠くに敵影を発見。

　銃を構え、狙いを定めて数発撃つ。

　しかし、わずかにダメージを与えただけで敵は物陰に隠れてしまう。

「あーあ、逃がした。そんな調子じゃ、ランク上げどころじゃないね」

「うるさいよ」

　葉は月づきも毎日のようにレジェンディスを見ているので、ゲーム内容は把握している。

　レジェンディスはいわゆるバトルロイヤル。

　三人一組のチームで他チームを倒していき、最後に生き残ったチームが勝者となる。

　葉月は中途半端に知っているものだから、後ろでやいやいと煽あおってくるのだ。

　湊は、ゲームに集中し直す。

　どうも、今回の戦いは分が悪い。上級プレイヤーが集まっている雰囲気だ。

　湊の腕前は中の上くらいだが、一日中ゲームをやっているようなガチ勢には勝てない。

　稀まれに、対戦者にプロゲーマーがまざっていることもあるので、そういう場合はムキになるほど損をする。

　湊は慎重に立ち回り、他のチームが脱落していくのを待ち、時には撃ち合いに後ろから乱入して漁夫の利を狙う。

　中級プレイヤーには中級なりの立ち回りがある。

　湊は慎重に慎重に立ち回り──

「ああっ、やばっ……！」

　慎重すぎて行動範囲が狭くなり、敵に位置を読まれていたようだ。

　待ち伏せに遭い、あっさりと倒されてしまった。

　仲間の二人もほぼ同時に倒され、画面に〝ＡＬＬ　ＤＥＡＤ！〟と表示される。

「あー、しまった……まあ、十位以内に入ったからよしとするか……」

　トップでなくても、十位以内に入賞すればポイントが入る。

　ポイントをためてランクアップを狙うのが、このゲームの醍だい醐ご味みだ。

　負けが重なるとランクが落ちるという地獄も経験できるのだが。

　さらに二戦して、二度ともギリギリ十位入りだった。

「んーっ、ダメだ！　すぐにリベンジ──いや、メシはどうする……って、あれ？」

　湊みなとがマウスを放り出すようにして、後ろを振り向くと。

「すう……すぅ……すー……すー……」

「……おい」

　葉は月づきは、湊のベッドですやすやとお休みだった。

　うつ伏せに寝転び、スマホを手に持ったままだ。

　ゲームを見物するのに飽きて、スマホをいじっているうちに眠ってしまったらしい。

　スポッティであれだけハシャいでいたのだから、疲れて寝入っても不思議はない。

「まったく……メシはどうするんだ」

　まだ八時前だが、熟睡しているようなので起きるのはいつになるか。

　先に食事を用意してしまって、できたら無理にでも起こすか。

　ただ、よく寝ているようなので、起こすのはさすがに気が引ける。

　湊は悩みつつ、ベッドの上の友人をじっと見つめる。

　寝顔は可愛かわいい。

　いや、起きていても葉月は飛び抜けて可愛い。

　クラスどころか校内で評判の美少女なのだから、その寝顔は天使だろう。

　そんな歯の浮くような表現は本人の前では死んでもできないが。

「すぅ……すー……」

　寝息に合わせて、わずかに身体が動いている。

　うつ伏せなので、自慢の巨乳がぐにゃっと押し潰されていて、それが妙にエロい。

　友人だろうが──異性ならやはり顔や身体をつい見てしまう。

　葉月に悪いと思うが、これは本能みたいなものでどうしようもない。

　男女の友情は存在する。

　今の湊はそう言い切れるが、友情だけというわけにはいかないのも事実だ。

　はっきり言って、葉月と遊び回っているのは下心もある。

　これだけ可愛くて身体もエロい美少女と遊んでいて、下心がないなどありえない。

　いくら高望みをしなくなった湊でも、葉月に欲望を覚えないのは無理な話だ。

「でも、おまえも気づいてんだろ……？」

　湊みなとは、人差し指で葉は月づきの頬ほおをつつく。

　ぷにぷにとプリンのように柔らかい頬だった。

　葉月は成績は悪いが、決してにぶくはない。

　友人も多い彼女のことだ、男の欲望のこともよく知っているだろう。

「あ、そうだ……」

　ふと、湊は思いついた。

　葉月は寝込みを襲うだのなんだの言っていた。

　普通なら、冗談だと思うだろう。

　だが、葉月の場合はガチでやらかす。

　冗談だと思わせて、信じられないイタズラを仕掛けてきかねない。

　今日もトランポリンでいきなり飛びつかれたり、卓球ではドライブとかいう謎の技術をくらったりした。

　こちらも少しくらい逆襲してもいいだろう。

　いや、むしろ先手を打って寝込みを襲ってやるのもアリだ。







「つっても、まあ」

　湊は手を伸ばし、さっと葉月のスカートの裾を掴む。

　中身はついさっき見たばかりだが、ドキドキしてしまう。

　男の悲しいサガというか、スパッツだとわかっていても興奮するのだ。

　ぴらり、と見慣れた制服のスカートをめくると──




「…………っ!?」




　パンツだった。

　レースの刺し繍しゆうで縁取られた、黒いパンツだった。

　サイドのあたりが、わずかに下の肌が透けて見えている。

　うつ伏せなので、前のほうは見えない。

　だが、小ぶりでありながらぷりんと柔らかそうな尻がなかば見えている。

　葉月の尻は真っ白でつるりとしていて、わずかに彼女が動くだけでぷるぷると尻肉が揺れているようだ。

　数ヶ月の付き合いだが、当然ながら葉月のパンツを目撃したのは初めてだ。

　葉月が言うように今時スパッツなどをはいていない女子はほとんどいない。

　学校はミニスカの女子だらけだが、パンチラを拝む機会などまずない。

　湊みなとは、ごくりと唾を呑み込み──

「んん……」

　ころん、と葉は月づきが寝返りを打った。

　スカートは大きくめくれたままで、今度はパンツのフロント側があらわになる。

　前面もレースの刺繍があり、小さな赤いリボンもついている。

　真っ白な太ももも丸見えで、この友人の肌はこんなに白かったのかと、湊は今さらながら驚いてしまう。

　すべすべの白い肌、黒い下着、その下に隠されているなにか──

　湊は、まっすぐ凝視したまま、そこから目が離せない。

　気がつけば、息が掛かるほどそこに顔を寄せてしまっていて──

「……あのさ、もうたっぷり見たでしょ？　そろそろいい？」

「…………っ！」

　湊は、文字どおり跳び上がってベッドから離れる。

　そのベッドの上では、葉月が上半身を起こし──ジト目で湊を睨にらんでいた。

　しかも、頬は真っ赤に染まっている。

「わ、悪い、葉月！　これは……！」
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「まさか、湊みなとに先手を打たれるとはね。あたしが、あんたのズボンをこっそり脱がしてやるつもりだったのに」

「……あ、あれ？　葉は月づき、おまえ怒ってないのか……？」

「このツラ見て怒ってないように見えんの？」

「いえ、怒ってますよね」

　葉月は、ぷくーっと頬をふくらませている。

　寝ている隙に、スカートをめくられ、下着を見られて怒らないわけがない。

　たとえ恋人同士でも怒られるだろう。

　ましてや、湊と葉月は恋人ではなく、友達同士──

「あんながっつり見られたら、さすがに恥ずかしいっつーの。もうちょい、遠慮したら？」

「は？　て、程度の問題なのか？」

「まあ……湊なら、パンツ見られるくらいは別に……」

「えぇっ!?」

　湊の基準では、男と女で下着の価値はまるで違う。

「ふん、寝ちゃったのは迂う闊かつだった。あたしのミスだね」

「そ、そんなもんなのか……」

　湊が考えていたより、葉月は彼に心を許しているらしい。

　ある意味、カレシ以上に気安く思っているのかもしれない。

「あれ？　葉月、さっきスパッツはいてたよな？」

「ああ、家で脱いできた」

「制服から着替えなかったくせに、なんでそんなもんだけ脱ぐんだよ」

「ぶっちゃけ、スパッツとか嫌いなんだよね。なんか、逆に落ち着かない」

「ああいうの、落ち着くためにはくんじゃねぇのか？」

　湊の認識では、スパッツは下着を見られないように、安心するためにはくものだ。

「スパッツ脱ぐだけなら一瞬だし。つーか、今までもここ来るとき、だいたいスパッツ脱いでたよ？　わざわざ言わなかったけど」

「言ってたら、ただの変態じゃねぇか」

　わざわざ、「今は生パンツです」などと言う必要はない。

「まあ、二重重ねが鬱陶しいっていうならわからんでもないが……」

「あ、そっか。やっとわかった。湊、スパッツだと思ってスカートめくったのか」

「そ、そりゃそうだって。さすがに生パンツだとわかってたら──」

「生って言うな。それならまあ、怒らないであげよう。感謝しなよ、湊」

「ど、どうも……」

　ぺこりと頭を下げてしまう湊。

　言い訳のようだが、実際にスカートの下がスパッツではないとわかっていたら、めくらなかっただろう。

「……いや、むしろ知ってたらめくって……そんなことは……」

「なにブツブツ言ってんの、湊みなと。まったく、あんたはさー」

　葉は月づきはベッドから下りて立ち、床に座ったままの湊を見下ろしてくる。

　スカートが短すぎるので、また中が見えてしまいそうだ。

「なんかさー、湊ってまーだあたしに遠慮してるよね」

「え？　遠慮？」

「友達同士だって気遣いゼロはありえないよ？　ノンデリとか空気読めないとか、場合によってはあたしも許せないし」

「な、なんの話だ？　俺、なんか前にもやらかしてたか？」

「そうじゃなくて、湊はそういう気遣いが過剰だってこと。いや、違うかな」

「違うんかい」

　いきなり脈絡のない話をしてきて、それも違うと言われても困る。

「あんたはさあ、もう一歩でも二歩でもあたしに踏み込んできていいのに、立ち止まってんだよねー」

「そ、そんなことは……」

「言っとくけど、あたしが家に誘うヤツってそう多くないよ？」

「…………」

　葉月は、俺を特別だと思っている──特別な友達だと思っている。

　そう考えていいのだろうか。

　湊は頭が混乱してしまいそうだった。

「別に、友達に順番つけるつもりはないけどさ」

　葉月はちょっと頬を赤くして、そっぽを向き──

「まあ……今、一番の友達は湊だからね」

「…………」

「って、黙んなよ！　恥ずかしいこと言うなとか、ツッコんでよ！　あー、やっぱ言うんじゃなかったかも！」

「わ、悪い……」

「謝るのも無し！　そうじゃなくて……あんたもなんか恥ずかしいこと言え！」

「なんだ、その要求は!?」

「なんか、あたしに言いたいこととかでもいい！　遠慮して言えなかったとか、そういうこと、一つくらいない!?」

「いきなりそんなこと言われても……あ」

　ふと、湊みなとはとんでもないことを思いついた。

　葉は月づきとこの数ヶ月で築いてきた関係は、そう簡単には破は綻たんしない。

　そう思えるだけの友情が、確かにあるようだ。

　それに、葉月の今の要求に応えることもできる──

「なあ、葉月」

「ん？」




「頼む──パンツ見せてくれ！」




「はぁ!?」

　葉月は立ったまま、慌てた様子でスカートをぐっと押さえた。

「パ、パンツ見せろって……さっきたっぷり見たんでしょうが！」

「そんなもん、見られるならいくらでも見たいに決まってるだろうが！」

「み、見てどうすんの!?」

「女子のパンツを見たいことに理由があると思ってんのか！」

「なんで逆ギレされてんの、あたし」

　じろり、と葉月は湊を睨んで──

「ていうか、友達にパンツ見せろなんて言う？」

「普通の女子には言えないな。カノジョにだって言えないかも」

「……友達なら言えるってわけ？」

「遠慮しなくていいんだろ。もっと踏み込んでいいんだろ……？」

　詭き弁べんにもほどがある理論展開だった。

「そ、そういうことじゃない……こともない？　ああっ、あたしもなに言ってんのかわからなくなってきた！」

　葉月は腕組みして、うーんと唸うなっている。

「て、ていうか、湊はそこまでして見たいわけ？　あ、あたしのパン……パンツ……」

「だから、見たいことに理由は──」

「本能っつーか、欲望っつーか……湊も男の子だもんね……」

　葉月は、突然スカートの裾を掴つかんで。

「ま、まあ、パンツくらいなら……別にいいか……」

「タ、タダでいいのか？」

「お金払われたら逆にイヤだわ！」

「な、なるほど、そうだな。悪い」

　確かに馬鹿なことを言ったと、湊は反省する。

　友人同士で金のやり取りなど論外だ。

　ある意味、パンツを見せてもらうよりありえない。

「こんな馬鹿な話、いつまでもやってらんない。ほ、ほら」

「…………っ！」

　思いのほかに、あっさりと葉は月づきはスカートをぺろりとめくった。

　それでも、大きくめくり上げたわけではなく、黒いパンツがちらりと見えている程度だ。

　だが、そのちらりだけなのが逆にエロすぎる。

「おおっ……」

「こらこら、目が輝いてる！　レジェでチャンピオン獲とったときよりキラキラしてる！」

「そりゃあ……」

　レジェンディスでトップを獲るのは並大抵のことではない。

　だが、可愛かわいい女子のパンツを生で見るのも、そうそうありえることではないのだ。

「つーか、めっちゃ見てる……見られてる……」

「悪い、もう少しスカート上げてくれるか？」

「しかも注文うるせーし。踏み込みすぎでしょ……こ、これでいい？」

　困ったように言いつつも、葉月は素直に少しスカートを上げてくれた。

　かすかに盛り上がった股間のそこが、あらわになっている。

　黒いパンツの下、その部分になにがあるのか──想像して、湊みなとはまた唾を呑のみ込こんでしまう。

「そ、そんなに見て嬉うれしいもんなの？」

「そりゃあ……」

「……ね、ねえ、湊」

「なんだよ、今いいところなのに」

「ガン見しすぎだっつーの……こ、ここまで！　もうたっぷり見たでしょ！」

「あ、ああ」

　湊が頷くと、葉月はスカートをめくっていた手を放し、裾を押さえつけるようにする。

「ちょ、ちょっと強引すぎたか？」

「ちょっとね……でも、あたしだって可愛い子のパンツだったら見たいしなあ。瑠る伽かみたいなのとか」

「瑠伽って……ああ、瀬せ里り奈なさんか？」

　瀬里奈瑠伽は、湊と葉月と同じクラスの女子。

　葉月とは対照的な見た目で、黒髪ロングの清せい楚そそうな美少女だ。

　女子が女子のパンツを見たがるのと、男子の欲望はまた別物なのだろうが。

「おっと、今の話は忘れて。つーか、こういう〝遊び〟も面白いなあ……」

「今のも遊びだったのか」

　こんな楽しすぎる遊びなら、毎日でもしたいくらいだった。

　女友達を性の対象にするのは後ろめたいが、これだけ可愛い葉は月づきに下心を持つなというのが無理な相談だ。

「でもなー、湊みなとがこんなえっちだったなんて。エローエローえっちっちー」

「小学生みたいな煽あおり、やめろ」

「ふっはっは」

　葉月は心からおかしそうに笑う。

　さっきまで、あれほどまでにエロいパンチラ姿を晒さらしていたとは思えない無邪気さだ。

　湊は、またドキドキしてきてしまう。

　この無邪気な笑顔と、さっきのエロすぎるパンツのギャップもたまらない……。

「……ちょっと、湊。まだエロいこと考えてない？」

「そ、そんなことは」

「あんま調子に乗らないように。あたしは、あんたのカノジョじゃないんだからね？」

「わ、わかってるって。今後ともよろしくお付き合いのほどを……」

「かしこまってんじゃねーよ。けどさー、まあ……」

　葉月は、顔を赤らめて目を逸そらし──

「た、たまになら……またこういう遊び、やろっか？」

「…………」

　湊には、もちろん拒否する理由はない。

　どうやら、葉月のほうも本当に楽しかったらしい。

　この女友達は変わっているが、湊が思っていた以上に普通ではないようだ。

　パンツを見せてくれたが、どこまでならお願いしてもＯＫなのだろう──

　湊は、そんな不ふ埒らちなことを考えてしまう。







　湊と葉月、二人が〝新たな遊び〟を覚えて数日。

　その間も、葉月は毎日のように──いや、間違いなく毎日湊の家に遊びにきている。

　この日の放課後も、二人でマンションに帰ってきてエレベーターに乗り込んだ。

「湊、今日はウチにしよ？　さすがにこう毎日お邪魔してると、湊家に悪いしさ」

「うーん、ウチはどうせ親父おやじも帰りは遅いし、別にいいんだが」

「あたしの気分の問題──って、こらぁ！」

「悪い、悪い」

　湊は、ぱっと葉月のスカートから手を放した。

　めくれていたスカートが元に戻り、まぶしい白い太ももと黒いスパッツが隠れてしまう。

　葉は月づきの制服スカートはかなり短いので、太ももはあらわなままだが。

「もうー、別にさぁ、スパッツはいてるときは好きに見ていいとは言ったけどさ」

「言ったよな、葉月」

「エレベーターはダメだろ！　急に止まって誰か乗り込んできたらどうすんの」

「羨ましがられる……？」

「アホか！　やべーヤツらだと思われるわ！」

　エレベーター内で男が女子高生のスカートをめくっている──

　よくて痴漢、悪ければ痴漢プレイを楽しんでいる変態たちだと思われるだろう。

　いや、どちらもかなり最悪だが。

「マジであんた、通報されるよ？　あたしまで巻き込まれるじゃん」

「わ、悪かったって」

　そう──新たな遊びを覚えて以来、葉月はえらくサービスがよかった。

　二人きりならスカートくらいめくっていいと、とんでもない行為をＯＫしてくれたのだ。

　とはいえ、度が過ぎると今のように怒られる。

　友人同士とはいえ、気を遣うべきラインは存在するらしい。

「せめて、玄関までは我慢したら？」

「玄関でいいのかよ！」

　葉月の湊みなとに対するラインは、かなり後方に引かれているようだ。

　普段、葉月がはいている黒のスパッツは一いち分ぶ丈たけでかなり短く、太もももあらわで、布面積的にはパンツと大差ない。

　ぴっちり密着しているので、尻の形もくっきりで、はっきり言って充分にエロい。

　湊はなんとなく、葉月の尻をスカート越しに眺めつつ。

　エレベーターを出て、葉月家があるフロアの廊下を進む。

「葉月、スカート短いよな。いくらスパッツはいてるからって、油断してスカートの中、見られないように気をつけろよ？」

「それを湊が言う？」

「……ですね」

「あたしだって、それくらい気をつけてるっつーの。風が強いときも、階段上がるときもスカート押さえるし。あんた、あたしを露出魔とか思ってない？」

「俺には見せてくれるじゃん」

「湊は友達でしょ」

　廊下を進み、葉月は自宅のドアを開けて中に入った。

　そこで、葉月はぴたりと立ち止まって──

「あれ？　湊みなと、スパッツ、見たいんじゃないの？」

「さっき見たしな。そんなにがっついてねぇよ」

「がっついてない、ねぇ……あ、モモー♡」

　葉は月づきは乱暴に靴を脱ぎ捨てて、リビングのほうへと走って行く。

　湊にも、ちらりとモモの姿が見えた。

　モモは葉月の愛猫で、家族同然──いや、完全に家族の一員らしい。

「ちぇ、隠れちゃった。あいつ、一度隠れるとなかなか出てこないんだよね」

「俺もまだちゃんと見たことねぇからなあ。何度も葉月ん家に来てんのに。人見知りにもほどがある」

「モモは人見知りじゃないよ」

「え？」

「そう簡単に、お姿を見せてくれないんだよ。基本、自分が一番偉いと思ってるからね、モモは」

「どこの貴人さまですか？」

　そのうち、御み簾す越しにお言葉をいただくのでは。

　湊は、アホなことを考えつつ靴を脱いで上がらせてもらう。

「なんか湊がいると特に、あたしの部屋に来ないからね」

「まあ、猫っていうのは気難しいもんだよな」

　人なつっこい犬、マイペースな猫、という区分けは単純すぎるだろうが。

　湊も猫は好きで、行方不明の猫のポスターを見たら、とりあえず捜してみるくらいだ。

　モモも撫なでてやりたいが、まだその機会は得られていない。

「飲み物持ってくからさ、湊は先に部屋入っといて」

「ああ」

　勝手に女子の部屋に入るのは気が引ける──

　という段階はとっくに過ぎた。

　湊は気にせず、葉月の部屋に入る。

　模様の入った白のカーペットに、ウッドデスク、ドレッサー、クローゼット、それに大きめのベッド。

　部屋の真ん中には黒いローテーブルがあり、クッションも置かれている。

　さらに、部屋のあちこちにウサギやクマ、イルカやペンギンなどのぬいぐるみが散らばっている。

　いかにも女子高生の部屋という感じで、最初は湊も大いに気き後おくれしたものだ。

　今や、第二の自室と言ってもいいほど慣れてしまったが。

「お待ちどお。急にアップルジュース飲みたくなってさ。買ってあったヤツがあったから入れてきた。いいよね？」

「ああ、今日はあったかかったし、冷たいのもいいな」

　湊みなとは礼を言って、葉は月づきが運んできたグラスを受け取る。

「そうそう、今日ちょっと暑いくらいだったよね。もう十月なのに」

　葉月もグラスのジュースを飲んでローテーブルに置き、ベッドに座ろうとして──

「あ、スパッツ脱ごっと」

　かと思えば立ったまま、スカートの中に両手を突っ込んだ。

　お尻を突き出すような格好で脱ぎ、ずるっと短いスカートの下から黒いスパッツが現れて──

「……ちょい、湊。そんな、じっと見られたら恥ずいんだけど」

「いや、ほら……たまに女子が教室でスカート姿のままでジャージはいたり脱いだりしてるだろ」

「ん？　ああ、そんくらいは普通にいるね」

「ああいうの、意外とドキッとするんだよな」

「男子って、そんなピュアなん？」

「まあ、人によるかな……」

　湊の場合、直視してはいけない気分になってしまう。

　ちらちらと横目で見てしまうので、ピュアとは言い切れないが。

「ふうん……い、今は他のヤローどもに見られてるわけじゃないし、好きにしたら？」

「えっ、好きにしていいのか!?」

「目の輝きが凄すごい！」

　湊は思わず、ぐいっと身を乗り出して──

「そ、それじゃ……俺がそのスパッツ、脱がしてみてもいいか？」

「す、好きにしたらってそういう意味じゃ──ぬ、脱がしたいの、あんた!?」

　その質問はあまりにも愚問だった。イエス以外の回答が存在するはずがない。

「パ、パンツだって見てるくせに……スパッツなんて脱がしてなにが楽しいの？」

「いや、それは一度はやってみたいだろ……」

「ガチで？　男子の感覚ってわかんない……でも、ちょっと面白いかも……」

　葉月は、スパッツを太ももまで下ろしたまま悩んでいる。

　その格好自体が、かなり扇せん情じよう的てきだが、本人は気づいていないらしい。

「そ、それくらい、別に減るもんでもないし……いいよ、好きにして」

「い、いいのかよ……」

　葉月は、こくこくと頷うなずく。

　確かに恥ずかしいところを見せるわけでもないし、ほぼ身体に触らずに済ませられる。

「ほ、ほら。どうぞ、湊みなと」

「あ、その前に」

「ん？」

「一度、ちゃんとはき直してくれないか？　どうせなら、最初からやりたい」

「最初から!?」

　湊の要求に、葉は月づきは素直に驚いているようだ。

　脱ぎかけのスパッツはそれだけでエロいが、どうせならスカートの中に手を突っ込んで脱がしたい。

「こいつ、一つ許すと調子に乗るなあ……いきなり遠慮なくなりすぎじゃん」

　葉月はブツブツ言いつつも、スパッツをはき直してくれた。

　裾が乱れたスカートを、ぱんぱんと叩たたいて整える。

「は、はい、今度こそどうぞ……」

「あ、ああ」

　湊は頷いて、立ったままの葉月のスカートの中にゆっくり手を入れていく。

　太ももに触らないように気をつけつつ、スカートを内側から持ち上げて──

「じゃ、じゃあ……スパッツ脱がすぞ」

「言わなくていいの……あっ」
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　湊みなとは手探りでスパッツをつまむようにして掴み、ぐいっと引きずり下ろす。

　するるっ、と思ったよりスムーズに下がっていき──

「あっ、こらぁっ、バカぁっ」

「え？」

「パ、パンツ！　パンツも一緒に掴つかんでる！」

「あっ、ああっ、悪い！」

　手探りだったため、スパッツとパンツをまとめて引きずり下ろしていたようだ。

　ということは、湊の目の前にあるスカートの中は、スパッツだけでなくパンツも下ろされて、その下の──

「おいコラ、なに想像してんのか、わかるんだからね？」

「……はい」

　とはいえ、この状況でスカートの中を想像しない男はいないだろう。

「え、えと、パンツを上に戻したほうがいいか？」

「そ、そっちはこのままでいいから！　もうー……まだスパッツは脱がす気満々だよね、湊は！」

「そりゃあ、ここでやめるのはちょっと」

　湊は慎重にスパッツだけを掴んで、ずるるっと再び脱がしていく。

　白い太ももを通って、黒いスパッツが現れて──

「ちょ、ちょっと足上げてくれ、葉は月づき」

「最後まで脱がさないと気が済まんのかい、あんたは」

　そう言いつつも、葉月はベッドにドスンと座って片足を上げてくれた。

「…………っ」

　湊は一瞬、ふわっと舞ったスカートの中を見てしまった。

　太もものところまで下りたピンクのパンツがちらりと見え、さらにその奥まで──

　陰かげになっていて、ほとんどわからなかったが。

「なに、湊？」

「な、なんでもない。おし、脱げたぞ。よくできた」

「子供か、あたしは。自分で脱げるっつーの」

　葉月はまた無造作に片足を軽く上げて、湊の肩をぽんと蹴ってきた。

　またピンクのパンツと、その奥のなにかが一瞬見えてしまう。

「ん？　湊、なんで今、身を乗り出してきたの？」

「い、いや、このスパッツどうする？　俺がもらっていいのか？」

「なんでや！　もらってどうすんの！」

「そ、そうだよな」

　あまりに非現実的なシチュエーション、非現実的な光景に、湊みなとはおかしくなったようだ。

　さすがに、女子の下着を我が物にしようとするのは変態くさい。

「あとで洗濯するから返して。そんなことより……ふー、すっきりした。やっぱ、家に帰ってスパッツを脱ぐ瞬間って最っ高」

「そんなに邪魔くさいのか……？」

　スパッツを取り上げられ、湊はひとまず落ち着くことにした。

　あまり興奮しすぎると、自分がこれ以上葉は月づきになにを要求することか。

「人によるだろうけど、あたしは邪魔くさい。もっと丈の長いのはいてる子もいるし、男子だっていろいろパンツあるんでしょ？」

「まあな、ボクサーパンツとトランクスとブリーフか。俺はトランクス派だな」

「ふーん、ボクサーが多いのかと思ってた。男子もいろいろあるんだね」

「なんだ、見たいのか、葉月？」

「普通に見せられるのはイヤ。隙を見て、強引に見てやる」

「怖こわっ！」

　葉月の場合、本当にやりそうなのが怖いところだ。

　もっとも、湊は多少興奮するものを感じていた。

　葉月と二人でいるときに、湊がうっかりウトウトしている隙に──葉月が湊のベルトを外し、強引にズボンを脱がしてその下のトランクスを凝視している。

　イケないシチュエーションに、興奮を抑えられない。

「って、そんなことはいいんだよ！　今日は一緒にドラマ観みるんでしょ！」

「お、おお、そうだった」

　葉月の部屋には、43インチのテレビも壁際に置かれている。

　最近、葉月はとある海外ドラマにハマっていてそれを湊にも見せたいらしい。

「周りでも観てるヤツいなくてさあ。今、シーズン６まで進んでて長いから、なかなか観てもらえないんだよね」

「そんだけ長いと、ちょっと身構えるな」

　しかもハードなファンタジー物で、人間関係も複雑なので取っつきにくいそうだ。

「で、強引に見せて〝つまんない〟って言われたらヤだしさあ」

「俺も楽しめるか保証はできねぇぞ」

「湊はなんとなく楽しめるんじゃないかなーって気がしてる」

「そうかな」

　平凡な湊と陽キャな葉月は、性格や立場は正反対と言っていい。

　ただ、妙に気が合ってしまうのも事実だ。

「あと、面白くなくても湊なら強引に最後まで見せても心痛まないし」

「そこは痛めろよ！」

　人のことは言えないが、葉は月づきもかなり遠慮がない。

　そういう関係だからこそ、スパッツを脱がす許可が出るのだろうが。

「つーか、言ったじゃん。このドラマ面白いんだけど、よくわからんところがけっこうあるんだって。過去の因縁とかありそうなのに、ちゃんと説明されなかったりとか」

「わかんなきゃ、検索すりゃいいだろ？」

「検索したらネタバレくらうんだって！　検索結果を見るだけでも、ズララッとネタバレ並ぶんだから！」

「ま、まあ、それはわからんでもないが」

　湊みなともゲームのネタバレは絶対に見たくないので、理解はできる。

「湊が観てくれたら、謎なトコを話し合えるし、感想も言い合えるじゃん」

「まあな……」

　要するに、葉月はこのドラマを楽しむ仲間がほしいのだ。

　湊なら一緒に観ることも容易たやすいし、ちょうどいいのだろう。

「じゃあ、観るか。葉月、頼む」

「はいよ」

　湊はローテーブルのリモコンを取り上げ、葉月に渡す。

　葉月はベッドに座り、湊はベッドを背もたれにして床に座ったままだ。

「ていうかさあ、湊……」

「ん？」

「さっきあたしのスカートの中、覗のぞいてたでしょ！　そこまで許してなかったのに！」

「うおっ！」

　いきなり、後ろから湊の首に葉月の脚が巻きついてきた。

「お、おい……し、締まってる、締まってる！」

「スパッツ脱がすフリして、悪いヤツだ！　罰を受けてもらわないとね！」

「…………っ！」

　葉月の太ももが湊の首を締め上げている。

　ギリギリと締まっているが──柔らかい太ももの感触もしっかりと伝わってくる。

　嬉うれしいのか苦しいのか、どっちなのかわからない。

「つーか、葉月……！」

「こんなもんで済むと思ってんの？」

「い、いや……おまえ、太ももムチムチしすぎ……」

「太ってるって言いたいわけ!?」

「ち、違うって……！」

　葉は月づきの太ももはほっそりして見えるが、こんなに弾力があるとは。

　むっちりしている上に、すべすべしていてたまらない。

　湊みなとには、確実に苦しさより気持ちよさのほうが勝っている。

「ふーん、ドラマ観る前にもうちょっとお仕置きしないとね。調子乗ってるし！」

「お、おい、ガチでやべぇって……！」

「あはははは！　嘘うそつけ、ちょっと笑ってない!?」

　葉月は、湊が苦しみつつも楽しんでいることをわかっているようだ。

　ぎゅうぎゅうと、葉月がさらに太ももで首を絞めてきて、湊は顔でもその柔らかさを味わっている。

　この前、パンツを見せてもらっただけでは終わらず。

　今日はスパッツを脱がさせてもらい、しかも天国のような太もも地獄を味わわせてもらっている。

　葉月との遊びは、楽しさが加速しすぎている──
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　さらに何事もなく、数日が経過した。

　相変わらず、湊と葉月はお互いの家を行き来して遊んでいる。

　葉月は、レジェンディスを遊ぶ湊を後ろから煽あおったり、例のドラマの鑑賞中にうっかりネタバレを口にしそうになったり。

　ただ、パンツを見せてもらったり、スパッツを脱がしたりとその手の〝遊び〟は毎日というわけではない。

　湊も、無理に要求しようとはしない。

　葉月のほうは、たまにちらちらと意味ありげな視線を向けてきているが──

　もしかすると、そっちの〝遊び〟もやりたいのかもしれない。

　とはいえ、湊はあまりがっついて葉月に嫌がられるのも避けたかった。

　そんな感じで、葉月との付き合いは続いている。

「ふーむ、なるほど、こういう立ち回りもアリか……」

　昼休み──湊みなとは、廊下の窓際に立ち、スマホを眺めていた。

　観ているのは、レジェンディスのプレイ動画だ。

　上級プレイヤーの動画を参考にしなければ、いつまで経たっても強くはなれない。

　そばでは、友人たちがどうでもいい雑談に興じている。

　もちろん、湊も葉は月づき以外にも友人はいて、学校では彼らと過ごすことのほうが多い。

「なに観てんだ、湊。ああ、レジェンディスとかいうＦＰＳか。そのゲーム、ウチの妹もめっちゃハマってるわ」

「へぇ、女子プレイヤーもけっこう多いとは聞くな」

「妹、陰キャなんだよ。まったく、ゲームばっかでさあ」

「おい、遠回しに俺も陰キャって言ってんのか」

「ははっ、俺も人のこと言えねーけど。俺らは、ああいう連中とは違うからさ」

　友人の一人が、教室の中を指差した。

　扉の近くに集まっているのは、華やかな女子のグループ。

　中心にいるのは、当然のように葉月だ。

「おまえも、葉月さんと仲良くても陽キャじゃねーもんな」

「葉月は細かいこと気にしねーってだけだよ」

　湊は苦笑いして答える。

　葉月とは友人でも、葉月のグループの連中とは友人とは言い切れない。

　夏には何度か彼女たちとも一緒に遊んだが、気が合うとは思えなかった。

　葉月と気が合うだけで奇跡なので、彼女たちと上手うまく付き合おうとまでは思わない。

「そうか？　でも、葉月さんって男の友達は少ないよな。あのグループも、女子だけでワイワイやってるみてぇだし」

「カレシとかはいるんじゃね？　さすがに、葉月さんが男おとこっ気けないってことはないだろ」

「だよなぁ。なんとなく、葉月さんは年上と付き合ってるイメージだわ」

　友人たちが、わいわいと葉月をネタに盛り上がっている。

　よくあることなので、湊は気にしない。

　葉月にカレシがいるか──湊にも断言はできないが、おそらくいない。

　いたら、毎日毎日湊の家に入いり浸びたっていないだろう。

　あの見てくれの良さで陽キャ、交友関係も広いのに、誰とも付き合っていないというのも不思議な話だ。

　かと思えば、あっさりと湊には恥ずかしい姿も見せてくれる……。

　多くのものを望まないと決めた湊でも、勘違いしそうになってしまう。

「あの……」

「…………」

　まさか、あの葉は月づきが湊みなとのことを好きだとまでは思わないが、あのチョロさ──

　葉月との家での時間で、いつ〝遊び〟が始まるか期待する気持ちまでは止められない。

「あの、あの……」

「おい、湊。呼ばれてんぞ」

「へ？」

　隣にいた友人が、トントンと肩を叩たたいてきた。

　スマホから目を上げると──

「あの、すみません、湊くん……」

「え？　あ、ああ」

　湊の前に、一人の女子生徒が立っていた。

　いや、前というには距離が少しばかり開いていたせいで気づかなかったらしい。

　ストレートの長い黒髪、色白の肌、すらりと華きや奢しやな身体つき。

　紺色のブレザーはきちんとボタンを留め、ネクタイもしっかりと結んでいる。

　スカート丈は膝より少し上くらいで、多くの女生徒よりは慎つつましい長さだ。

「せ、瀬せ里り奈なさん」

「ど、どうも、湊くん……」

　湊と同じクラスの瀬里奈瑠る伽かだった。

　正統派にして清せい楚そな美少女で、密ひそかに人気が高い。

　なぜ〝密か〟なのかというと、お嬢様っぽいせいか、〝神聖不可侵〟なイメージがある。

　そのため、男子連中でも彼女をネタに盛り上がるのは気が引けてしまうくらいだ。

「あの、湊くん。ちょっとお話、いいでしょうか？」

「あ、ああ、いいよ」

　葉月のおかげで多少は女子慣れした湊でも、瀬里奈は少し話しづらい。

　クラスメイト相手でも、丁寧な敬語で話してくる上品さのためかもしれない。

「あの、ここではなんなので……」

「そ、そうか」

　湊は、友人たちに目配せする。

　友人たちも瀬里奈には興味津々なようだが、神聖不可侵オーラのせいか、なにもツッコミを入れてこない。

　とにかく、湊はスマホをしまい、瀬里奈とともに廊下を少し歩いた。

　廊下の突き当たり、空き教室の前で立ち止まり、向き合う。

「すみません、お話し中に」

「どうでもいい話だったから、別にいいよ。それより、どうかしたのか？」

「湊くんは……葵あおいさんとお友達なんですよね？」

「アオイ？　あ、ああ、葉は月づきか」

　普段は、〝葉月〟と苗みよう字じでしか呼ばないので、一瞬わからなかった。

「正面から友達かって言われると、なんか答えにくいけど。そうだな、友達だよ。瀬せ里り奈なさんも……葉月と友達なのか？」

　そういえば、と湊みなとは思い出していた。

　葉月が一度、瀬里奈の名前を出したことがあったと。

　ただ、「瀬里奈のパンツを見てみたい」という恐ろしい一言だったことは言えないが。

「ええ、葵あおいさんとは中学が同じで」

「へぇ、そうだったのか」

　それは、湊も完全に初耳だった。

　高一のクラスは同おな中ちゆうグループで固まっていることも多いが、葉月の同中グループは瀬里奈と接点があるように見えなかった。

　もっとも、同中でもまるで関わりがないことも珍しくはない。

「あまり教室ではお話ししませんが、たまに学校帰りに遊んだりもするんです」

「ふぅん……」

　湊も、葉月の行動をすべて把握しているわけではない。

　今でも、葉月と放課後に別行動になることもたまにある。

　誰と遊んでいるのか知らなかったが──その相手が瀬里奈というのは、意外ではある。

　陽キャの女王でギャル系の葉月と、お嬢様っぽく清楚系の瀬里奈。

　見た目も性格もまるで対照的なのに、友人同士とは──

「……あの、なにかおかしいでしょうか？」

「ああっ、いやっ」

　湊が不審な目を向けてしまったらしく、瀬里奈が戸惑った顔をしている。

「まあ、なんつーか……葉月とだいぶタイプ違うし、仲が良いっていうのがちょっと意外な感じがしただけで」

　つい、すべて素直に白状してしまう湊だった。

「ふふ、そうかもしれません。ですけど、湊くんと葵さんが仲良くされてるのも少し驚きました」

「ははは、そりゃそうだ。人のことは言えねぇな」

　葉月とタイプが違う、という意味では湊も相当だ。

「あ、でも、私の場合はたまに学校帰りにお茶を飲んだりする程度ですけど……」

「なるほどな」

　葉月はスタパのコーヒー、瀬里奈は和風喫茶で抹茶でも飲んでいるイメージだ。

「葵さん、最近はよく湊くんのお話をするんですよ。ゲームが凄くお上手だとか」

「あ、あはは、上手いってほどでもねぇけど。メインはＰＣだから、あんま家庭用ゲーム機では遊ばないんだけど」

　湊みなとは答えつつ、内心で首を傾かしげていた。

　瀬せ里り奈なにゲームの話などして通じるのだろうか？

「あ、ＣＰＵはやはりＲｙｚｅｎでしょうか？　コスパを考えるとＲｙｚｅｎ一択ですが、ｉｎｔｅｌのパワーも負けてませんし、アプリとの相性を考えると充分に選択肢に入りますよね。ただ、最近はグラボの品薄は解消されましたが、値段の高こう騰とうが厳しいですよね。私も４０００番台への更新を考えていますが、現状を考えると３０００番台でも──」

「…………」

「……あっ。いえ。今のお話は忘れてください」

「そ、そうか」

　清楚な見た目から想像できない話が飛び出してきて、湊は怯ひるんでしまう。

　瀬里奈は、ずいぶんＰＣパーツに造ぞう詣けいが深いようだ。

「そうではなくて──この前、葵あおいさんが言ったことがわからなくて、ずっと悩んでいるんです。ですが、その、葵さんの他のお友達に話しかけるのは……」

「あー、それはちょっとわかる」

　湊は、瀬里奈が言いたいことを察した。

　葉は月づきが普段付き合っている友人たちは、揃そろいも揃って陽キャばかりだ。

　おとなしい瀬里奈には、話しかけづらいだろう。

　だが、スクールカーストでいえば、優等生で美少女の瀬里奈は陽キャグループに匹敵する高みにいるのだが。

「あっ、葵さんのお友達が嫌いというわけではなく！　みなさん、私にも親切ですし、ただ……」

「ノリが違うよな。俺も夏休みに散々あいつらに連れ回されて、ちょっと疲れたし」

「そうでしたよね」

「そうでした？」

　湊は、思わず首を傾げてしまう。

「え？　私が夏休みに葵さんと遊んだときに、三回くらい湊くんもいましたけど……」

「そ、そうだっけ」

　湊は、すっかりそんなことは忘れていた。

　いや、葉月グループとのお出かけは、プレッシャーばかりが強くて、湊はメンツの顔もろくに見ていなかった。

「いえ、私は目立ちませんでしたし……」

「そんなことはないと思うが」

　この美貌の瀬せ里り奈なにも気づかないとは、どこまでテンパっていたのか。

　慣れない陽キャグループにまざっていたとはいえ、情けない。

「それで……葉は月づきの友達にも言えないことっていうのは？」

「その、葵あおいさんが急に変なことを……えっと、なんといいますか……わ、私の……パ、パンツを見たいとか、私がはいているスパッツを……ぬ、脱がしてみたいとか……」

「…………」

　あの馬鹿は、清楚な友人になにを要求しているのか。湊みなとは頭を抱えそうになる。

　葉月が瀬里奈のパンツを見たいというのは本気だったらしい。

　さらにそこに、スパッツ脱がしまで加わっている。

　友達のパンツを見たい、スパッツを脱がしたい──両方とも湊が葉月に要求したことではあるが。

「葵さん、すぐに笑ってごまかしてましたけど、あの目は本気でした……葵さん、頭は大丈夫……いえ、どうかしたんでしょうか？」

「ま、まあ……俺から葉月に訊きいておくよ。ズバリそのままの意味じゃなくて、陽キャ特有の俺たちには理解できない遊びとかじゃないか？」

　いったい俺はなにを言ってるんだろう？

　ごまかしが下手にもほどがある湊だった。

　だが、瀬里奈は割と本気で葉月の脳が心配でならない顔をしている。

　確かに葉月は頭がどうかしてるんだ、とは言えない。

「そ、そうですか。ですよね。女子同士でパン──下着を見たいとか脱がしたいとか、そんな楽しそうな……いえ、恥ずかしいことをするはずないですよね」

　どうも、瀬里奈もおかしい。

　何度も本音が──どうかしてる本音らしきものが飛び出している。

「そ、それでは湊くん。お願いしても──」

「なーにをお願いすんの？」

「ほぇっ」

　急に変な声がしたかと思えば、瀬里奈のスカートがぐいっと大きくめくれ上がっていた。

　雪のように真っ白な太ももと、その付け根に黒いパンツが──

「きゃっ、きゃあっ！　な、なにをしてるんですか？」

「あはは、そっちこそなにしてんの、湊、瑠る伽か」

　ぱっ、とスカートが重力に引かれて落ちる。

　だが、湊ははっきりと瀬里奈のスカートの中を見てしまった。

「あ、葵さん……いきなりなんなんですか！」

「別にいいじゃん。ちゃんと中にはいてんでしょ？」

　瀬せ里り奈なの背後に回っていた葉は月づきが、笑いながら彼女の横に並んだ。

　葉月は、瀬里奈に対しても親しげな態度だ。

　この二人が友人同士というのは、本当らしい。

　そういえば、葉月は瀬里奈を〝瑠る伽か〟と下の名前で呼んでいる。

　ただ、そんなことよりも──

「つーか、瀬里奈さん……は、はいてなかっただろ？」

「ええっ、瑠伽、はいてないの!?」

　葉月がぎょっとして目を見開いた。

「る、瑠伽……いくらスカート長いからって、ノーパンはまずくない？　な、なにか欲求不満とか？　いつからそんなプレイしてんの？」

「密かにスリルを楽しんでるんじゃありません！」

　なかなか鋭いツッコミだった。

「ノ、ノーパ……下着ははいてます！　はいてなかったというのは……下着の上になにも、という意味ですよね、湊みなとくん？」

「あ、ああ」

　湊は、自分が失言したことに気づいてうろたえてしまう。

　瀬里奈は、見せパン的なものははいてなかったように見えた。

「わ、私がはいているのは、し、下着に見えたかもしれませんが、違います。その……」

「ん？」

　葉月が、言いよどんだ瀬里奈に顔を寄せていく。

　瀬里奈は顔を赤くして、葉月に耳打ちした。

「へ？　よく聞こえな──えっ、ブルマ!?　瑠伽、ブルマはいてんの!?」

「あ、葵あおいさんっ！　こ、声が大きいです！」

　瀬里奈はさらに顔を真っ赤にして、湊のほうをチラ見してきた。

「あー、ごめん、ごめん。ちょっとびっくりしすぎちゃって」

「い、いいですけど……そ、そういうことです、湊くん」

「ブルマ……」

　湊はつぶやいてから、気づく。

　実物は知らないが、ネットで見たことはある。

　昔、学校で体育のときに女子がはいていた運動着。

　黒か濃紺で、形はパンツそのもので、太ももは剥むき出しの恥ずかしいシロモノだ。

　昔はあんなものをはいて校内をウロウロしていたなど、正気を疑う。

「ブルマって……やっぱ瑠伽、変わった趣味してんね」

「べ、別に性癖の問題ではないです……」

　瀬せ里り奈なは顔を赤くして、ふるふると首を横に振る。

「ス、スパッツとかショートパンツはしっくり来なくて……新品を手に入れたんです」

「よく売ってたね、そんなもん」

　まったく、葉は月づきの言うとおりだ。

　湊みなとも、もはや前世紀の遺物かと思い込んでいた。

「今でもごく一部で使っている学校があるみたいですよ。まだ生産していたので、探せば新品も買えないことはないんです」

「まあ、スパッツとかショーパンってちょっと邪魔くさいもんね」

　家に帰ったらすぐにスパッツを脱ぐ葉月も、納得したようだ。

「これがしっくり来るんですが……でも、葵あおいさん！　人様に見せるものではないんです！」

「ほぼパンツだよね、ブルマ。湊、パンツ好きだから大喜びだよ」

「だ、男子を喜ばせるためにはいてるんじゃありません」

　瀬里奈はまだ顔を赤くしたまま、湊をまたチラッと見てきた。

　ブルマを目撃してしまって、悪いことをしたかもしれない。

　女子のスパッツを見てしまうことはたまにあるが、ブルマとなると話が違うのだろう。

「い、いや……すまん、瀬里奈さん。つい、しっかり見ちまった」

「湊くんは悪くありません……いえ、もういいです。葵さんのやることにももう慣れましたし……」

「じゃ、もっかいめくっとく？」

「遠慮します」

　じろり、と葉月を睨む瀬里奈。

　今のやり取りで得をしたのは、湊だけだろう。

　ブルマだろうと、美少女の瀬里奈のスカート内部を見られるなど、ラッキーすぎる。

「あはは、怒んないで。んー、瑠る伽かは可愛かわいいな。ちゅっ♡」

「あ、葵さん……！」

　葉月は瀬里奈の肩を掴むと、ちゅっと頬ほおにキスした。

　タイプが違う美少女二人が戯たわむれている──和むとともに妙にエロい画だった。

「それで、なんの話をしてたの、二人で？」

「…………？」

　一瞬、葉月が鋭い目で湊を睨にらんできた。

　本当に一瞬すぎたが、殺気めいたものまで感じるほどだった。

　まさか嫉妬──

　と、湊は一度そう思ってすぐに否定する。

　別に湊は葉月とは友人なだけで、付き合っているわけではない。

「い、いえ。最近特に葵あおいさんと湊みなとくんが仲が良いみたいですね、と」

「うんうん、それだけだぞ、葉は月づき」

　瀬せ里り奈なが葉月の頭の中身を疑っていた、とは言えない。

「ふーん……じゃあさ」

　葉月は、ぐいっと瀬里奈の首を抱え込み。

　同時に、湊の首も抱え込んで引き寄せてきた。

　葉月の豊かな胸のふくらみが湊の腕に当たっている。

「今日は、あたしとあんたら二人で遊ぼうよ。友達の友達は友達ってことで、湊と瑠る伽かにも仲良くなってもらいます！」







　十二階でエレベーターを降り、廊下を少し進む。

「どぞー、今日も誰もいないから遠慮なく」

「お、お邪魔します」

「ちわーす」

　葉月がドアを開け、瀬里奈と湊が続いて中に入る。

　本当に瀬里奈とも一緒に遊ぶことになるとは──湊は意外な展開に、まだ戸惑っている。

「葵さんのお家、初めてです。いいご自宅ですね」

「普通じゃない？　高級タワマンってほどでもないし。ねえ」

「いや、いい家だろ。最上階だしな」

　葉月に訊かれて、湊は素っ気なく答える。

　マンション内カーストなどどうでもいいが、最上階の住人に特別感があるのは事実だ。

　お値段も、十階の湊家よりそれなりにお高いはずだ。

「ま、いいや。あたしが買ったわけでもないし。二人とも、あたしの部屋でいいよね。ウチのリビング、殺風景でさあ」

　葉月がけらけら笑いながら、リビングのドアを開けた。

　白いカーペットに同じく白のソファ、黒のテーブル、大型の液晶ＴＶ。

　置いてあるものはごく普通だが、モノトーンでまとめているせいもあって、シンプルな印象のリビングだ。

「ウチの母、意識高くて。ゴチャゴチャした生活感のある部屋がイヤとか。めんどくさっ」

「いえ、清潔感もあっていいお部屋だと思います」

「はは、瑠伽ん家ちこそすげーんでしょ？　武家屋敷みたいな家だって聞いたよ」

「古い平屋というだけですよ。今時、珍しいですよね」

　瀬里奈は苦笑して言った。

　どうやら、大和撫なでし子こな瀬せ里り奈なの見た目を裏切らず、彼女の家も和風らしい。

　湊みなとは、一度見てみたくはあったが──

　葉は月づき以外の女子のお宅を訪問することはありえないだろう。

　ちなみに、湊は今日、葉月家に初めての訪問という設定だ。

　うっかり、葉月に訊かず、迷わずトイレに行ったりしないように気をつけなければ。

　ついでに付け加えると、湊家がこの二つ下のフロアにあることも秘密になっている。

　瀬里奈が校内で言いふらすとはまったく思わないが、誤解を避けたほうがいい。

　その点、湊も葉月も常識をわきまえている。

　恋人でもない男女が、毎日お互いの家に入り浸っていることは非常識だが。

　葉月に案内されて、彼女の部屋に入る。

「あ、モモ、こっちにいたんだ」

　ウサギのぬいぐるみたちに囲まれて、ブラウンの毛色のスコティッシュフォールドが座っている。

　主人である葉月が声をかけても、微動だにしない。

　起きているようだが、葉月にも客たちにも特に興味はないようだ。

　ぬいぐるみに埋もれていて姿が見えにくい。

　湊は、軽く感動する。こんなにモモに近づいたのは初めてかもしれない。

　実はモモはもしかして男嫌いなのでは、と疑っていた。

　今日は女子が一人多いので、モモの警戒心が薄れているのだろうか。

「愛想のない猫だけど、代わりに引ひっ掻かいたりもしないから気にしないで。あ、飲み物取ってこよっと。ほほほ、お紅茶でいいかしら」

「あ、おかまいなく」

「湊はカレーでいいよね？」

「カレーは飲み物!?」

「はっはっは、んじゃ少々お待ちを～」

　ふざけて言い、葉月は部屋から出て行った。

　湊は、瀬里奈と狭い部屋で二人きりにされて──少々居心地が悪くなる。

　ほとんど話したこともないクラスメイトで、しかも並外れた美少女。

　彼女と一対一で落ち着いていられるほど、場慣れしていない。

「なんだか、葵あおいさん、今日は機嫌が悪いですね」

「え？　あれ、機嫌悪いのか？」

「ええ、なんとなくですが……そんな気がします」

「うーん……」

　湊から見れば、むしろ普段よりご機嫌なようにも思える。

　ただ、付き合いの長さで言えば、同おな中ちゆうの瀬せ里り奈なのほうがずっと上。

　瀬里奈の感覚のほうが正しい可能性が高いが──

「機嫌が悪いのに、人を自分ちに連れてくるかな？」

「用があればそうするのでは？」

「ただ遊びたいだけだろ。別に用があるわけじゃないだろう」

「私の気のせいでしょうか……」

　瀬里奈が、くいっと小首を傾かしげている。

　狙っているわけではないだろうが、あざとく可愛い仕草だった。

　それに、二人で囲んでいるテーブルが小さいので、瀬里奈との距離がかなり近い。

　彼女の黒髪から、ふんわりと甘酸っぱい、いい香りが漂ってくる。

「でもここ、葵あおいさんらしい可愛いお部屋ですね」

「あー……意外に片付いてるしな」

　湊みなとも初めて来たときは、もっと雑然とした部屋を想像していたので驚いた。

　ぬいぐるみなど可愛いグッズがたくさんあるのも意外ではあった。

「そういや、瀬里奈さんがここ初めてなのも意外だったよ」

「私は、葵さんがあまり家に人を招かないタイプなのかと思ってました」

「え？　そんなことは……」

　湊があまり葉は月づき家けに来ないのは、女性だけの家に遠慮しているからだ。

　むしろ葉月はいつでもウェルカムという感じだ。

「同じ中学の方たちでも、葵さんのご自宅に行った話はあまり聞きません」

「へぇ……あんなにあけっぴろげに見えるのにな」

　いろんな意味で葉月は開放的なタイプだ。

　湊に対しては特にそうで、スカートの中まで見せてしまうくらい。

「あ、いえ、私は中学時代はお友達が少なくて。葵さんのこともそれほど知らなかったので、本当のところはわかりません」

「それも意外だな」

　葉月はあれほど目立つタイプなのだから、同級生なら嫌でも知ることになりそうなのに。

　それとも、葉月は中学時代はそこまで目立たなかったのか？

　葉月は中学時代から陽キャグループだったらしいので、それもありえないが。

　気になるが、瀬里奈とは今日が初対面のようなものなので、しつこく訊きづらい。

「そういえば、前に葉月さんから聞いたことがあります。同じマンションに同じ高校の方がいらっしゃるって」

「あ、ああ。そうなのか？」

　間違いなく湊のことだ。

　葉は月づきのことがあってから、他にも同じ学校の生徒が住んでいないか確かめている。

　もし、湊みなとと葉月が互いの家に入り浸びたっていることがバレたらまずいからだ。

　調査の結果、他に高校生がいる家庭はいくつかあるが、湊たちと同じ高校に通っている者は一人もいなかった。

「ええ、今年の春くらい……でしょうか。同じマンションに引っ越してきた方が、高校まで同じだったと聞いた覚えがあります」

「へ、へぇ、入学に合わせて引っ越してきたのかな」

　葉月がどこまで具体的なことを話してるのか、湊はヒヤヒヤする。

　秘密というのは、思わぬところから漏れるものだ。

　湊よりはるかに交友範囲の広い葉月のほうが、情報を漏らす危険は大きい。

「……って、あれ？」

「どうかしましたか、湊くん？」

「今年の春？　春に聞いたのか、その話？」

「はい、入学してすぐの頃だった記憶がありますから」

「…………」

　なにかの間違いだろうか？

　葉月が湊に「勉強を教えてくれ」と頼み込んできたのが、七月頃。

　さらに、湊と葉月が同じマンションだと判明したのは、夏休み中だったはずだ。

　具体的な日付などはもちろん覚えていないが、少なくとも春ということはありえない。

　葉月は、初めて俺に声をかける前から、俺が同じマンションの住人だと知ってた──？

「はーい、お待ちどお！　キンキンに冷えたコーラだよ！」

「お紅茶は!?」

「い、いえ、コーラも好きですよ、私」

　瀬せ里り奈ながフォローしているが、紅茶を淹いれるのが面倒になっただけだろう。

「文句言うな、あたしが注いだコーラなんて男子なら争って奪い合うレベルだよ」

「誰が注いでもコーラはコーラだろ」

　そう言いつつ、湊はコーラのグラスを受け取る。

　葉月は、瀬里奈にもグラスを渡して、湊の隣にすとんと座った。

　別に他意はないのだろうが、湊が美少女二人に挟まれている形になっている。

　葉月には慣れているが、そこにもう一人加わっただけで緊張がハンパではない。

　しかも、瀬里奈は並外れた美少女なのだから、余計に緊張してしまう。

　もはや、葉月が湊を知った時期の齟そ齬ごなど、どうでもよくなってしまった。

「んじゃ、なにして遊ぼっか。瑠る伽かで遊んじゃう？」

「なにをするつもりですか!?」

　瀬せ里り奈なは大きな目をさらに見開いて、葉は月づきを警戒している。

「あはは、冗談。それよりさっきの話の続きだけどさ、ブルマはマニアックすぎね？　どうせなら生パンツのほうがいいよ。パンツとブルマなんて露出度はおんなじくらいだし」

「い、いえ、さすがにスカートで無防備すぎるのは……」

「普通に、黒パンツと間違われるんじゃない？」

「私、この長さならスカートがめくれることなんてありませんよ。強引に、誰かにめくられない限りは……」

「おっと、あたしに文句がありそうだね、瑠る伽かちゃん？」

「い、いえ、すみません……」

　スカートめくりの被害者がなぜか謝っている。

「でも、ロンスカでも風とかでめくれることあるし。瑠伽、『私、清せい楚そ！』みたいな顔して黒いパンツはいてるエロ女だと思われてるかもよ？」

「べ、別に清楚みたいな顔なんて……エ、エロおん──そ、そうなんですか!?」

「ちらっと見えるくらいなら、パンツとブルマの区別つかないし。可能性は高いよ？」

「ええぇ……わ、私、黒い下着なんて持ってませんよ……」

「わ、ガチで？　今時、黒のパンツくらい普通だよ。なんなら、あたしの未開封のパンツ、一着あげようか？　けっこうセクスィーなヤツだよ？」

「セ、セクシー……い、いえ、黒をはくのは勇気が……」

「いや、二人とも。俺が黙ってりゃ、長々となんのトークしてんだよ」

「あっ……！」

　湊みなとが一言ぼそりとつぶやくと、瀬里奈が驚きの声を上げた。

「葉月も瀬里奈さんも、俺の存在忘れてたな。男子の前でする話じゃねーだろ」

「男子なら大喜びの話でしょ？」

「ああ、前言撤回。葉月は俺の存在をしっかり覚えてたな」

　どうやら葉月は湊に下ネタを聞かせて遊んでいたらしい。

「葉月、おまえなあ。瀬里奈さんは、おまえとはタイプが違うんだからな？」

　瀬里奈は、堂々とパンツの話をするような女子ではない。

　今まさに真っ赤になっている瀬里奈を見れば、それははっきりしている。

「ちなみにあたしは、スパッツ嫌いだから、さっき脱衣所で脱いできた」

「なんの報告だよ……」

　さすがに今日は、葉月は自分で脱いできたようだ。

　葉月が帰宅したらすぐにスパッツを脱ぐという話が事実なのは、湊も確信している。

「……あの、ブルマって、やっぱり変でしょうか？」

「いやいや、葉月の言うことを真に受けなくていいって。そりゃ、露出度は変わらないけど、下着は隠せてるわけだし、好きにすればいいんじゃないか」

「けどさ、湊みなとは興奮してたじゃん。男を興奮させちゃダメなんじゃない？」

「あれは、おまえがいきなりスカートをめくったからだろ！　そりゃびっくりするわ！」

「じゃあ、最初から普通に見せたら興奮しないの？」

「……シナイヨ」

「こいつ、嘘うそつきです！　みんな～、ここに嘘つきがいるよ～！」

「誰だよ、みんなって！」

　ぎゃあぎゃあと、湊と葉は月づきはお互いの腕や肩を押し合う。

「ですが、ブルマはやはりやめたほうがいいですよね……エ、エロ女と思われるのも困ります……」

「そんじゃ、エロいかどうか、もっぺん湊に見せてみたら？　湊も見たいでしょ？」

「なんでだよ！」

「見たくないの？」

「そりゃ、見たいが」

「み、湊くん……？」

　ずざざっ、と瀬せ里り奈なが座ったままわずかに湊から離れる。

「あっ、ごめん。そういう意味じゃなくて……葉月、いらんことばっか言うな！」

「あたしのせいにされても。いいじゃん、ちょっと見せてみようよ、瑠る伽か。こいつも見せてって言ってるし。ブルマなら見られてもいいでしょ。いっぺん見られてるしね」

「え、ええ……ですが、見ても面白いものではないですよ？」

　瀬里奈はいきなり立ち上がり──

　さらに、すすっと長めのスカートをめくって──白い太ももがあらわになり、さらに厚ぼったいブルマが姿を見せる。

　この清楚そうな瀬里奈瑠伽が、こんなにあっさりスカートの中を見せてくるとは。

「…………」

　湊は、ごくりと唾を呑のみ込こんでしまう。

　この頭の悪い展開に驚いているが、それ以上に清楚な美少女の瀬里奈がスカートをめくっている姿のエロさがたまらない。

「ど、どうですか？　やはりエロ──いえ、変でしょうか……？」

「瑠伽、ちょっとこっち向いて」

「あ、はい」

　瀬里奈は葉月のほうを向き、湊に背中を向ける格好になる。

　いや、瀬里奈が立っていて、湊が座っているので、彼女の小ぶりな尻が顔の前にある。

　しかも──

「うっ……」

　また、湊みなとは唾を呑み込みそうになる。

　瀬せ里り奈なの可愛かわいい尻を包んでいるブルマ──それがわずかにズレていて、その下の白い布地が見えている。

　やっぱり、清楚な瀬里奈瑠る伽かのパンツは白か。

　湊は知らないが、ブルマではありがちな〝はみパン〟だった。

「つーか、瑠伽、超エロすぎ。やっぱ、ブルマは余計にエロいわ」

「そんな結論なんですか!?」

　瀬里奈は、スカートをめくっていた手をぱっと放して、座り込んでしまう。

　だが、既に湊の目には瀬里奈の白いはみパンがしっかりと焼きついていた。

「で、でも……」

「ん？」

「ちょっと、ドキドキして……た、楽しいです。ブ、ブルマくらいならいくら見せてもエロ……変じゃないですよね」

「そ、それはどうだろうか……」

　湊は、瀬里奈の衝撃発言に驚かされる。

　ブルマ姿はいくらでも見たいが、まさかこの清楚な美少女がむしろ見せたい、ようなことを言い出すとは。

「うーん、ブルマ姿がエロくなくても、見せたがる瑠伽はエロすぎるんじゃない？」

「み、見せたがっているわけでは！　ちょ、ちょっと興奮するだけです！」

「…………」

　葉は月づきはそれをエロいと言っているのでは。

　湊はすぐにそう思ったが、さすがにツッコミは入れられない。

「あたしも、瑠伽に露出好きの性癖あんの初めて知ったわ……いいね」

「いいんですか!?　いえ、性癖とかじゃありませんけど！」

　さっきから、瀬里奈のツッコミが激しい。

　湊は、瀬里奈はおとなしくて大声を出すタイプではないとも思っていた。

　わずか数時間で、瀬里奈のイメージがだいぶ変わった気がする。

　だが、そのイメージの変化は、決して悪いものではない。

　湊は、葉月と友人になってから自分の周りが大きく変わり出したと感じている。

　今日、瀬里奈の別の顔を見たことで、さらに変化が激しくなるような──そんな予感がしてならなかった。







[image: ４　女友達はお願いされたら断らない]

　瀬せ里り奈な瑠る伽かは、本物のお嬢様で、門限があるらしい。

　いや、門限のある女子は珍しくないが、六時がリミットと割と早めだった。

「すみません、湊みなとくん。わざわざ送っていただいて……」

「いや、全然かまわない。日が落ちるのも早くなったしな」

　夏が終わり、秋も深まりつつある時期。

　まだそこまで暗くはないが、女子なら警戒するべきだろう。

　湊は、瀬里奈と二人で並んで道を歩いている。

　葉は月づきと同じマンションの住人だというのは、まだ隠しておくつもりだ。

　湊の帰路は二つ下のフロアに下りるだけだが、わざわざマンションの外に出て、瀬里奈を家まで送っている。

　瀬里奈は完全に信用できると思っているが、念のためだ。

「本当に、いろいろとすみません……私が湊くんに声をかけたのがきっかけですよね」

「別に、瀬里奈さんが謝ることでもないだろ」

　確かに、いろいろなことがありすぎたし、瀬里奈の行動がきっかけではあった。

　だが、湊にしてみれば謝ってもらうどころか、こっちがお礼を言いたいくらいだった。

　二度も瀬里奈のスカート内を見せてもらい、しかもはみ出した白いパンツまで。

　これで謝罪されたら、バチが当たりそうだ。

「あの、葵あおいさんが言ってたことは本当に誤解ですからね……？」

「わ、わかってるって」

　湊も、いくらなんでも瀬里奈が露出好きだとは思っていない。

　恥ずかしそうに顔を真っ赤にしていたところを見れば、そんな誤解はしない。

「で、でも……」

「ん？」

「今日は楽しかったです……私、あまりお友達と遊ぶことはないので」

「え？　そうなのか？」

　瀬里奈はおとなしいが、別にぼっちでも陰キャでもない。

　クラスでも陽キャ陰キャを問わずに友達が多くいるイメージだ。

「ウチのクラスもみなさん良い人ばかりですけど、私みたいな地味な人間は気き後おくれしてしまうといいますか……」

「…………」

　アイドル以上の美貌を持つ清純派美少女が地味であるわけがない。

　だが、わざわざ自覚を促すことでもないだろう。

「俺も楽しかった。瀬せ里り奈なさんとちゃんと話したの初めてだけど、また話したいな」

「も、もちろんです。こちらからお願いします」

　瀬里奈は立ち止まって、ぺこぺこと頭を下げてきた。

　このおとなしい少女に頭を下げさせると、悪いことをしている気がしてならない。

「え、えーと……瀬里奈さんの家、こっちでいいのか？」

「あ、はい。あそこの公園を横切ると少し近道になります。暗くなると人ひと気けがないので、夜は通らないようにしてるんですが」

　瀬里奈が指差したのは、割と大きめの公園だった。

　緑が豊かな自然公園で、確かに暗くなると女子一人では歩きにくそうだ。

「まだ真っ暗でもないし、一応俺もいるし、そっち通るか」

「ええ、この公園、静かで好きなので」

　瀬里奈も頷いたので、二人は公園へと入っていった。

　彼女によると、公園を抜けると瀬里奈の家はすぐらしい。

「割と葉は月づきの家から近い──って、当たり前か。同じ中学なんだもんな」

「ええ、近道しなくてもそんなに遠くありません」

　つまり、湊みなとの家からも近いということだ。

　いつでも、瀬里奈ともお互いの家に行き来できてしまう──

　湊は身のほどをわきまえたはずだったのに、瀬里奈との関係にも期待してしまっている自分に気づく。

「あの、湊くん。やっぱり……変ですよね？」

「は？　ああ、ブルマのことか？　まだ気にしてたのか」

　さすがに湊も、瀬里奈がなにを言いたいのか察した。

　ブルマをはくことが変というより、見せたがるほうがおかしいとは思うが。

「でしたら……私、今日をもってブルマを卒業します！」

「な、なに言ってるんだ？」

　瀬里奈は立ち止まり、ぐっと拳を握り締めた。

　公園は人気が少なく、誰にも聞かれていないのが救いだった。

「これでも私も一応女子ですので……少しはオシャレも気にします」

「それはそうだろうが……ブルマは関係なくないか？　普段は人には見られないし」

「スカートがめくれることもありえますし、万が一ということは考えられます」

「まあな……」

　瀬せ里り奈なのスカートは膝丈で、ミニスカの葉は月づきと比べればリスクは小さい。

　だが、強風が吹いたり、下から覗のぞき込こむ変質者に遭遇したりしたら、長いスカートでも中を見られる危険はある。

「今時ブルマなんて……っていうのは、そのとおりです。それに……く、黒いパンツをはいてるエッチな子だと思われるのはもっと困ります……」

「考えすぎじゃないか……？　なにをはくのも瀬里奈さんの自由だし」

　もしかすると俺と葉月にからかわれた、と思っているのか。

　湊みなとは、調子に乗って瀬里奈のスカート内を見せてもらったことが申し訳なくなってきた。

「いえ、今日をもってなんて中途半端ですね……今すぐやめます！」

「えっ？　い、今すぐ？」

「えっと……み、湊くん、見届けてもらえますか……？」

「見届けるって……」

　湊が戸惑っていると、瀬里奈は公園内の小道から外れて、樹木が並ぶ中へと入っていく。

　仕方なく、湊もついていくと──

「すみません、周りを見張っていてもらえますか？」

「あ、ああ……」

　もしや──と思っていると、瀬里奈はスカートの中に両手を入れて。
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　ぐっと一気にブルマを引きずり下ろした。

「わっ……あっ」

「お、おいおい！」

　勢いよくブルマを脱いだせいか、瀬せ里り奈なはバランスを崩してしまう。

　なんとか踏みとどまりつつも、ブルマを投げ出し──湊みなとはとっさに片手で瀬里奈の手首を掴みつつ、ブルマも空中でキャッチした。

　湊は、ブルマの生あたたかさにドキリとしてしまう。

「す、すみません、ありがとうございます、湊くん」

「けっこうドンくさいとこ、あるんだな」

「…………」

　瀬里奈は、顔を赤くしてうつむいてしまう。

　教室での瀬里奈瑠る伽かはいつも楚そ々そとして上品な立ち振る舞いをしているので、こんな油断した姿を見るとは思わなかった。

「それより……このブルマ、本当にもらっちまっていいのか？」

「差し上げるとは言ってませんけど……」

「はっ!?」

　つい、湊は馬鹿なことを口走ったと気づく。

　ブルマに欲情する性癖など持っていなかったはずなのに。

「いえ、ここで決別するために……よかったら、湊くんに差し上げます」

「そ、そうか」

　やはり、瀬里奈瑠伽は普通ではない。

　普通、脱ぎたてのブルマを人に──それもクラスの男子にプレゼントはしないだろう。

　今日はやたらとブルマまみれの日だが、最後に意外すぎるサプライズが控えていた。

　葉は月づきのスパッツはもらわなかったのに、まさかブルマを我が物にする日が来るとは。

「あ、でもちょっと待ってください！　だ、大丈夫ですよね!?」

　突然、瀬里奈が湊にくっついてきてブルマを掴つかんできた。

　彼女はなにやらブルマを確認しているようだ。

　汚れなどがないか確かめているらしい。

　そうしたい気持ちは湊にもわかるが──

「……あのさ、瀬里奈さん」

「はー……なんともないですね。どうぞ、こんなものでよければお持ちください……って、どうかしたんですか？」

「いや、その……悪い」

「悪いって……あんっ」

　湊みなとは、瀬せ里り奈なの口から出た甘い声に、またもや驚かされる。

　くっついたはずみで、湊の手が瀬里奈の制服越しに胸に触れてしまっている。

　ぷるっ、と見た目より確かな手応えが伝わってくる。

　制服と下着越しでも意外に感触がわかるものらしい。

「す、すみません！　お恥ずかしい……！」

「こ、こっちこそ……もう、今日はさっきからなにがなにやら！」

　湊と瀬里奈は、ぱっとお互いに距離を取った。

　瀬里奈のスカートの中、ブルマを見せてもらい、はみ出したパンツまで。

　しかも脱いだブルマをプレゼントされ、挙げ句の果てには胸にも触れてしまった。

　いくらなんでも、瀬里奈イベントが盛りだくさんすぎる。

「わ、私の胸なんて小さいですし……あ、葵あおいさんの胸に比べれば！」

「ここで葉は月づきと比べなくても」

「いえ、私には葵さんの大きな胸は憧れです……湊くん、見たことありますか？」

「あるわけないだろ!?」

　湊は、ぎょっとして言い返す。

　葉月のパンツを見ているのだから、ありえなくもないが──そんなことは言えない。

「で、ですよね。変なことを言ってすみません！　わ、私、今日はここまででけっこうです。ありがとうございました！」

「あ、おい、瀬里奈さん！」

　瀬里奈は、スカートを翻ひるがえして走り出してしまった。

　見事なフォームで、下手をすると湊より速いのではと思うような駿しゆん足そくだった。

「……全然ドンくさくないな」

　まだ真っ暗ではないし、あのスピードなら誰も追いつけないだろう。

　家まで送らなくても、全然大丈夫そうだ……。

「これ、瀬里奈さんがはいてたんだよな……って、変なこと考えんな、俺！」

　湊は、まだあたたかいブルマを思わず凝視してから、ぶんぶんと首を振る。

　瀬里奈はブルマと決別したのだから、湊も忘れてやるのが思いやりというものだ。

　丁重にブルマをポケットにしまい、元来た道を戻り出す。

　マンションで、葉月が待っている。







　家に戻る途中で、葉月からＬＩＮＥが届いた。




はづき［今日はウチで］




　──とのことだった。

　本日も、二人の親の帰りは夜遅くになる。

　夕食を一緒に食べようというお誘いだった。

「ういーす、戻ったぞー」

「おー、湊みなと、おっつー。あたしの部屋、行っといてー」

　葉は月づき家けの玄関は鍵が開いていて、湊が勝手に入ると奥から声がした。

　美味おいしそうな匂いが漂ってきている。

　今日は少し早いが、もう夕食らしい。

　湊が葉月の部屋に入ると、すぐに本人も入ってきた。

「はーいはい、晩メシができたよ。泣いて感謝しろ、ＪＫの手料理だよ」

「手料理……？」

　部屋のテーブルに並べられたのは、お好み焼きが二枚と、焼きそば。

「そうそう、手作りの冷凍お好み焼きと、手作りのカップ焼きそばだよ」

「手料理の概念を壊すな」

　やはり、葉月はまだ料理を始めるつもりはないようで、湊はほっとしている。

　今夜の組み合わせは、湊にもすっかりお馴な染じみのメニューだった。

　お好み焼きは、冷凍ではあるが分厚くて具が多い。

　マヨネーズと鰹かつお節ぶしがたっぷりで、濃厚なソースの香りもたまらない。

　カップ焼きそばは一・五倍の大盛りサイズで、二人でシェアするとお好み焼きのお供にちょうどいい。

「はー、お腹なか減っちゃったー。食おう、食おう」

「そうだな、冷めないうちに食うか。いただきます」

　一応、お好み焼きには包丁で切れ目を入れてある。

　葉月は料理はさっぱりでも、ちょっとした手間はかけてくれる。

「焼きそば、これ新作なんだよ。辛いけど、湊ならイケるよね」

「ああ、辛いのは大好物だ。最近はネタみたいな激辛が多くて助かる」

　二人はアツアツのお好み焼きをパクつき、焼きそばを分け合う。

　焼きそばのほうは取り分けたりせず、そのままカップから少しずつ取って食べていく。

　同じカップに箸を突っ込んで食べるのは、最初は湊も戸惑ったものだが、今はまるで気にしない。

　一方、葉月は最初からまるで気にしていなかった。

「うっ、でもこれマジで辛かれぇな。普通の人は食えるのか、こんなの」

「あはは、だよねえ。あたしには、ちょっとキツいかも。ほら、涙出てる」

「ふっ、葉は月づきはまだまだお子様舌だな」

「おおっ？　この野郎、あたしが食い尽くしてやる！」

「あっ、てめっ、そんなにいっぱい持ってくな！」

　葉月が大量の焼きそばをカップから取り、ずるずると食べ始める。

　辛味に強いのは葉月も同じなのだが、限度を越えているようで、その目が潤んでいる。

　涙目になった葉月も、やはり可愛かわいい。

「うーっ、無理しすぎたかも！　うあぁっ、辛からっ！」

「ちょっと待ってろ」

　湊みなとは立ち上がってキッチンに行き、冷蔵庫から牛乳のパックを取り出し、新しいグラスも持って部屋に戻る。

「ほら、これ飲め」

「あうーっ、さんきゅ、湊」

　葉月は、湊が注いでやった牛乳をごくごくと一息で飲み干した。

　ウーロン茶のグラスもあるが、辛さを打ち消すには牛乳のほうがいい。

「やっばかったー……湊、唇腫れてない？」

「あー……大丈夫だけど、葉月はもうやめとけ」

　湊は、残りのカップ焼きそばを全部取って、お好み焼きの上に載せてしまう。

「ちぇっ、今度はノーマルな焼きそばにしとくか……けど、さすがにこんな晩ご飯を瑠る伽かに振る舞うのはためらうよね。あいつ、ガチお嬢だから」

「そうなのか。いや、瀬せ里り奈なさんだって冷凍もカップ麺も食うだろうが」

　お嬢様だろうと、現代の高校生が冷凍食品もインスタント食品もまったく口にしないということはまずないだろう。

「まー、人様を食事に誘って冷凍物は出せないわ、いくらあたしでも」

「俺は幻でも見てんのか？　思いっきり出されてるんだが？」

「湊は客じゃねーよ、もう」

「……そりゃそうか」

　湊のほうも、葉月を半分同居人のように感じている。

　もてなそうなどと微み塵じんも思わないし、雑に扱っても気にならない。

「ふー、ごちそうさま」

「ごちそうさん」

　二人とも綺き麗れいに食べきって、葉月は後片付けをしに行った。

　湊も別に手伝わない。

　料理を振る舞ったほうが後片付けまでやる、というルールがいつの間にかできている。

　湊家で食事するほうが圧倒的に多いので、若干不公平ではあるが。

　洗い物も終えて、葉は月づきが部屋に戻ってくる。

「それで、瑠る伽かはちゃんと送ってきた？」

「ああ、公園のところまでだが」

「そういや、あのあたりだって聞いたことあるわ。なんだ、家は見てこなかったんだ？」

「女の子の家まで押しかけるのもな」

「あたしは幻でも見てんの？　思いっきりあたしん家ちにいるんだけど？」

「葉月が今日はおまえん家でって言ったんだろ」

「あはは」

　葉月は、手を叩たたいて笑っている。

「けどさあ、今日はなかなかおもろかったね」

「つーか、なんで唐突に瀬せ里り奈なさん呼んだんだよ」

「あたしのパンツに興味津々だった湊みなとなら、瑠伽のブルマにも食いつくかなって」

「最初から、ブルマがテーマだったのかよ」

　それがテーマだとしたら、湊は充分すぎるほど堪たん能のうできてしまった。

　なにしろ、湊のポケットにはその〝実物〟が納められている。

　さすがに、葉月には言えないし、今後はどこか奥深いところに隠さなければ。

「瑠伽がブルマはいてるとか面白すぎるじゃん。ちゃんと見てみたくてさー」

　湊はまさか瀬里奈がみずからスカートをめくるとは、予想だにしていなかったが、葉月の計画通りだったらしい。

「あのブルマはやべーよな……パンツ、ちらっと見えてたし」

「えっ、マジで？　あたし、気づかなかった！」

　ぐいっと葉月が身を乗り出してくる。

「え、気づいてなかったのか？　ブルマから白いのがはみ出して……いや、本当にちらっとだぞ？」

「ほー、ほー、このあたしだけでは飽き足らず、瑠伽のパンツまで見ちゃったか」

「あれは不可抗力……瀬里奈さんには言うなよ？」

「わざわざ言わないよ。まあ、バレても瑠伽はあんま気にしないだろうけど」

「気にするだろ。葉月は、瀬里奈さんをなんだと思ってるんだ？」

　清せい楚そで女の子らしい瀬里奈瑠伽なら、誰よりも気にしそうにすら思える。

「瑠伽は清楚でエロいけど、おっぱいはあまりないよね」

「な、なんだ、急に!?」

　湊はドキリとする。

　さっき、公園で瀬里奈の胸を触ったことがバレたのかと思ってしまった。

「湊がブルマに夢中になってたから。このあたしの胸をスルーとは、いい度胸じゃん」

「おまえも一緒になって見てただろ！」

　単独犯だと思われるのは、心外だった。

「胸なら勝てるから、そっちの話を持ち出してきたのかよ」

「そうそう、瑠る伽かおっぱいはあたしのと比べると全然だよ」

「いやでも、見た目より意外とボリュームが……」

「見た目より？」

「あ、いや、制服越しじゃ俺にはさっぱりわからんな！」

　既にこの手で触らせてもらえた、とは言えない。

　ブルマ確保に続き、友人相手に隠し事が二つもできてしまった。

「具体的なサイズとか、たぶん訊きいたら教えてくれるよ。今や、瑠伽も湊みなとのお友達だしね」

「友達……なのか？」

　葉は月づきと友人になれただけでも、湊のような平凡な男には過分なことだ。

　それに加えて、あの瀬せ里り奈な瑠伽まで──

「友達になったんだから、今度はブルマからはみ出してるパンツを盗み見するんじゃなくて、堂々と見せてってお願いしたら？」

「ソッコーで友情終わるわ！」

　葉月は、いきなりなにを言い出すのか。

「もうちょっと友情を育はぐくんでからじゃないとダメかな？」

「そんな目的で育んでどうすんだよ」

「ま、あたしと湊の友情にはまだまだ追いつけないね」

「……そんなもん追いつくとかいう問題でもねぇだろ」

　湊は、葉月のベッドにもたれかかって、ため息をつく。

「瀬里奈さんはなんか面白いし、仲良くはなりたいかもな」

「えっ！」

　葉月は、その大きな目をぐっと見開いている。

「な、なんだよ？　びっくりするようなことか？」

「ふーん……瑠伽と必要以上に仲良くなる気かぁ……男子は、ああいう子、好きだよね」

「な、なんか目が怖いぞ、葉月」

「べっつに。じゃあ、また瑠伽をウチに招待してあげよう。今度はブルマなんかどうでもいいから、おっぱい比べするか」

「自分が確実に勝とうとしてないか!?」

　というか、なぜ女たちの戦いが始まってるのか、湊には理解不能だ。

　ちらり、と湊は葉月の胸元を見た。

　ピンクのカーディガンの下から、大きなふくらみが激しく自己主張している。

　さっき、瀬せ里り奈なの胸に触れてしまったせいだろうか。

　どうも、胸への欲望がこみ上げてきて収まらない……。

「……おいおい、湊みなと。あんまおっぱい、ガン見しないでくれる？」

「わ、悪い……」

「もうわかってるよね？　見たいならその前に言うこと、あるでしょ？」

　葉は月づきは、ニヤニヤと意味ありげな笑みを浮かべている。

　つまり、〝要求〟しろということらしい──

「見たいなら……ほら、湊くーん？　葉月さんになにを言えばいいのかな？」

　葉月は、ニヤニヤしながらも顔を赤らめている。

　まさか──と思いつつも、湊は自分を抑えられない。

　友達に遠慮はいらない。

　湊と葉月の間ならば、頼みさえすれば普通の友人同士に存在する壁を乗り越えられる。

　ならば──




「葉月……頼む、おまえのおっぱいを見せてくれ！　生で！」




「うえぇっ!?　思ってた以上にストレートに来やがったよ、こいつ！」

　一気に葉月のニヤニヤ笑いが消え、彼女が耳まで真っ赤になる。

「ブラジャーなんて、ほら……夏に透けて見えたりするだろ？」

「それ、あたしがブラジャーを通り越して、生でおっぱい見せる理由にはまったくなってないんだけど？」

「俺が見たい理由にはなってるんだよ！」

「説得力がねぇー！」

「だから、必死にお願いしてんだよ！」

　湊は、完全に頭がおかしくなっていた。

　すぐ前にある、葉月の二つのふくらみ。

　これまでの数ヶ月、湊の部屋で、葉月の部屋で、ちらちらと数え切れないほど見てきた。

　たぶん、葉月も視線には気づいていただろう。

　どれくらい、湊が葉月のおっぱいに興味を持っているのか。

「頼む、葉月！　実はおまえのおっぱいが……ずっと見たかった！」

「すっげーこと言うな、この男……」

「…………」

「めっちゃ目ぇ見てきてるし。ひ、必死すぎんでしょ……」

　葉月は呆あきれたように首を振ると、カーディガンのボタンを外し、ネクタイも取って、白ブラウスのボタンを外し始めた。

「ちょ、ちょっとだけ。一瞬だけだからね？　あたしだって、さすがにパンツより格段に恥ずかしーんだから」

「あ、ああ」

　自分で頼み込んでおいて、意外に思わざるをえなかった。

　こんなにもあっさりと、葉は月づきが受け入れてくれるとは。

「うー、あたし、マジでなにしてんの……」

　ぶつぶつ言いつつも、葉月がボタンを外す手は止まらない。

　ブラウスの前がはだけて、黒いレースのブラジャーが現れる。

　くっきりした谷間に、大人びた下着……それだけで充分すぎるほどエロい。

「ブ、ブラまでは外さないからね……？　いいよね……？」

「ええっ？　生ブラジャーまでなのか？」

「……そんな絶望的な顔しないでよ……ああんっ、もうっ……マジで一瞬だから！　少しだけだからね！」

　葉月はヤケクソ気味に叫ぶと、黒ブラの片方のカップの部分をつまんで、ぐいっと下に引っ張った。

　ブラが壊れるのではと思ったが──湊みなとはそんなことは一瞬で気にならなくなった。

「おおっ……」

　ズレたブラジャーの下から、ピンク色の乳首が姿を現していた。

　胸の圧倒的なボリュームに比べて、乳輪のサイズはずいぶんと小さくて可愛かわいい。

　突起の部分はツヤツヤとしていて、ピンと尖とがっているようにも見えた。

「うわ……すっげ……」

「ちょ、ちょっと……そんな見ないで……あっ、こらっ、そんなに顔近づけないで！」

　湊は思わず胸に息がかかるほどに顔を寄せてしまう。

　葉月も𠮟りつけながらも、身を引こうとはしない。

「……一瞬って、もう過ぎてない？」

「も、もうちょっとだけ……」

「い、いいけど……なんなら、こっちも見てみる？」

「い、いいのかよ？　そりゃ両方見たい。両方の乳首を並べて見たい！」

「乳首言うな。まあ、片っぽ見せたなら別にさ……」

　葉月は、ブラのもう一方も引っ張り、ぷるんっと大きなふくらみが完全にあらわになる。

　ブラが下乳部分に残っているのが、余計にエロさを煽あおってくる。

「ど、どう？　けっこう自慢なんだよ。大きいし形はいいし……乳首の色も綺麗なもんでしょ？」

「エロ動画とかとは全然違うな……」

「エロ動画と比べんな！　この男はまったく……ま、これだけ見せたんだから、もう好きなだけ見なよ」

「マジか！」

　湊みなとが思わず叫び、葉は月づきはびくりとする。

　それから、ぷいっと湊から目を逸そらして──

「な、なんでここまでしてくれるんだ……？　俺が言うのもなんだけど」

「ホント、湊が言うのもなんだよね……だ、だって……」

「ん？」

　葉月は、ぐいっとみずから胸を突き出すようにして、湊に見せつけてくる。

「こ、こういう〝遊び〟、始めてからちょっと経つけどさ」

「ん？　ああ、そうだな」

　答えつつも、湊は葉月の胸から目を離せない。

　見せてくれている間は、一瞬たりともこの大きな胸と綺麗な乳首から視線を逸らせそうにない。

「誰にも……男友達の連中に、あたしとのこと話してないでしょ？」

「は？　そりゃ、当たり前だろ？」

　湊のような平凡な男が、陽キャの女王と友達なだけでも周りには不自然に思われているのに。

　この上、葉月のパンツを見せてもらっただの、スパッツを脱がしただの、そんな話をしても信じてもらえるわけがない。

　それになにより──

「ちょ、ちょっとさあ……実は怖かったんだよね」

「な、なにがだ？」

「クラスの馬鹿な男子どもが、『湊に見せたなら、俺たちにも見せろよ』みたいに迫ってくるんじゃないかって」

「はぁ!?」

「やんっ♡」

　湊が思わず身を乗り出し、葉月の胸に顔がくっつきそうになる。

「あ、あんま近づかないで……さ、触られてないのにおっぱい、むずむずしちゃう……」

「わ、悪い……でも、そんなこと誰にも話すわけないだろ」

「そ、そうなんだ……男子って馬鹿だからエロい話とか普通にするかと思ってた」

「ただのエロ話なら、そりゃするけどな。俺と葉月のことは……友達同士の秘密ってヤツじゃないのか？」

「う、うん……そうだよね」

　葉は月づきは恥ずかしそうに言って、少し笑った。

「ごめん、疑って。そうだよね、湊みなとがそんなことするわけない。湊が、あたしの恥ずかしい話、勝手に人に話すわけないよね」

「当たり前だろ」

　別に葉月との遊びを秘密にすると約束したわけではないが、そんなことは約束するまでもない。

　なにより、二人だけの大切な時間のことを、人に勝手に話すなどありえないだろう。

「友達はいっぱいいるけど、やっぱ信用できるかって大事だから。湊は──一番信用できる友達だよ」

「…………」

　そこまで言われると、湊も少し恥ずかしい。

　だが、それ以上に信用してもらえるのは嬉しかった。

「う、疑ったお詫わびに……す、少しくらいなら……触ってもいいよ」

「…………っ！」

　葉月は身体を反らすようにして、胸を突き出すようにして、その自慢のおっぱいを見せつけてくる。

　湊は頷いて、じいっとふたつの大きなふくらみと、ピンクの乳首を見つめながら──

「じ、実はさっき……瀬せ里り奈なさんを送ったときに、ちょっと胸触っちゃったんだよな」

「はぁ？」

　湊は、つい白状してしまう。

　それを隠したまま、葉月の厚意に甘えるのは不実な気がしたのだ。

「い、いや、あくまで事故で！　瀬里奈さんが触らせてくれたわけじゃなくてな！」

「瑠る伽かがやってたら、さすがにドン引きだよ。まあ、事故なら……許そう」

　葉月が許すことでもない気がするが、気にしないでくれるようだ。

「が、がっつり触ったの？　それとも揉もんじゃった？　こう、むにむにっと」

「へ、変な手つきすんな。ちょっとタッチしたって程度だ」

「ふーん……じゃあ、本気でちゃんと触るのはあたしが初めてってわけだよね？」

「そりゃそうだろ」

　湊は、女子のおっぱいに不自由しないほど恵まれていない。

「だから、もっと葉月のおっぱい、見せてくれ！　触らせてくれ！」

「……声でかっ！　つーか、湊、ガチすぎる！　もうー、そんなに真剣に頼まれたら断れないじゃん！　ちょっと早まったかなと思ったのに！」

「じゃ、じゃあ、さっそく……」

「うわぁ……や、優しくだよ？」

「わ、わかってるって……」

　湊みなとは、一度瀬せ里り奈なの胸の感触を思い出して──

　すぐにその感触を忘れることにした。

　今は、葉は月づきが触らせてくれるのだから、他の女子の胸を思い出すのは悪いだろう。

「は、葉月……」

「んっ……」

　湊は葉月の大きなふくらみに手を伸ばし──ぐっと下から持ち上げるように掴つかんだ。

　ぐっと意外なほどの重みと、予想以上のむにゅっとした柔らかさが伝わってくる。

「あんっ♡」

　そして、葉月の口からあまりにも可愛すぎる声が漏れた。

　初めて女の子の胸に直接触ってしまった上に、こんな声まで聞けてしまうとは。

　むにゅむにゅした柔らかさと、ずっしりした重み、それに感動的なほどに可愛い声。

　最初に揉んだ生のおっぱいが、葉月葵あおいのものでよかった──

　湊は感激しつつ、葉月の胸を揉みしだく手を止められそうになかった。







[image: ５　女友達のお願いは断れない]

「なんだ、湊。ここんとこ、やたらと手ぇ気にしてね？」

「……めざといな」

　放課後の教室。

　湊は友人たちとダベっているところだ。

　特に目立つわけでも、目立たないわけでもない男子たちで、気安く付き合える連中だ。

「なんだ、推しのアイドルと握手でもしてきたのかよ？」

「そんなんじゃねぇよ。別になんでもないって」

　湊は笑って、手を振る。

　もちろん、なんでもなくはない。

　事故とはいえ、瀬里奈の胸に触れてしまったのも──

　葉月の胸を心こころ行ゆくまで揉ませてもらったのも、もう三日も前だ。

　それにもかかわらず、まだ手には葉月のおっぱいのぷるぷるした柔らかさと、ずっしりした重みの感触が残っている気がする。

　初めて女子の胸を生で見ただけでなく、この手で揉ませてもらえるとは──

　すべすべしたおっぱいに直接触れ、ぐにぐにと持ち上げるようにして揉み、円を描き、その柔らかさと重みを味わって。

　あんな最高のおっぱいを揉ませてもらえるとは、夢にも思っていなかった。

　可愛い人気アイドルとの握手と、葉は月づきの胸、どちらを選ぶかと言われたら。

　湊みなとは、間違いなく葉月を選ぶだろう。

「あ、湊。まだいてよかった」

「えっ？」

　湊が思わずじっと見ていた手を、誰かがぱっと掴んできた。

　横を見ると、そこには葉月がいた。

　ミルクティー色のさらさらした髪、胸元が大きくふくらんだピンクのカーディガン、太もももあらわなミニスカート。

　今日も可愛く、飛び抜けてエロい。

「は、葉月？　なんだ、どうしたんだ？」

「今日、暇──って、どう見ても暇だね」

「ま、まあ、別に忙しくは……」

　湊は、思い浮かべていた胸の持ち主が突然現れ、動揺を隠せない。

「なにキョドってんの。あ、みなさん、この男、借りちゃっていいかな？」

　葉月はにっこり笑って、湊の友人たちに明るく訊きいてくる。

「ど、どうぞ、どうぞ。こいつでいいなら、いくらでも」

「ありがとっ」

　葉月が笑顔で礼を言うと、湊の友人たちは顔を赤らめて何度も頷いた。

　校内一の美少女に話しかけられただけで、嬉うれしいらしい。

　もちろん、湊には友人たちの気持ちがわかる。

　こんな高ランクの美少女と会話をするだけで、下手をすれば高校時代の最高の思い出になりかねない。

　本来、湊も友人たちと同じく、それくらい女子とは──特に陽キャ女子とは縁遠い位置にいたのだから。

　まさか、友人たちは自分と同ランクの湊が、陽キャ美少女の葉月のパンツを見たり、生のおっぱいを触っているとは夢にも思わないだろう。

　湊に優越感がなくはないが、友人たちに自慢する気はない。

　葉月との秘め事は、友人同士の秘密──なのだ。

　秘密を守るからこそ、葉月は湊を信頼し、ヤりたいことをヤらせてくれる。

「で、どこ行くんだよ？」

　廊下を進み、階段を下りながら湊みなとは尋ねる。

「え？　あたしも知らないよ？」

「おまえが知らなきゃ、誰も知らないだろ！」

「ああ、言ってなかったっけ？　今日の主役は瑠る伽かだよ」

「え、瀬せ里り奈なさん？」

　湊は、元々は瀬里奈とは挨拶をする程度の関係だった。

　瀬里奈が礼儀正しいので、特に親しくもない男子にも挨拶してくるというだけだが。

　この三日は、挨拶に加えて二言三言、世間話くらいはしている。

　ブルマや胸タッチの件については、お互いに触れないようにしているが。

「瀬里奈さんに呼ばれてんのか？　だったら、なんで葉は月づきが？」

「この前、湊が男子と話してるところを邪魔しちゃったから、何度も邪魔するのは悪いってもじもじしてたんだよね」

「控えめだなあ……」

　邪魔をされて困るほどの話は微み塵じんもしていないので、逆に申し訳なくらいだ。

「瑠伽がどっか行きたいんだって。女子だけだと行きづらいとか」

「なんだ、それ？　牛丼屋とか？」

「牛丼屋だったら、あたしだけでも連れて行けるっつーの」

「そりゃそうか」

　この女友達は牛丼屋でもラーメン屋でもソロで行けるらしい。

　もっとも、湊がお供を命じられることも多い。

　二人が校門を出て少し歩くと、瀬里奈が歩道で待っていた。

「あ、湊くん、すみません、お呼びして。葵あおいさんもありがとうございます」

「いいけど、瑠伽。こんなところで待ってたら、目立っちゃうでしょ」

「あ、変なところありますか？　なんだかジロジロ見られてたんですけど……」

　そりゃこんな美少女が一人で突っ立ってたら見るだろ、特に男子なら。

　と湊は思ったが、口には出さない。

　この無自覚無防備キャラがいいのだから、矯きよう正せいしないほうがいいだろう。

　とりあえず、三人で歩き出し、駅から電車に乗って一〇分ほど──

「え？　ここなのか？」

「は、はい。自分だけでは入りにくくて……」

「まあ、そうかもしれねぇけど……意外だな」

　駅から三分ほど歩き、湊たちが到着したのはＰＣショップだった。

　メーカー製のＰＣやタブレットなども売っているが、メインはＰＣパーツだ。

　ＣＰＵやマザーボード、メモリ、ストレージ、グラフィックボード、などなど興味のない人にはまったく意味不明な店だ。

「そういや、この前ＰＣの話してたけど、あれマジだったんか」

「は、はい。メーカー製のＰＣだと、どうしても自分のほしいスペックのものが手に入らなくて。実物のパーツを見ながら選びたいんです」

「俺も詳しくはねぇんだけど、いいのか？」

　湊みなとが使っているのは、大手ＰＣショップ製のゲーミングノートＰＣだ。

　自分でパーツを選んで組む、いわゆる自作ＰＣにも挑戦したいが、ゲーム用のデスクトップだとそこそこのサイズになってしまう。

　部屋が狭くて置き場所に困るので、今はやむなくノートタイプを使っている。

「大丈夫です、必要なものはメモってきましたので」

「そうか、なら入ってみるか……って、葉は月づき。きょとんとしない」

「あ、ああ。さすがのあたしも、ちょっと予想外すぎて。こんなお店、あるんだね」

　興味がない人間だと、たとえ店の真ん前を通っても記憶に留まらないだろう。

「ほら、湊。あんたが先に入らないと、瑠る伽かが入れないでしょ。ゴーゴー」

「はいはい。手でも引いたほうがいいか？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　瀬せ里り奈なは当然のように、湊の手を取った。

　むろん冗談だったが、瀬里奈は手を取ってエスコートされても気にしないらしい。

　振り払うわけにもいかず、湊は瀬里奈の手を引いて店内に入る。

　俺たち、ＰＣショップには一番似つかわしくない〝カップル〟に見えるのでは？

　湊は、冷や汗をかきそうだった。

　女の子のほうはとんでもない美少女で、しかも同レベルの美少女がもう一人いる。

　わけのわからない集団だった。

　いや──と、湊は気を取り直す。

　友人三人で遊びに行く──珍しくもなんともない。

　ちょっと女子率が高いだけで、特におかしなところはない。そのはずだ。

「うわぁ、こんなにいっぱいパーツが！　宝の山ですね！」

「……瀬里奈さん、学校と印象が違うな」

「あたしも、こんな元気いっぱいの瑠伽、初めて見た」

　パーツが並ぶ棚の前で、目を輝かせる黒髪で清せい楚そな美少女。

　その背後で、湊は葉月とヒソヒソ話している。

「あの、湊くんもＰＣでゲーム遊ぶんですよね？　自分がＦＰＳやるなら、どのパーツを選びます？」

「えっ、あー……ゲーム遊ぶなら、まずグラボだよな。ああ、けっこう入荷してんじゃん。どれも値段すげーけど」

「これでもほぼ定価ですよ。廉価版からハイグレードまで揃そろってて、ラッキーですね」

「安くて数万、高いのだと二〇万とか……この値段だとポンポン買えるもんでもねぇな。３０００番台がベターだろうけど、やっぱゴツいな。３スロットも占拠すんのか」

　ノートＰＣはパーツの交換が難しく、湊みなとはあまりパーツショップには用がない。

　だが、デスクトップに憧れていていろいろ調べているので、多少の知識はある。

　グラボとは〝グラフィックボード〟の略で、簡単に言うと映像をモニターに出力するためのパーツだ。

　ゲームを遊ぶ上では重要なパーツで、この性能次第でゲームの勝敗すら変わってくる。

「大きいですよね。４０００番台は、もう鈍器みたいな重さですし」

「ケースもフルタワーじゃないと収まらねぇな」

「ですが、この大きいのがロマンあっていいです。簡易水冷なんかもいいですね。ＣＰＵの水冷化は多いですけど、グラボも簡易水冷アリだと思ってます」

「でもさ、内部がかさばるだけで、結局空冷でもあまり変わらんって言わないか？」

「本格水冷なら見た目にロマンあるんですけどね。オープンフレームでパイプを這はわせて、綺麗なピンクの冷却水とかテンション上がりそうです」

「見た目のロマンか、実用性かってジレンマはあるな。まあ、七色に光るファンとか、ゲーミングＰＣは見た目も重要──って、おい。なんだ、葉は月づき、すげー顔してんな」

　葉月は、漫画のように目がぐるぐるしていて、可愛かわいい顔が台無しになるぽかんとした表情になっていた。

「あ、ああ、なんか湊と瑠る伽かが宇宙の言語で話してっから」

「日本語だよ。でも、そうか……」

「葵あおいさんには、やっぱり退屈だったでしょうか……？」

　湊と瀬せ里り奈なは顔を見合わせて、しょんぼりしてしまう。

　つい、友人を置き去りにして二人だけで盛り上がるとは。

「ああっ、気にしなくていいって！　瑠伽の変なトコ──じゃない、新たな一面に感心してるトコだから」

「はぁ……そんなに褒められるとは思いませんでした」

　葉月は褒めているどころか、口を滑らせているが瀬里奈は気づかなかったようだ。

　ただ、この店では葉月がなにも楽しめない。

　湊は、瀬里奈の意外な一面をずっと見ていたいが、葉月が機嫌を損ねるのも怖い。

　瀬里奈を楽しませつつ、早めに引き上げたほうがよさそうだ。







「ふわぁ……やっと念願叶かなって、満足です♡」

　瀬せ里り奈なは、ＰＣショップの紙袋を抱えて満面の笑みを浮かべている。

　グラフィックボードを一枚、買ってきたのだ。

　安いノートＰＣが一台買えるほどのお値段だったが、瀬里奈はあまり気にならなかったらしい。

　お屋敷に住んでいるという話どおり、かなりのお嬢様のようだ。

「ねえねえ、湊みなと、パソコンってお金かかるんだね。部品一つで、あんなバカ高いなんて。あたしが買おうか迷ってるお高いスカートが十着買える値段だったよ」

「同じパーツでもっと安いのもいくらでもあるぞ。まあ、安いなりの性能だから、買えるなら高いもの買ったほうがお得だけどな」

「ふーん」

　葉は月づきは、あまり興味なさげだが、値段には驚いたらしい。

　買い物が終わって。

　三人は、またもや葉月の自宅を訪れていた。

　ファミレスかカフェ、カラオケボックスなども候補に挙がったが、葉月がどうせなら家でくつろごうと言い出したのだ。

　どうやら、葉月は慣れない店で疲れたらしい。

　湊も瀬里奈も、異論はなかった。

　三人で、葉月の自室に腰を落ち着ける。

「おっと、お茶を淹いれるのを忘れてた。おほほ、おかまいもしませんで」

「だから、そのキャラはなんなんだよ、葉月」

「あっ、葵あおいさん。今日は私がご用意します。さっき買った紅茶がありますから」

「なんか買い物してんなと思ったら、そういうこと。あたし、葉っぱから紅茶なんて淹れたことないなあ」

「できれば、ポットのお湯ではなくて、沸かしたてのお湯で淹れたいのですが」

「ケトルがあったような……ちょっと探してこようか」

「私も行きます」

　と、女性陣は二人して葉月の自室から出て行った。

　今日も猫のモモがぬいぐるみに埋もれているようだが、相変わらず人間どもに感心はなさそうだ。

　ちょっと近づいて撫なでてみようか──などと企たくらんでいたら。

「こらこら、コソコソ近づいたら余計に嫌がるよ、モモは」

「……ちっ」

　葉は月づきだけが戻ってきて、湊みなとをたしなめる。

「やー、葉月家始まって以来、葉っぱで紅茶を淹れることになりそう」

「んな大げさな。瀬せ里り奈なさんは？」

「お湯沸かしてるよ。紅茶なんてティーバッグかペットボトルしか飲んだことないから、楽しみー」

　どさっ、と葉月は湊と並んで座る。

「瑠る伽かって、なにするにも真剣だかんねー」

「今日も真剣にパーツ選んでたな。俺たちがいなかったら、閉店まで悩みそうだった」

「あはは、マジでそう。でも、あのお店はワケわかんねー。瑠伽って、キーボードカチャカチャターン！　ってハッキングとかしてんのかな」

「どんなイメージだよ。でも、ずいぶんグラボにこだわってたな」

「そのぐらぼ？　ってヤツ、高いのを買ったらなんか良いことあんの？」

「ゲームがヌルヌル動いたり、あとは写真加工とか動画編集も快適になるな」

「ぬるぬる？　よくわからんけど、動画をイジれんのは良いね。あたしも、動画いっぱい撮ってるけど、無駄に長かったり余計なモン映ってたりするから編集したいんだよね。そうか、湊にやってもらえばいいのか」

「葉月の動画、量がエグそうだな……」

　湊も簡単な編集くらいはできるが、葉月のような陽キャはどれだけ動画をスマホに貯ため込んでいることか。

「でも、瀬里奈さんがＳＮＳとか動画サイトにアップしてるのって想像つかねぇな」

「そう？　瑠伽だってＪＫなんだから、ＳＮＳやってたって不思議はないっしょ。瑠伽、頭良いからサクっとバズらせそう」

「頭良いからって、今時バズらせるのは簡単じゃ──って、そういえば」

「なに？」

「瀬里奈さんって頭いいんだろ？」

「成績はトップクラスだね」

「だよな」

　同じクラスにいれば、頭の良よし悪あしはある程度は予想がつく。

　湊は、瀬里奈が授業中に指名されてすらすらと正解しているところを何度も見ている。

　瀬里奈瑠伽は、せいぜい中の上の湊よりはるかにデキのいい優等生なのだ。

「夏休み前の追試、俺じゃなくて、瀬里奈さんに教わればよかったんじゃないか？」

　湊がそう言うと、葉月は苦笑した。

「瑠伽は人に教えるのはまったく向いてないよ。答えが間違ってても、『方向性は合ってます』とか『字が綺麗なのでプラス１点です』とか甘やかしてきそうだもん」

「……ありえるな」

　瀬せ里り奈なが葉は月づきを厳しく𠮟りつけているところは、想像すらできない。

「つーかさ、あのときあたしがあんたに教えてってお願いしなかったら……」

「ん？」

　葉月が、じろじろと目を細めて湊みなとを睨にらんできている。

「なんでもねーよ！」

「どうしてキレてんだよ!?」

「なんでもないって。まあ、瑠る伽かは頭良すぎだからね。あんたくらいに教わるのが、ちょうどよかったんだよ」

「そーっすか。ほどよく勉強できる程度で悪かったな」

　実際、そのとおりかもしれない。

　葉月が勉強が苦手なのは確かで、レベルの違いすぎる相手には訊きづらいだろう。

「なに、すねてんの、湊？　もうー、冗談だってば。ああ、お湯沸かすところからやってるから、瑠伽もうちょっと時間かかるよね……」

「……え？　お、おい、今ここで？」

　葉月は、今日は歩き回って暑いのかピンクのカーディガンは脱いでいる。

　白いブラウスのボタンがいくつか外されていて、谷間がやや覗のぞいてしまっている。

「なーにが、〝今ここで？〟だよ。湊、ずーっとあたしのおっぱい、物欲しそうな顔でガン見してんじゃん」

「も、物欲しそうな顔なんて……してるか」

「してるね。素直に認めたのは、大変よろしい」

　葉月は、ずいっと湊に近づいてきて。

　あぐらをかいている湊の膝に、なかば乗っかるような体勢になる。

「ついでに、もっと素直にお願いしてくれば……別にいいよ？」

「で、でも今は……なにかの弾みで、瀬里奈さん、戻ってくるかもしれねぇし」

「とか言いつつ、胸元に手ぇ入れてんじゃん、この野郎」

　そのとおり、湊は葉月のはだけた胸元に手を突っ込んで。

　ブラジャーの上から、ぐにぐにと胸を揉もんでいる。

　この前の生なま乳ちちほどではないが、柔らかさと重みがしっかりと伝わってくる。

「……ちょっと、ちょっとだけ揉ませてくれ」

「あんっ、もうっ♡　瀬里奈さんが戻ってくるかもしれないし、っていうのはどうなったん？」

「それは……だからこそ、興奮するみたいな……？」

「そこだよね。あたしたち、ひょっとして……変態？」

　どうやら葉は月づきも、瀬せ里り奈ながすぐ近くにいて、いつ戻ってくるかわからない状況に興奮しているらしい。

　見られて喜ぶ趣味はないが、スリルが欲望を加速させている。

「で、でもさ、ガチでちょっとだけだかんね？　やんっ、こらっ、いきなり激しっ……」

「いやあ、女子二人と買い物して、ちょっと興奮してるのかも」

「そ、そんなことで興奮すんの？　変態じゃん。やんっ、もうっ……こら、ブラが壊れちゃうから……んっ……こ、これでいい？」

「うおっ……」

　葉月がブラウスをさらにはだけ、ブラジャーのホックもパチンと外した。

「おい、自分からブラ外すとか、今日はずいぶんサービスしてくれるなあ」

「うっさい。湊みなと、この前さあ、力一杯揉んでたじゃん？」

「そ、そうだったか？　けっこう優しく……遠慮してたつもりだったが」

「おっぱいもげそうなくらい揉みまくってたよ、記憶改かい竄ざんすんな」

「…………」

　別に湊はトボけているわけではないが、葉月の言うとおりだろう。

　遠慮気味に揉んでいたつもりが、実はかなりがっついていたのかもしれない。

「この前みたいにガツガツ来られて、ブラジャー壊されても困るからね……んっ、ブラって高いんだよ」

　葉月は湊を睨みつつ、完全にブラジャーを取って、床に放った。

　ブラを外した勢いで、ぷるんと胸が揺れて──ピンクの乳首まであらわになっている。

「こら、揉んでもいいけど……み、見るのはダメ。べ、別に見なくても揉めるでしょ」

「まあなあ……」

「つーか、ガチで揉んでるし……やんっ」

　やはり、生で揉むおっぱいの感触は素晴らしすぎる。

　湊は最高の柔らかさを味わいつつ、手をさらに激しく動かして──

「ば、馬鹿。強く揉みすぎだって。もうっ、すぐそこに、瑠る伽かいんのに……」

「少しだけ、もう少し揉んだら、すぐやめるから」

「あ、当たり前……んっ……！　もー、あたしの胸、好きすぎ……！」

　葉月は顔を真っ赤にして言いながら、身体を密着させてくる。

「なんか、葉月のほうもけっこう興奮してねぇ？」

「あ、あたしはお願いされたから揉ませてるだけで……この前だって揉んだのに、本気すぎぃ……♡」

「そりゃ、他に揉めるおっぱいもねぇしな」

「ふ、ふうん……瑠伽のおっぱい、狙ってるってわけ？　この前、触ったんだっけ」

「あれは事故だって。さすがに、お願いしても揉ませてくれないだろ」

「どうかな……瑠る伽かって、優しすぎるからね。湊みなとが必死にお願いすればワンチャンあるかも……ああんっ♡」

「こ、声でけぇって。瀬せ里り奈なさんに聞こえたら──」




「す、すみません……もう聞こえてます……」




「「…………っ！」」

　湊と葉は月づきは、弾かれたようにぱっと離れた。

　葉月自室のドアのところに、白ブラウスを腕まくりした瀬里奈が座っている。

　お茶の用意をするために、上着を脱いだらしい。

　その瀬里奈は顔を真っ赤にしながらも──ドアのそばから離れようとはしない。

「そ、その……わ、私の胸を、も……も、揉みたいんですか？」

「い、いや、それは……」

「ですが……こ、この前触っていただいておわかりのとおり、葵あおいさんに比べると……さ、ささやかなもので……」

「お、おい、瀬里奈さん、なにやってるんだ!?」
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　瀬せ里り奈なはなにを思ったか、白ブラウスのボタンを外して。

　透き通るように真っ白な肌と、清せい楚そな白いブラジャーがあらわになっていた。

「……そんなに小さくないじゃん」

　葉は月づきが、ぼそりとつぶやいた。

　実際、葉月の言うとおり、瀬里奈の胸は谷間もくっきりしていて、小さいというほどではない。

「い、いえ、お恥ずかしいです、こんな小さいものお見せして……」

「恥ずかしいのはサイズの問題なのか!?」

　思わず、湊みなとはツッコミを入れてしまう。

　男の湊にブラジャー姿を見られることではなく、胸が葉月より小さいことを恥ずかしがるとは。

「湊くんと葵あおいさんと一緒にいるのは楽しいですし、私だけ仲間外れは……で、ですから、私も、その、お願いされたら……べ、別にいいですよ？」

「「…………」」

　湊だけでなく、葉月もぽかんとして固まっている。

　瀬里奈瑠る伽かという少女は、かなり明後日の方向にズレているようだ。

　湊と葉月、瀬里奈の三人は固まった空気の中、誰も動けなかった。
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「今日は、えっちなお願いは聞きません」

「……いきなりなに言ってんだ、葉月？」

　毎度おなじみの、湊家。

　湊の自室で、テーブルを挟んで二人は向き合っている。

「つーか、それが当たり前だろ」

「当たり前じゃないでしょ。湊、最近はパンツだのおっぱいだの、揉ませろだの吸わせろだの……乙女のおっぱいとか下着をなんだと思ってんの」

「吸わせろとはまだ言ってないだろ」

「〝まだ〟とか言ってんじゃん。時間の問題じゃん」

　じろっ、と葉月は顔を赤くして睨んでくる。

「今のは言葉の綾あやってヤツでな……そんな話はいいんだよ。俺だってわかってるって」

　湊は、テーブルの上にある教科書をぽんと叩たたいた。

「テスト勉強中に変なこと頼まねぇよ。むしろ、葉は月づきには集中してもらう」

「ちぇっ、えらそーに」

　葉月が嫌そうに教科書から目を背ける。

　湊みなとたちが通う高校は三学期制で、秋には中間テストがある。

　そのテストは、もう目前まで迫っている。

　初めて葉月が湊に勉強を教わったのが、七月の期末試験。

　葉月のお願いはいきなりだったが、今回は湊にも心構えができている。

　それに、湊は夏休みから秋にかけて、葉月をよく見てきた。

　この女、マジで勉強してない。

　湊は確信を持っている。

「おまえ、授業もろくに聞いてねぇだろ。教科書もノートも綺麗すぎる」

「うっ……ま、周りもみんなこんなもんだよ」

「おかしいな、陽キャのウェーイな連中ってあれで意外に成績も良かったりするもんじゃないのか？」

「それは人それぞれなんじゃないの……まー、できるヤツもいたけどね」

　葉月は、ぷいっと横を向き、遠くを見るような目をする。

「そこまでできるヤツって、あんま思い当たらねぇけど。誰だ、それ？」

「別の学校行った、同おな中ちゆうのヤツの話だよ。気にしなくていいって」

「そうか」

　葉月の目が気になったので問い詰めてみたが、触れないほうがよかったらしい。

　気の置けない友人同士でも、こうして距離感の詰め方を誤ることはある。

「なんにしても、葉月はクラスの女王様なんだから、馬鹿も度が過ぎると見放されるぞ」

「……もしそうなっても、湊は一緒にいてくれるでしょ」

「当たり前だろ。葉月の頭の中身は、俺には関係ないからな」

「ふーん、湊に重要なのは、あたしの服の中身だもんね」

「それもあるのは認める」

「認めんなよ！　いやまあ、今さら興味ないとか言われたらぶん殴るけどね」

「そんなこと言っても大おお嘘うそにしかならねぇな」

　大いに興味があるからこそ、葉月のパンツを見せてもらったり、胸を揉ませてもらったりしているのだ。

「でも、今回はあたしがお願いします！　湊、あたしに平均点をクリアさせて！」

　葉月はテーブルに両手をついて、ぐっと頭を下げる。

　ミルクティーのような色の長い髪は、今日は後ろで縛ってある。

　こういう雑な縛り方を、オシャレな葉月はめったにしない。

　結ぶにしても結ぶ位置を細かく調整したり、三つ編みにしたり、編み込みにしたりとこだわっている。

　これでも勉強に集中するつもりはあるようだ。

「目標が低い気もするが……ま、いいか。あらためて言っとくが、俺の学力だって並より少し上、くらいだぞ」

「そりゃ、湊みなとより頭のいいヤツはいくらでもいるよね」

「ケンカ売ってんのか、おまえ」

「でも、あたしに一番上手うまく教えられるのは、あんたじゃん」

「……そんなこともないだろ」

　一度下げておいて、持ち上げられると反応に困ってしまう。

「友達だから、頭下げてプライドも捨てて教えてってお願いできるんだよ。ほら、あんたもさっき言ったけどあたしって女王様じゃん？」

「自分で言うか」

　事実なので、湊も否定はできないが。

「女王の友達じゃないでしょ、湊は。なにが違うのかわからんけど」

「……まあ、俺は葉は月づきを女王様と崇あがめてはいないな」

　あくまで、立場など関係なく対等な友人同士──と、葉月は言ってくれているのだ。

「でしょ。瑠る伽かも湊と同じだけど……あいつは、やっぱ教えるのは苦手みたいだしね」

「そうか……でも、瀬せ里り奈なさんが教えるのは苦手でも、一緒に勉強しなくていいのか？　仲間外れにされるの嫌がってたし……」

「大丈夫でしょ。つか、瑠伽の家、厳しいらしいよ。勉強会だって言っても、テスト前にふらふら外に出てたら怒られるんじゃない？」

「なるほど、そういうもんか」

　学年トップクラスの瀬里奈なら、誰かに教わる必要もない。

　自宅でコツコツ勉強するのが一番だろうし、親もそれで安心するのだろう。

「あー、まさかまた瑠伽のおっぱい狙ってるとか？」

「そ、そんなことはねぇって！」

　湊は、慌てて首を振って否定する。

「ホントかなあ？　あんとき、湊、瑠伽のおっぱいガン見してたじゃん？」

「あの状況でガン見しないヤツはいねぇだろ」

「まあねぇ……えっちすぎるね、清楚お嬢のおっぱい。あたしもガン見したもん」

「おまえ、瀬里奈さんの身体に興味津々すぎる。でも、確かにあれは凄かった……」

　先日、なにを思ったか、瀬里奈はブラウスの前をはだけてブラジャー姿を見せてきた。

　湊は、あの状況で目を逸らすほど紳士にはなれない。

　清楚な白いブラジャーに包まれた、ほどほどに大きなふくらみ。

　ぷりんとしていて、いかにも柔らかそうで、意外にくっきりした谷間が魅惑的すぎた。

「でも、触らずに我慢したのは頑張ったねえ、湊みなとにしては」

「頭撫なでんな！　俺にしてはって、なんだよ……」

　葉は月づきが手を伸ばして、ヨシヨシと頭を撫でてきたので、湊は座ったまま後ずさる。

　そう、湊は瀬せ里り奈なの強烈な誘惑にも抗あらがいきった。

　そんな無理なお願いはしない、と瀬里奈に服を着るように頼んだのだ。

「ただ、アレ正解だったかは怪しいよ？」

「えっ、そうなのか!?」

「瑠る伽か、あの日から、教室で湊と顔を合わせたら逃げてるよね？」

「そ、それはしゃーねぇかなって」

　瀬里奈は礼儀正しいので顔を合わせれば挨拶くらいはするが、すぐに赤面して小走りに去ってしまう。

　あんなことがあったら、仕方ないと湊はあきらめていたが──

「あそこ、むしろ揉もんであげるべきだったかもねー。あれで、なにもされなかったら、むしろ恥ずかしいんじゃない？」

「うっ」

「女に恥をかかせちゃいけないよ、湊くんよー」

「ううっ……」

　湊は、痛いところをつかれた気がした。

　瀬里奈も相当に恥ずかしかっただろうに、湊の前でブラジャー姿を見せてきたのだ。

　それで、「そんなことしなくていい」と引き下がらされるほうが、余計に恥ずかしいかもしれない。

　だが、あのときは湊もそこまで考えが及ばなかったのだ。

「わかった……今度こそ、瀬里奈さんの胸をちゃんと揉ませてもらおう！」

「ただ、湊が揉みたいだけじゃん!?」

「いや、瀬里奈さんの胸、けっこう大きかったぞ。葉月も言ってたが」

「すらーっとしてるくせに意外にあるんだよね……へー、そうですか、湊くんはやっぱり綺麗なお嬢様のおっぱい揉みたいですか」

「な、なんだよ、そのジト目は……」

　湊は、葉月の鋭い目つきに怯ひるんでしまう。

「って、待て待て。そんな話はいいから勉強するぞ！」

「ヘッタクソなごまかし方だね。でも、そっか。はぁーい、湊せんせい、葵あおいちゃん、がんばりまーす」

「真面目にな。よかったな、おまえん家ちはすぐ上だから夜遅くまで勉強しても、帰りも安心だ。始めるぞ」

　ずいぶんと、勉強前に余計な話をしてしまった。

　湊みなとと葉は月づきは向き合って勉強を開始する。

　湊の成績は中の上レベルだが、葉月に勉強を教えるにはちょうどいいだろう。

　二人の成績に極端な差がない分、葉月がどこでつまずいているのか、湊にはわかりやすいし、教え方も見当が付く。

　そういう意味でも、瀬せ里り奈なではなく、湊が適任のようだった。

　葉月は大の勉強嫌いで集中が途切れがちだが、湊がなだめたりすかしたり、夕食を挟んで五時間ほど勉強を続けて──







「ね、ねえ、湊。そろそろもういいんじゃない？」

「うん？　ああ、十時過ぎたか……」

　集中していたせいで、湊は時間に気づいていなかった。

　二人の親は、いつも帰りは夜の十一時を過ぎる。

　さすがに、親も湊と葉月が同じマンションの別部屋に入いり浸びたっていることは知っている。

　ただ、どちらの親も二人揃そろって、子供に深く干渉するタイプではなかった。

　外をふらふら出歩いているわけでもないので、湊は父親から文句は言われていないし、葉月も同様らしい。

　まだお互いに、相手の親を見たことがないくらいだ。

　湊も葉月も挨拶くらいはするべきと思いつつ、ズルズルと今日まで来てしまった。

　とはいえ、親が帰宅するまでにお互いの部屋から引き上げる決まりになっている。

「じゃあ、今日はこれくらいにしとくか。お疲れさん」

「ふえぇーっ、もうダメだぁ……」

　べしゃっ、と葉月がローテーブルに突っ伏してしまう。

「こんなに勉強したの、生まれて初めてかも。えらい？」

「無事に平均点をクリアしたら偉いな」

「ちっ、厳しいよね、湊は。まあ、こんだけ苦労したんだからご褒美も楽しみだね」

　葉月は顔を上げて、にや～っと笑う。

「は？　待て待て、平均点クリアしたらご褒美なんて話、したか？」

「ふふふ、あえて〝お家にこもって勉強〟は受け入れようじゃねーか。けど、終わったら、スポッティとカラオケと……買い物もしないと。そうだ、〝フェアラン〟行こうよ」

「遊び回る気満々だな……」

　フェアラン、というのは〝フェアリーランド〟という巨大テーマパークの略称だ。

　湊みなとも二度ほど行ったことはあるし、充分に楽しめたが、陽キャ御ご用よう達たし感かんは強い。

「学校サボって、フェアランのホテルに泊まり込みで遊び倒してもいいよね」

「と、泊まり込み？」

「なにびっくりして……あっ！　ちょ、ちょっと、変なこと考えてないよね!?」

「ま、まさか……遊びに行くだけだろ。いつもの陽キャのみなさんも一緒だろうし」

「陽キャ言うなや。いや、まあ、あたしは……うん、湊と二人でもいいよ？」

「えっ……」

　驚く湊の前で、葉は月づきはなにやらもじもじしている。

「ほら、カップルでフェアラン行くと別れるって言うじゃん」

「あ、ああ、言うな」

　アトラクションの長い待ち時間で会話が続かなくて、気まずくなったり。

　人ゴミが凄すさまじいので、イライラしたり。

　あるいは、フェアランへの入れ込み具合でも、お互いの気が合わなかったりもする。

「あたしらはカップルじゃなくて、友達だから大丈夫でしょ、二人でも」

「なるほど……まあ、友達とフェアランならなにも迷うことないな」

「そうそう、だから泊まり込みで遊び倒してもオッケーでしょ」
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「……つーか、あそこのホテルって高いんじゃね？　二部屋でいくらになるんだ？」

「同じ部屋でも……いいんじゃない。ベッドは別だし、今さら寝姿くらい見られてもね」

「…………」

　友達同士で同じ部屋でお泊まり……確かに、おかしくはない。

　男女でなければ、の話だが。

「……葉は月づきは、寝てる間にパンツ見られても平気だもんな」

「へ、平気なわけじゃないって！　あたしをビッチみたいに言うな！」

「わ、悪かった」

　湊みなとは葉月をビッチとは思っていないが、チョロいとは思っている。

　チョロすぎて、もう少し警戒心を持ってほしいくらいだ。

　自分に対してだけは無警戒でもいいと、勝手なことも思っているが。

「まー、友達に見られても気にしないけどさ。あたしも友達のパンツ、普通に見たいし」

「おまえ、それよく言うよな……」

　瀬せ里り奈ながブルマを見せてくれたときに、葉月もかなり興味津々で見つめていた。

　女子同士でも、意外にスカートの中身に興味があるものらしい。

「それで……ど、どうする、湊？」

「は？　どうするって？」

「今日はえっちなお願いは聞かないけど……えっちじゃないお願いなら、聞くよ？　勉強たっぷり、それはもう厳しくじっくり教えてくれたしね。お礼はしないと」

「ヘイトが垣かい間ま見みえるんだが？　別に、友達に勉強くらいタダで教えるっての。俺もそんなに浅ましくねぇぞ」

「ホントに？」

　ずいっと、テーブル越しに葉月が身を乗り出してきた。

　何度も味わったおっぱいが、テーブルにどすんと乗っている。

　やはり、あのボリュームたっぷりの胸は凶悪すぎる。

「……なんか、逆に葉月がお願いしてほしいみたいだな」

「ばっ……馬鹿！　そんなわけねーだろ！」

「つってもな、エロいこと以外でやりたいことなんてなあ……」

「男子って、これだから。あんたさ、もしも仮に万が一カノジョができても、えっちなことばっか要求してたらフラれるかんね？」

「葉月が、俺にカノジョができる可能性を限りなく低く見てるのはよーくわかったよ」

　失敬な話であると同時に、真実でもある。

「いや、今は特にお願いはねぇよ。葉月、疲れただろ。帰って風呂入って早めに寝ろ。夜は冷えるからあったかくしてな。スマホとか見て夜更かしすんなよ？」

「お母さんか、あんたは。ふーん、せっかくのお願いのチャンス、無駄にしたことを後悔すんなよ」

　葉は月づきはテーブルのノートや問題集をまとめて持ち、立ち上がった。

「……ねえ、湊みなと」

「ん？」

「女の子がこんな夜遅くに帰るんだから、やっぱ家まで送るべきじゃない？」

「家って、エレベーターで二階上がるだけだろ」

　これまで、多少遅くなっても葉月を家まで送ったことはない。

　もちろん、葉月のほうから要求されたことも──

「……わかったよ。マンション内だからって油断はよくねぇよな」

　湊も立ち上がり、先に立って歩き出す。

　明らかに家まで送る必要はないが、「ここで葉月に逆らってはいけない」となけなしのカンがはたらいたのだ。

　湊と葉月は部屋を出て廊下を進み、エレベーターに乗って二階上へ。

　エレベーターを下りて、再び廊下を歩いて葉月家の前に立った。

「お母さん、たぶんまだ帰ってないね。最近、いつも以上に遅くてさ」

「ウチもそうだな。まあ、勉強が大変なのに親父おやじの世話までしてられねぇから、遅くてもいいけどな」

「あたしの世話もしなくちゃいけないしね」

「ハイハイ、頑張ってお世話しますよ。でもマジで、おまえ疲れてるだろ。だらだら夜更かししないで、早めに寝ろよ」

「……湊のほうこそ、疲れてない？」

「ん？」

　葉月は、ずいっと身を乗り出して身体をくっつけてくる。

　大きく盛り上がった二つの胸のふくらみが、湊の身体に当たっている。

「い、いや、別に……」

「ちょっと顔が赤くない？　もしかして、熱とかある？」

　顔が赤いとしたら、胸に当たっている凶悪な二つのふくらみのせいだろう。

「うーん……どうかな？　ちょっと熱い？」

「…………っ」

　葉月がさらに湊に迫り、鼻がくっつくほど顔を近づけてくる。

　嘘うそのように整った葉月の顔が、あまりにも近すぎる──

　葉月は目を閉じて、額の熱を確認しているようだ。

　湊はその目ではなく──すうっと通った鼻筋の下、薄い唇を見つめてしまう。

　唇はつるりとしていて、柔らかそうだ。

　かすかに吐息が漏れていて、湊みなとはそれだけでドギマギする。

「……うーん、あたしもよくわかんない。ま、大丈夫かな……って」

　葉は月づきも、そこでようやく自分が湊に密着しすぎていることに気づいたようだ。

　ボッと音が聞こえそうなほど、葉月のほうが真っ赤になってしまう。

　葉月は、後ろに一歩下がり、自宅のドアにもたれかかった。

　彼女らしくもなく、もじもじして、なにやら言いたげに湊のほうをちらちらと見てくる。

　湊は──ついさっきの葉月の話を思い出す。

　勉強を教えたお礼をしたい、と。それと──

「……えっちなお願いはダメなんだよな？」

「ダ、ダメ……」

　葉月はうつむいたまま、小さく首を横に振った。

　湊はますます、その唇に目がいってしまい──

「キスって……えっちか？」

　目の前にある唇があまりに魅力的すぎて──湊の口から、思わずそんな台詞せりふが飛び出していた。

「……キ、キスかぁ……あ、挨拶みたいなもんだよね……」

　葉月は、一瞬周りを見た。

　夜の廊下は静まりかえっていて、人の気配はしない。

　次の瞬間にエレベーターから、他の部屋から、人が出てくるかもしれないが──

　今は湊と葉月、二人だけだ。

「友達同士の挨拶なら……い、いいよ」

　葉月は、こくんと頷うなずく。

　湊は驚きつつも、葉月が頷いてくれるだろうと確信もしていた。

「あ、でも！　一回だけ！　一回だけだからね！」

「あ、ああ」

　普通はカノジョでもない、男女の友達同士でキスなどするわけがない。

　だが、葉月は一度きりならＯＫらしい。

「本当に、一回だけなら……キスして、いいよ……」

「じゃあ……」

　湊は葉月の華きや奢しやな肩を軽く掴つかんで。

　再び、顔を近づけていく。

「んっ……」

　ちゅっ、と軽く触れるだけのキスをする。

　それだけで──トロッととろけるような柔らかさが、葉は月づきの唇から伝わってきた。

　そのあまりの柔らかさに──湊みなとの理性が弾はじけ飛とんだ。

「んっ……んんっ!?　んっ、んむむ……！」

　湊は軽く触れていただけの唇をぐいっと押しつけ、はむはむと葉月の唇をむさぼるようにする。

　ちゅばちゅばと音を立て、その柔らかな唇をむしゃぶり尽くし、強く吸い上げる。

　さらに夢中になって舌を伸ばし、葉月の口内に舌を差し込み、内部をかき回す。

　葉月の舌を見つけて絡ませ、吸い上げ、唇をまた味わい──葉月も舌を差し出してきた。

　湊は伸ばした舌先で葉月の舌に触れ、また絡め合わせる。

「んんーっ、んっ、んむむ……んっ、んむむ……！」

　湊は葉月の細い身体を抱き寄せ、唇をしゃぶるようにして、舌を絡め合い、自分の口の中に差し込まれてきた舌を強く吸い上げていく。

「んむっ、んっ、んんーっ、んっ、んむむ……んっ、んーっ、んんん……♡」

　じゅるじゅる、ちゅばちゅばと唇を激しく重ね合い、舌を絡め合う音と、葉月の口からわずかに漏れる吐息のような声だけが廊下に響いている。

　たっぷりと──本当にたっぷりと葉月の唇を味わい尽くしてから。

「ふぁーっ……！　い、息が止まるかと思った……！　ば、馬鹿ぁっ、長すぎ！」

「わ、悪かったって……で、でも、一回だけだっただろ？」

　身体を放すと、葉月は耳まで真っ赤になって、湊を睨にらんできた。

「あ、あれも一回っていうの？　そ、そりゃそうかもしれないけど……一回が長い！　五分以上やってたんじゃないの……？」

「さあ……計ってたわけじゃねぇからな」

　とはいえ、一回だけという約束を守るために、その一回を徹底的に楽しんでやろうという浅ましさは間違いなくあった。

「キ、キスなんて初めてだったのに……おっぱい揉まれるより、なんか凄かった……」

「………は、初めてなのか……」

　考えるまでもなく、順番がおかしい。

　普通ならキスをしてから、胸に行くものだろう。

　しかも、葉月のファーストキスをもらってしまうとは。

「う、うるさいな。初めてでもいいでしょ。な、なんか腰が抜けちゃいそう……」

「お、おい、大丈夫か？」

「動けないから……たぶん、なにされても反撃できない」

「は？　葉月、なに言ってんだ？」

「……一回とは言わないから。でも、もうちょっと手加減して」

「…………」

　つまり、キスの回数限定が撤回されたらしい。

「優しく……優しく、だよ♡」

　ちゅっ、と葉は月づきのほうが身を乗り出して軽くキスしてくる。

　腰が抜けてしっかり立てないが、一応動けるらしい。

　湊みなとは、また興奮が高まってくるのを感じ──

「やんっ、んっ……ちゅっ、んんっ……♡」

　葉月を再び抱きしめ、今度は何度も軽く触れるだけのキスを続ける。

　長く濃い一回だけのキスも最高だったが、こうして軽いキスを繰り返すのも悪くない。

　唇を放すたびに、葉月の可愛かわいい顔が恥ずかしそうに真っ赤になっているのも見える。

　湊は力が抜けたままの葉月を抱きしめ、その身体の柔らかさも味わいながら。

　ちゅっちゅっとキスをして、お互いに舌を差し出して絡め、また唇を合わせてむさぼっていく。

「んんんっ、また激し……んっ、もっとちゅーしていいよぉ♡」

　どうやら、葉月の「優しく」も撤回されたらしい。

　この可愛すぎる女友達とのキスが、穏やかに済ませられるはずもなかった──
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　無事に、中間テストは終了──

　果たして、葉月の結果が無事かどうかは神のみぞ知るが、とりあえず終了した。

「はーっ……ケーキうんまい！」

「……葉月、食いすぎじゃね？」

「私、見てるだけで胃がはち切れちゃいそうです……」

　感動の声を上げる葉月に、湊と瀬せ里り奈なが呆あきれた目を向ける。

　ここは、巨大なショッピングモールの一角にある洋菓子店。

　店内ではケーキバイキングが楽しめる。

「モンブランにレアチーズケーキ、苺いちごタルト、オペラ、ミルクレープ、それにモンブランおかわり……どんだけだよ」

「甘い物は別腹って言うじゃん」

「別腹が異次元すぎる」

　湊みなとはレアチーズケーキとチョコケーキの二つ。

　瀬せ里り奈なのほうも、苺のショートケーキと抹茶のケーキを半分食べただけだ。

「だって、カラオケで歌いまくってお腹なか空いたし」

「ほとんど、葉は月づきのワンマンショーだったもんな」

　中間テスト最終日の今日は、午前中で学校は終了。

　葉月グループが中心になって、クラスでの打ち上げがカラオケボックスで行われた。

　二時間の利用で、湊は半分くらいは葉月が歌っていたのではと思ったほどだ。

　ちなみに湊は一曲も歌わず、瀬里奈は歌うのが恥ずかしいのか隅すみでコソコソしていた。

「湊はともかく、瑠る伽かの歌はみんな聴きたかったんじゃない？」

「私、歌は得意ではありませんし……人前なんて、無理です」

「騙だまされちゃダメだよ、湊。中学の音楽で聴いたことあるよ、瑠伽の歌。めっちゃ上手いからね、この子」

「あー、もしかしなくても瀬里奈さんはピアノとか弾けるのか？」

「一応、弾けますけど……ピアノができても歌も上手とは限りませんよ」

　瀬里奈は謙遜しているが、間違いなく葉月の言うとおり上手いのだろう。

　地声が透き通った天使のような声なので、湊も一度聴いてみたい。

「そういや、俺らだけ抜け出してきてよかったのかな。クラスの連中、スポッティに移動したんだよな？」

　カラオケボックスを出て、次へ向かう途中で湊たちはフェードアウトしてきたのだ。

「どうせ、湊たちはカラオケだけで抜ける気だったでしょ？　それなら、あたしも一緒に決まってんじゃん」

「俺、カラオケだけで気力を使い果たしたからな。でもまあ……これでいいのかな？」

「そうそう、みんな盛り上がってたし、何人か抜けたって気づかないって」

「それはどうだろうな……」

　湊はともかく、陽キャの女王の葉月と、密ひそかに人気の瀬里奈がいなくなればバレるだろうし、残念がる者も多いだろう。

「おっ、電話だ。ちょいごめん」

　葉月はそう言うと席を立って、店の外へ出て行った。

「「…………」」

　葉月がいなくなってしまうと、会話が弾まなくなる湊と瀬里奈だった。

　先日の瀬里奈が胸を披ひ露ろうした事件の記憶も新しいし──そもそも、この二人はまだ友達になって日が浅い。

「そ、そういえば葉月のヤツは、試験はできたんだろうか。なんか、騒がしくて全然訊けなかったな」

「あ、あー……湊みなとくんに教わったんですよね？　それなら大丈夫じゃないですか？」

　その俺への絶大な信頼はなんだ、と湊はツッコミたかった。

　瀬せ里り奈なに比べれば、湊の成績はずっと下だ。

「ホントは瀬里奈さんも一緒に教えてくれると助かったんだけどな。でも、門限あるし、試験前に外で勉強とかできないよな」

「え？」

「え？」

　瀬里奈が、紅茶のカップを手にきょとんとしている。

「門限は守らないといけませんが、お友達と勉強会をしても怒られないと思います……前に、葵あおいさんとお勉強したこともありますよ」

「……そうだったのか」

　だったら、前に葉は月づきが「瀬里奈は勉強会に誘えない」というような話をしていたのは、なんだったのか。

　どうも、おかしな齟そ齬ごがたまに起きている。

　湊もすっかり忘れていたが、葉月が夏に声をかけてくるよりも前から湊の存在を知っていたような話もあった。

「ですけど、私は人に教えられるタイプではないので……お二人で勉強して正解だったと思います。邪魔になると申し訳ないので、参加しなくてよかったかと」

「そ、そうか。いや、邪魔だなんて思わないけどな」

　瀬里奈は〝仲間外れにされた〟とは思っていないらしい。

　湊は、ひとまず安心しつつ──

「ごめん、ごめん。急にいなくなんなって怒られちゃった」

「そりゃそうだろ」

　戻ってきた葉月に、湊と瀬里奈は苦笑する。

　おそらく、友人たちは葉月がそのうち合流してくると思って放置していたのだろう。

「でも、今日はもうパスって言っといたから。あたしの美声をあんだけ聞けたんだから、みんなも満足したことでしょうよ」

「すげー自信だな、女王陛下は」

　確かにカラオケであれだけワンマンステージをやらかせば、充分とも言える。

「さて、そんじゃ次はどうする？　晩ご飯はピザか……思い切って肉焼いちゃう？」

「こんだけケーキ食って、よく晩メシの話ができるな……」

「あ、でも、どうしよ？　瑠る伽かの門限を考えると早めにお店決めないとね」

「それなんですけど」

　瀬里奈が、おずおずと手を挙げる。

「今日は試験が終わったばかりですし、一時間くらいなら門限を延長してもらえます。それで……葵あおいさんのお家で食べませんか？」

「うーん、そうか。お店入っちゃうと時間が読めなくなるもんね」

「この辺のメシ屋だと、同じ学校のヤツらとかち合いそうだしな」

　葉は月づきと瀬せ里り奈な、それに湊みなとという三人だけの組み合わせでは、周りから変な目を向けられそうだ。

「でもさ、瑠る伽か。ウチだと、インスタントになっちゃうよ？」

「恐縮ですが……よかったら、私がおつくりします」

「「えっ！」」







「あ、あまり期待しないでくださいね。普通ですよ、普通」

　葉月家のキッチンで、瀬里奈が恥ずかしそうにしつつ働いている。

　瀬里奈は長い黒髪をポニーテールにして、制服のブレザーは脱ぎ、白いブラウスの上にピンクのエプロンという格好だ。

「すげー、あたしの家で料理してる人間がいる……」

「しかもエプロン女子高生だぞ……」

「なんか、エロい……」

「なんか、エロいよな……」

「聞こえてますよ、お二人とも！」

　瀬里奈が振り返り、恥ずかしそうに笑った。

　湊と葉月は、キッチンが見えるリビングでソファに座り、感動的な光景を眺めている。

　帰り道のスーパーで買い物して、瀬里奈は葉月家に着くとすぐに調理を開始した。

　湊が見る限り、瀬里奈の手際は素晴らしい。

　タタタタタッと小気味良い音をさせて、ネギを刻んでいる。

「つーか、本当に俺たち手伝わなくていいのか？」

「大丈夫です、任せてください」

　瀬里奈が再び振り向いて、今度はにっこりと笑う。

「お二人とも、くつろいでいてください。私は作業に集中してしまうので、一人のほうがお料理しやすいんです」

「そ、そうか。それじゃお言葉に甘えて」

　女友達に手料理を振る舞ってもらえるとは、幸せすぎる。

　しかも、瀬里奈のような清せい楚そな美少女に──

「くっそ、瑠伽めー。可愛くて頭良くて、料理までできるとか盛りすぎでしょ！」

「悔しがることじゃねぇだろ。でも、俺らもやっぱ自炊できないとまずいかな」

「うーん、無理しなくていいんじゃね？　今はデリバリーでもなんでもあるし。そりゃ、たまに手料理は食べたくなるけど」

　湊みなとと葉は月づきは父子家庭、母子家庭で、ここ数年は一人の食卓が多かった。

　二人とも、手料理には飢えている。

「覚えるとしたら、俺のほうだな」

「なんでだよ！　あたし、女子だよ！」

「俺は女子に料理を押しつけるような、古臭い価値観は持ってねぇぞ」

「賢そうなこと言うんじゃねー。あたしは、女子っぽく料理とかしたいんだよ！」

「その割に、練習してないだろ」

　アホな口くち喧げん嘩かだった。

　湊も、本当に葉月に調理技術を求めようとは思わない。

「……しっかし、マジで集中してるな、瀬せ里り奈なさん」

「瑠る伽か、思い込みが激しいっていうか、周りが見えなくなることあるんだよね」

「変わってるな……」

「変わってるから、知り合ってそんなに経たってない湊に、胸を見せたりしたんでしょ」

「……おまえ、それガチで根に持ってねぇ？」

「なんであたしが根に持つんだよ。あたしは、ただの友達だよ？」

「……うん、友達だよな」

「…………」

　湊が頷うなずくと、葉月は黙り込んで──ちらりと瀬里奈のほうを見た。

「友達だから。これはお願いとかじゃなくて、友達同士の挨拶みたいなもんだから」

　葉月はそう言うと、ちゅっと軽くキスしてきた。

　実は、この前の初めてのキス以来、勉強会の合間合間に、二人は何度となく唇を重ねてきている。

「バレたらマジで瑠伽に悪い……ちゅっ、ちゅっ……」

　恥ずかしそうにしながらも、葉月はさらにキスしてくる。

　湊も隣に座っている葉月の細い腰を抱き寄せ、自分からも唇を合わせていく。

「んっ、んん……んっ、ちゅっ……♡　湊、ダメだよ……瑠伽が料理してくれてんのに、あたしたちこんなこと……」

「葉月のほうからしてきたんだろ。でも、ちょっとだけだし……」

　ちらりとキッチンを見ると、瀬里奈はまだ野菜をカットしている。

　買ってきた材料を見たところ、鍋物のようだった。

　そろそろ秋も深まりつつある今、あたたかい鍋は悪くない。

「んっ、ちゅっ……ほら、ちょっとなら……いいよ」

「じゃあ、ちょっとだけ……おっぱいも、いいか……？」

「うん……瑠る伽かにバレないように……ね？」

　葉は月づきは白ブラウスの前をはだけ、ピンクのブラジャーをあらわにする。

　湊みなとはそのピンクブラを上にズラして──ぷるるんっと弾むようにして二つの大きなふくらみが飛び出してくる。

　さらに、綺麗な桃色の乳首まで。

「も、もう……いきなり揉むなぁ……んんっ……♡」

「メシの前におっぱい揉めるとか、最高だな。具体的にどれくらいのサイズなんだ？」

「い、今、それを訊く？　まあ……Ｆカップとか」

「えふっ!?」

　素直に教えてもらえたこと以上に、その大きさに驚く湊だった。

　まさにグラビアアイドルのようなサイズだった。

「いつでもＦカップが揉めるとか、俺って豪ごう運うんすぎるな……」

「いつでもいいとは言ってな……ま、まあ、ちゃんとお願いするなら？　いいけど？」

　葉月は一瞬拒否しかけて、あっさりＯＫしてくれた。

　その間も、湊は葉月のＦカップおっぱいに直接触れ、持ち上げるようにして、円を描くようにして、揉み続けている。

「なんなの、このアホみたいな会話……んんっ♡、ちょ、ちょっと強く揉みすぎじゃない、今日？」

「ああ……二人きりのときより、誰かいるほうが興奮するのかも……」

「へ、変態じゃないの、湊。んっ♡」

　葉月は湊を罵ののしりつつも、ちゅっとキスしてくる。

「それに、ここ数日は試験勉強に熱中しててキスしかしてなかっただろ？」

「と、友達同士なんだから……キスだけでもいいでしょ……はうんっ♡」

「俺、ガチで興奮しちゃってるな……葉月のおっぱい、すっげー柔らかい……」

「もうっ……早く治まってくれないと、瑠伽にバレちゃう……」

　葉月は、意味ありげな目を向けてくる。

　今日はもっとサービスしてくれる、と言いたいらしい。

「じゃあ……基本に返って、パンツ見せてくれるか？」

「な、なんの基本よ、もう……！」

　そう言いつつも、葉月はゆっくりとスカートをめくっていく。

　ピンク色の可愛かわいいパンツが、わずかにめくったスカートの下から覗のぞいている。

「おお、今日はピンクか……」

「た、たまにはね。こういう可愛いのって、なんか恥ずいかも……」

「葉は月づき、黒が多いもんな。でも、全然イケてる。もっとよく見せてくれ」

「うー、ちょ、ちょっとずつね。ガチ恥ずいから」

　葉月は可愛い下着を褒められたのが嬉うれしいのか、わずかにニヤけつつ、スカートの下からさらにパンツを覗かせていく。

「いけるな。焦じらされる感じがすげーいい」

「段々マニアックな方向に進んでない、あんた……？」

「でもなあ。『ほらパンツよ。勝手に見れば？』みたいな感じで見せられるのと、恥じらいながら見せられるのとは全然違うんだよ」

「なにを力説してんのよ……ほ、ほら、勝手に見れば？」

「おっ、同じ台詞せりふでも葉月の口から照れながら言われるとすげーいいな」

「湊みなと、なんでもいいんじゃないの!?」

「そりゃ、葉月にパンツ見せてもらえれば、だいたいなんでもいいな」

「ば、ばーか。も、もうこれくらいでいいでしょ。いい加減、瑠る伽かにバレるし……」

「も、もうちょっとだけ……パンツ見せてくれ」

　湊は、葉月の下半身に顔を寄せるようにして、可愛いピンクパンツを凝視する。

「今さらだけど、どんだけあたしのパンツ好きなの……やんっ、じろじろ見すぎぃ♡」

「こんなの、目を逸らせるわけねぇだろ」

「そりゃ……喜んでもらえるのは嬉しいけど……んんっ、視線がえっちすぎるよ♡」

　葉月はもう、スカートを大きくめくっていて、パンツが丸見えだ。

　クラス一の陽キャ美少女が、これだけ大胆にスカートの下を披露してくれる──

　友人の特権としては、大きすぎるほどだろう。

「ま、まずいな……」

「な、なにがよ？」

「いや……」

　湊は言いよどんでしまう。

　葉月はあまりにも大胆で、湊が頼んだことを好きにヤらせてくれる。

　このままいくと──

「準備が必要かなって……いや、マジでなんでもない！」

「湊、なんか企たくらんでね？　いいけどさぁ……」

　葉月はジト目で睨みつつも、深くは追及しないでくれるようだ。

　だが、〝準備〟しておく必要はあるだろう。

　たいそうなことではなく、コンビニに行けば済むようなことではあるが──葉月には言いづらい。

「そ、それより、葉は月づき。もっとおっぱい揉もんでいいか……？」

「ば、馬鹿なこと訊かないでよ。いいに決まってんじゃん……で、でも、こんなの……今日だけ。ここんとこ試験勉強教えてくれたから、大サービスしてるだけだからね？　毎日なんて、してあげないから……」

「わ、わかってるって」

　毎日じゃなければ、二度目三度目もあるということだろうか。

　湊みなとは、快感とともに期待もこみ上げてくるのを感じて──




「あの、具材……全部カットできましたけど……」




「「…………っ!!」」

　突然の声に、湊と葉月はフリーズする。

　いや──こうなるに決まっていたのに、なにを二人で盛り上がっていたのか。

　エプロン姿の瀬せ里り奈ながソファのそばに立ち、顔を真っ赤にしている。

「お二人とも、懲こりないというか……私に見せつけて楽しんでます？」

「ご、誤解だよ、瑠る伽か！　あたしにはそんな趣味ないって！」

「俺にあるみたく言うなよ」

　とはいえ、湊は瀬里奈が近くにいる状況でコソコソ遊ぶのが楽しかったことは否定できない。

「い、いえ、すみません。ただ、二人だけで私を放置されてると……ちょっと残念です」

「……え、えーと、瀬里奈さんもまたおっぱい見せてもらえるか？」

「湊っ、あんたなにお願いしてんの!?」

「む、胸だけでいいんですか……？」

「は？　瀬里奈さん、なにを言って……？」

　瀬里奈は耳まで真っ赤になりながら、ソファにすとんと座る。

「私も……あの、これ……葵あおいさんと一緒に……お見せしたほうがいいですか？」

「……マジで？」




「え、ええ……む、胸も……下着も……湊くんになら見せてもいいです……」




　湊は思わず耳を疑った。

　まだ付き合いの浅い瀬里奈が、ブルマやブラジャーを見せてくれたのは、気の迷いではないかと思っていた。

　今日も──あるいは、これからも胸とパンツなら好きなだけ……？

　馬鹿な男子の妄想のような話が、湊みなとの前に具現化してしまっている。

「お友達ですから……だ、大丈夫です」

「…………」

　自分からお願いしておいてなんだが、湊には瀬せ里り奈なの友人の定義がわからない。

　だが──断る理由もない。

「じゃあ、瀬里奈さんも……ごめん、少しでいいから見せてもらえるか？」

「は、はい……胸もお好きなだけどうぞ……」

「もー、どうなってんの……ま、まあ、いいけどさ。湊も瑠る伽かも、友達なんだし」

　瀬里奈は目を逸そらしつつ、長いスカートをめくって清せい楚そな白いパンツを見せてくれる。

　湊は、ごくりと唾を呑み込む。

　瀬里奈のエプロンの下、葉は月づきには及ばなくても充分に大きな胸がそこにある。

　この胸を揉んでもいいし、パンツも好きなだけ見せてくれる。

　これほどの美少女が、友達だからと湊にそこまで許してくれるとは。

「ほら、あたしと瑠伽、どっちのパンツでも……好きなだけ見ていいからさ♡」

「は、はい……む、胸も見るだけならお好きに……♡」

「あ、ああ」

　茶髪の葉月と、黒髪の瀬里奈、タイプは違うが極上の美少女が並んでスカートの中身を見せつけてくれている。

　しかも、葉月は胸をあらわにして。

「こ、こちらも……どうぞ……♡」

　瀬里奈も、エプロンと白ブラウスをはだけて、白いブラジャーまで見せてくれている。

「こら、こっちもちゃんと見なよ……せっかく見せてんだからさ」

　大きすぎるＦカップの胸にピンクのパンツ。

　ぐいっと湊に見せつけるようにして、たゆんっと弾むように揺れた。

「は、恥ずかしい……でも、湊くんならいいです……」

　瀬里奈も葉月と競っているかのように、胸を前に突き出すようにしてくる。

　葉月よりは控えめながら、きっちり谷間がつくられた白いブラジャーに包まれた胸と、同じく白のパンツ。

「な、なにしてんだろ、あたしら……」

「きゃっ……葵あおいさんの、当たってます……」

　二人が、ぐいっと湊に胸を見せつけるようにしているせいか。

　葉月の左胸と瀬里奈の右胸が当たり、ぷにっと潰れるようになっている。

「やべぇ、二人ともおっぱいエロすぎる……」

「ば、馬鹿みたいな感想だよね」

「葵あおいさんの胸、ふわふわ柔らかいですね……」

　丸見えのＦカップおっぱいと白ブラジャー、ぷるぷるした胸の柔らかさと弾力。

　湊みなとの目の前で、女友達二人のおっぱいが夢の共演を果たしている。

　おまけに、スカートをめくってパンツまであらわになっていて。

　こんな光景を見る日が訪れるとは、湊は想像したことすらない。

「つ、つーか、あたしだけ胸出してるの恥ずい！　瑠る伽かももっとサービスしろっ！」

「きゃっ、あ、葵さんっ……い、いいですけど、自分で……！」

「…………！」

　かと思えば、二人がじゃれ合い始めて──

　葉は月づきの手が瀬せ里り奈なのブラジャーを掴み、ぐっと下ろした。

　片方のブラジャーがズレて、小さくて可愛い透き通るようなピンクの乳首が──

「や、やんっ、見えちゃってます……！」

「見せてもいいんだろーっ！　うわ、マジでピンク！　ほら、湊が見てる見てるよっ！」

「わ、悪い、瀬里奈さん……」

「とか言いつつ、絶対目ぇ逸らさないしね、この男は！」

「い、いいですよ……そうですよね、葵さんだけ見せるのはズルいですし……」

「ズルいっ!?」

　瀬里奈の発言に、葉月がびっくりして目を見開いている。

　まるで、自分も前々から乳首まで見せたかったかのような台詞だ。

「わ、私も……湊くんともっと仲良くなりたかっただけです……葵さんとも……」

「だからおっぱい見せたいっていうのがわからんけど……湊ばっか得してるじゃん！　えーい、どうせならもっと見せてやれーっ！」

「きゃっ、葵さん、見せるなら自分でやりますから……！」

　もはや、葉月と瀬里奈がソファの上で格闘しているかのようだ。

　飛び抜けた美少女二人が、胸もあらわにし、乱れるスカートの裾からパンツを見せながら、じゃれている。

　湊は必死に理性を総動員して、襲いかかりたくなる衝動を抑えなければならなかった。







[image: ８　女友達は頼めば意外と……]

　小皿に少しだけ味み噌そ汁しるを注ぎ、ずずっと一口。

「うーん……こんなもんか？」

　湊みなとは、小皿にわずかに残った汁を舌先で舐なめて首を傾げる。

「おはよーっす」

「うっす、葉は月づき」

　湊家のキッチンに、制服姿の葉月が入ってくる。

　秋も終わりに近づき、さすがに葉月もカーディガンの上にブレザーを着るようになった。

「おっ、いい匂いしてるじゃん」

「ちょうどよかった、葉月。味見してくれ」

　湊は小皿にもう一度味噌汁を少し注ぐ。

　葉月も、ずずっと一口。

「ふーん……こんなもんじゃない？」

「俺とリアクションがまったく同じじゃねぇか」

「同じ物食べて育ってるから？」

「短い間だけどな」

　数ヶ月、同じ夕食を食べているというだけで、性格が似てくるはずもない。

「湊が料理始めて二週間くらいだっけ？　めっちゃ上達してるじゃん」

「まあ、味噌汁なんて普通は一回でつくれるようになるだろうけどな」

　湊も、以前に調理実習で味噌汁をつくった覚えはある。

　そのときは班でつくって、家庭科が得意な女子にぶん投げた記憶もある。

　思えば迷惑をかけてしまった。あれで女友達ができるはずもない。

「あたしは、何回やってもダメだろうなあ。そもそも味見しようなんて思わないかも」

「よくある失敗するパターンだな。まあ、食えるならこれでいいか」

　湊はＩＨコンロのスイッチを切り、味噌汁をお椀わんに注ぐ。

　既に仕上げていた玉子焼きと、レンチンしただけのウィンナー、カット済み野菜を盛り付けただけのサラダ。

　あとは、炊きたてのご飯と海の苔り。

　それらを二人分よそうと、葉月がダイニングテーブルへと運んでくれた。

「まだ半分は出来合いなんだよなあ」

「上等、上等。玉子焼きも焦がさなくなったじゃん。おおっ、金色が美しい！」

「うーん……玉子焼きは甘いほうが好みなんだが、ほどよい甘さになってねぇな。レシピ通りにやってんだけど」

「意外にこだわるね、湊みなと」

　葉は月づきが苦笑しながらテーブルに着き、湊もその正面に座る。

　この前、瀬せ里り奈なに鍋を振る舞ってもらってから、唐突に湊は料理を始めた。

　同い年の女の子が立派な料理ができるのに、自分がなにもできないことが情けなくなったのだ。

　葉月のほうは、そんなことは微み塵じんも思わなかったようだが。

「今んところ、朝メシつくるのが精一杯だけどな」

「あたしはあったかい朝ご飯食べられて幸せ♡　いっつもシリアルか、菓子パンだったからねー」

「俺も似たようなもんだったな」

　ちなみに、湊の父親は既に出勤している。

　父親は「朝食を食べると頭が回らなくなる」と言って、コーヒーだけ飲んで仕事に出て行くのが常なのだ。

「せっかくだし、冷めないうちに食べたい。いい？」

「ああ、そうだな。どうぞ」

「いただきまーす」

　葉月は味噌汁をずずっと一口飲み、玉子焼きをぱくりと食べた。

「うん、美味うまい美味い。たいしたもんだよ、湊。あたしのママになれるね」

「ママ、おっぱい吸わせてくれー」

「キモっ！」

　葉月が本気でドン引きしている。

「……うん、我ながらキモすぎると思った。葉月、忘れてくれ」

「せめてお姉ちゃんとかさあ。『お姉ちゃんのおっぱい吸いたい』ならアリじゃね？」

「ナシだろ。同じくらいキモいわ」

「……うん、それも忘れて」

　朝から馬鹿全開の話をする二人だった。

「でも、ガチで美味いよ、味噌汁も玉子焼きも。湊の味噌汁を毎日飲みたい」

「プロポーズか！」

「友達やめて、あたしの嫁になる？」

「俺が将来、就職失敗したら考えよう。ちょっと賢い陰キャより、顔がいい陽キャのほうが内定取りやすいって言うしな。葉月のほうが稼ぎがよさそうだ」

「それは嫁じゃなくて、ヒモじゃね？」

「そうとも言うな」

　馬鹿な会話を続けつつ──

　湊みなとは、葉は月づきが美味そうに食べてくれるのは嬉うれしい。

　茶ちや碗わんも味噌汁の椀も皿も、熱いお茶が入った湯飲みも、それに箸も葉月専用だ。

　湊家に一人分の食器が増えているわけだが、父親は特に気にしていないらしい。

「でも、意外とやればできるもんだな。朝メシだけじゃなくて、チャーハンとかカレーとかにも挑戦してみたい」

「チャ、チャーハン？　カレー？　み、湊、そんな高度な料理にチャレンジすんの？」

「一ミリも高度じゃねぇよ」

　まったく自炊をしてこなかった二人にはハードルは高いが。

「しょうがないなー、あたしが毒味してあげるよ」

「ホントに毒盛るぞ」

　馬鹿な会話をさらに続け、ゆっくりと二人は食事を終える。

　湊は、なんだか同どう棲せいカップル──どころか、夫婦の食卓のように思えてきた。

　苦笑しつつ、湊はキッチンで後片付けを始める。

　残念なことに、湊家には食洗機という文明の利器が存在しない。

　自炊すると、食器だけでなく、鍋やフライパンなど調理器具も洗わなければならない。

「料理って一番面倒なのは、後片付けなんだよな」

「真理を悟ったね、湊。今度はメイド服着て、手伝ってあげよっか？」

「瀬せ里り奈なさんのメイド服……破壊力やべぇな」

「あたしの話だっつーの！　あ、でもあたしも瑠る伽かのメイド服見たい。瑠伽がフリフリのメイド服着て料理してるところを、後ろからスカートめくって恥ずかしがらせたい！」

「おまえ、俺よりエロいんじゃね？」

　面倒な後片付けも、葉月と馬鹿話をしていると楽しい。

　二人でふざけつつ、なんとか後片付けが終わって──

「でも結局、自炊はあたしも湊もメリットばっかでＷｉｎ‐Ｗｉｎだよね」

「やっぱ料理は面倒だし、俺はＷｉｎとは言えねぇけどな」

「そんなことないでしょ」

　じとーっ、と葉月が突然ジト目になる。

「湊くんってば、お楽しそうに瑠伽から料理習ってたじゃん。包丁の構え方とか、瑠伽に手を添えてもらって、二人で『あっ……』とか真っ赤になってさ」

「……ラブコメみたいだったな」

「瑠伽のパンツもおっぱいも楽しんどいて、手が当たったくらいで照れるとか、順番がおかしくね？」

「うっ……」

　まったくそのとおりなのだが、瀬せ里り奈なのほっそりした手に触れてノーリアクションでいられるはずがない。

　湊みなとに料理を教えてくれたのは、もちろん瀬里奈。

　黒髪美少女の瀬里奈とのお料理レッスンは、あまりにも楽しすぎた。

「は、葉は月づきも一緒に習えばよかっただろ。まだ習ってる最中なんだし、今からでも──」

「友達二人でキャッキャやってるところの邪魔はできないっつーの」

「別にキャッキャしてるわけじゃ……」

　いや、ハシャいでいたかもしれない。

　最初に瀬里奈に感じた話しづらさは完全に消え、今や気軽に会話ができている。

「あたしと友達になったあとも、かなり長いこと警戒してたくせに、瑠る伽かとはすぐに仲良くなりすぎじゃない？」

「そ、そんなことは……」

　いくら瀬里奈が親しみやすくても、あれだけの美少女だ。

　おかしな話だが、あんな〝遊び〟をしたあとでも、まだ距離を詰め切れていない。

「もしかして葉月、なんか怒ってるのか？」

「べっつにぃ。あたしも朝、あったかいご飯食べられるのはありがたいしね。湊にまた女友達ができてよかったとは思うよ」

「……そうか」

　確実に含みのある言い方だが、本人がそう言う以上、追及もしづらい。

　それに実際、湊が瀬里奈と過ごした時間は短いし、そこまで仲良くなれた実感は薄い。

「うーん、でもなあ……」

「なんだよ、葉月。今日はなんか思わせぶりじゃね？」

「そんなことは……うん、そうかも」

　葉月は腕組みして、なにやら考え込んでいたかと思うと。

「あのさあ、湊。あたしの家に来ない？」

「ああ、今日は葉月ん家ちにするか。でも、俺が晩メシつくるなら慣れたキッチンのほうがいいんだけどな」

「放課後の話じゃなくて……今からだよ」

「今から？　いや、学校はどうすんだ──んっ！」

　突然、葉月が湊にくっついてきて、唇を重ねてきた。

　ちゅうっと湊の唇を吸い上げるようにキスしてから──

「サボっちゃおうよ。一日ゴロゴロするなら、自分の家のほうがいいんだよね。それに、湊みなとも自分の家だと思って、なんでも好きにしていいよ」

「な、なんでも？」

「そう、好きなもの食べて飲んで、ベッドに寝転んでもオッケー。それに──」

　葉は月づきは、おもむろにネクタイを緩め、白ブラウスのボタンを二つ外した。

　くいっとブラウスの前を引っ張り、Ｆカップのおっぱいの谷間をあらわにする。

「女友達のおっぱいも、好きなだけ好きにしていいよ？」







　本当に、湊と葉月は学校をサボった。

　湊は基本的に真面目で、病気でもないのに学校を休んだことなどなかった。

　一応、学校には欠席届をメールで出しておいた。

　湊たちの学校では、サボリの生徒の大半はそんなもの出さないのだが。

「葉月は？」

「あー、あたしは友達にＬＩＮＥしといた。湊と遊んでるって」

「そんなズバリ言っていいのか……？」

「やましいことしてるなら、わざわざ言わないでしょ。普通に遊んでるって思われるよ」

「そうか。実際、遊んでるようなもんだけどな」

「これも……まあ、遊びかな。男女の友達ならでは、だけど」

　湊たちは、葉月家の、葉月の部屋に移動している。

　湊は学校をサボったものの制服姿のままで、一応カバンまで持ってきた。

　制服の上着は脱いでベッドに座り、横の壁にもたれて。

　葉月は、その横に寝転び──

　上半身は真っ白な肌をそのまま晒さらし、下はスカートをはいているが、めくれて黒のパンツがほとんど丸見えだ。

　そのパンツも、少しだけ下ろされて、かなり際どいところまで見えている。

「今日はスパッツはいてないんだな……」

「最初から、今日はサボるつもりだったからね」

「さっき思いついたようなこと言っといて……」

　葉月は外出しない限り、スカートの中にスパッツやショートパンツははかない。

　いや、私服のときはスカートでもはかないこともあるようだ。

　落ち着かない上に、オシャレ的な理由でもスパッツなどは好まないらしい。

「湊、あたしに文句言ってるけどさあ……あたしも、文句言いたい」

「え？　なんだ？」

「なんだ、じゃねーよ。ウチに来た途端、がっついてきたのはいいんだけどさぁ──」

　葉は月づきは、湊みなとのほうへと身を乗り出してきて。

「見てよ、これ。おっぱいぬるぬる……もうっ、舐なめ回まわすし噛かむし……つーか、さ、最後にはあんなこと……」

「あんなこと？」

「ふざっけんなよ、湊。あ、あんなことしてくるなんて！　む、胸で挟むとか……信じられねー！」

「いや、すげーふわふわ柔らかいから、つい……もう葉月のおっぱいの柔らかさは知ってたつもりだが、味わい方で全然違うんだな」

「味わうとか言うな」

　じろっ、と葉月がさらに身を乗り出して睨にらんでくる。

「でも、俺が頼んだら葉月も面白がってたじゃないか。挟んだら変な感じがするとか、びくびくしてて可愛かわいいとか、やる気満々で擦こすってただろ」

「あ、あれは照れ隠しで言ってたの！　フツー、ガチでやんないでしょ！」

　葉月は、Ｆカップの大きなふくらみを自分の手でゆっくり撫でる。

　横になっていても、二つのおっぱいが重力に逆らって綺麗なお椀わんの形を保っている。

「もう、あたしのおっぱい、あんな使い方するなんて……し、しかも最後はそのままあたしの胸に……」

「いや、好きにしていいって許可が出たんだから最後までいくだろ。あんなデカくて柔らかいもので挟んでもらって、最後までヤらない男はいねぇって」

「湊、エロ動画の観すぎじゃないの……？」

　また睨まれてしまったが、湊はその手のものはあまり観ない。

「しばらくは、エロ動画なんて必要なさそうだよな」

「ちょ、ちょっと……さっきのおっぱいでのアレ、思い出にするつもり？」

「パンツ見たりとかおっぱい揉もんだりとか、それだけでも凄かったのに。いやマジで、さっきのはすげーよ……」

「そ、そんなに？　まあ、楽しんでもらえたならいいけどさ……あたしも、実際ちょっと楽しかったし」

　葉月はベッドの上に座り直し、腕でＦカップおっぱいを持ち上げるようにする。

「じゃあ、もうちょっとしゃぶってもいいのか？」

「ま、まだやんの!?」

　葉月は、ずざざっとベッドの上で後ずさり──

「ダ、ダメじゃないけど……ちょ、ちょっとその前に胸拭いていい？　もう、いろいろついちゃってベタベタで……ティッシュ、ちょうだい。そっちにウェットのヤツあるから」

「ああ、これか……」

　湊みなとはベッド横の棚に置いてあったウェットティッシュを数枚取って、葉は月づきに手渡す。

「うわぁ……思ってたよりベッタベタ。もうっ、メチャメチャ舐め回されたし、こんなにいっぱい……！」

「あ、俺が拭いてやろうか？」

「拭いてやろうかって……あんっ、それ、拭くんじゃなくておっぱい撫なで回まわしてるだけじゃ……って、揉んでる揉んでる！」

「すげーよな、こんなむにむにというか、ぷるぷるというか」

「もっ、もうっ……後始末まで楽しまないでもらえる？」

「そうは言っても、葉月のおっぱい、デカいし柔らかいし、いつまでも揉んでられるんだよな。つーか、もう……」

「ちょっ、また吸ってる……！　やんっ、わざとちゅーちゅー言わせてんでしょ！」

「ふぅ……葉月のここ、やっぱ美味うまいな……」

「あ、味なんてするわけ……んんっ……！♡」

　湊は、胸を拭いているのかさらに汚しているのか、よくわからない作業を進めて──

「はうっ……んんっ……な、なにしてんだろ、あたしら」

　湊が一度離れると、葉月は大きな胸を上下させて荒い息をついた。

　ピンク色の乳首はつやつやと光り、白いお腹なかとおへそ、それにその下のほとんどめくれたスカート、脱げかけた黒パンツ、真っ白な太もも──

　真っ赤になった可愛い顔と、乱れたミルクティー色の長い髪。

　ベッドの上の葉月葵あおいは、あまりにも可愛すぎて、エロすぎる。

「ちょ、ちょっと……やりすぎたか？」

「やりすぎだね」

　ギロッ、と葉月に鋭い目で睨まれてしまう。

「今さらだが、なんでここまで……友達だからって……」

「やりたいだけやっといて、今さら疑問持つの？　まあ、なんつーか──あれ？」

「ん？」

　葉月がベッドの上で身体を起こし、床のほうを見た。

　つられて湊も、そちらに目を向ける。

「め、珍しい……モモがお客の前に現れるなんて」

「おお、モモをちゃんと見たの初めてだ……！」

　ブラウンのスコティッシュフォールドが、開いたままの部屋のドア横に座っていた。

　モモは、ベッドの上の二人をじいっと見上げるようにしている。

「……葉月が変な声出すから、気になって見に来たんじゃないか？」

「あたしが変な声出したとして、それは誰のせいですかねえ？」

「さあ、誰だろうな……」

　また葉は月づきに睨まれ、湊みなとは彼女から目を逸そらす。

「って、あれ？　俺、あの猫、見たことあるような……」

　モモをあらためて見ると、湊の頭の隅すみをなにかがよぎった。

　猫は種類と毛色が同じなら似たように見えるが──モモは妙に綺麗な猫だった。

　気高く、いかにも偉そうな──陽キャの女王の飼い猫にふさわしい気品がある。

　これだけ特徴的な猫を見間違えるということは、ありえない。

　湊は、この猫を以前にも見たことが──抱き上げたことすらあった。

「はぁ……やっと気づいたか」

「え？　葉月？」

　葉月はため息をつき、湊をじろっと睨んできた。

　湊はあらためてモモに目を向け──また、なにかが頭の隅をよぎる。

「あたしには大事なことなんだけどね。ま、湊にはたいしたことじゃないのもわかるよ」

「ど、どういうことだ？」

「しゃーない、教えてあげる。モモ、このお兄ちゃんがあんたの恩人だよ」

　にゃあ～っ、とモモが小さく鳴いた。







「春頃、モモが脱走したことがあったんだよ」

「脱走？」

　湊が聞き返すと同時に、再びモモがにゃあ～っと鳴いた。

「モモ、ちょっと風邪引いてね。あたしがキャリーケースに入れて病院連れてったんだよ。で、帰りにマンションの前で自転車にぶつかられそうになって、うっかりケース落としてさ。モモがびっくりして逃げちゃったんだよね」

「あれ、その話、なんか聞き覚えが……？」

　湊は頭に人差し指を当てて考え込む。

「お母さんにも連絡して一緒に捜し回ってたんだけど、たまたまお母さんがマンションに戻ったときに、男の子が一人いて。モモを見なかったか訊きいたら、その男の子もすぐに捜しに行ってくれてさ」

「…………」

　湊は、だんだん記憶が戻ってきた。

　確かに、そんなことがあったような──

「夜になっても見つからなくて、あたしは危ないからって帰らされたんだけど。そのあとも、その男の子がずーっと捜してくれて。もう日付が変わった頃に、近くの公園で見つけたってモモを連れてきてくれたんだよ」

「……親切なヤツもいたもんだな」

「親切すぎるくらいだよね。知り合いでもない家の猫を何時間も捜してくれたんだから」

「…………」

　湊みなとにはちょっとしたお節介程度の認識で、ほとんど忘れてしまっていた。

　引っ越しと高校生活のスタートが同時で、ドタバタしていたせいもあるだろう。

　それに、何気に猫好きな湊には、行方不明の猫を捜すなど当たり前のことすぎた。

「モモを受け取ったのも、お礼を言いに行ったのもお母さんでさ」

「…………」

　湊は綺麗なお姉さんから、お礼のお菓子を受け取った記憶もあった。

　若く見えたが、あれが葉は月づきの母だったのか、とそれも今さら気づいた。

　おそらく〝葉月〟という苗みよう字じも聞いていただろうが、美人のお姉さんに驚いて記憶が飛んだのかもしれない。

「あたしのミスのせいだったしね。湊に、どっかでお礼を言おうと思ってたんだよ」

「……そんな話、今日まで聞いてないぞ」

「実は同じ高校のヤツだってことも聞いてたんだよね」

「おいおい……」

　瀬せ里り奈なから聞いた、葉月が「同じ高校の生徒がこのマンションにいる」と言っていたという話の謎も解けた。

　葉月のほうが、一方的に湊のことを知っていたわけだ。

「モモを見つけてもらってから、お礼言えないまま間が空いちゃってさあ……なんか言い出しにくくなって」

　コミュ力の高い陽キャである葉月にしては、意外な話だが……。

　湊と葉月は、同じクラスでも春頃にはまったく接点がなかった。

　話しかけにくい、というのは湊にはよくわかる話ではある。

「でもさ」

「うん？」

「湊がいいヤツだってことは、そのときから知ってた」

　葉月は、にっこり笑って言う。

「……確かに、そんなことは恥ずかしくてなかなか言い出せないな」

「おおいっ、こっちだって必死に言ったのに！」

「わ、悪い、冗談だって。つーか、おっぱい丸出しで良い台詞せりふ言われても」

「あ、あんたが丸出しにさせたんでしょ！」

　葉月は湊に近づき、そのはずみで二つのふくらみが、ぷるるんっと揺れた。

「だから、あたしは最初から湊みなとは信頼できる良いヤツだって知ってたんだよね」

「ただ、猫が心配だっただけだ。当たり前のことだろ」

「誰でもできることじゃないよ。それで、追試で勉強を教わらなきゃってなったときに、湊と話すきっかけになるかなって。モモをずっと捜してくれた湊なら、あたしが物わかり悪くてもあきらめずに教えてくれそうだったし」

「そういう理由があったのかよ……」

「湊とは友達になれたし、あんたがお願いしてくるなら……な、なんでもいいかなって」

　葉は月づきにとって、モモは家族だ。

　それを助けた湊を信頼してくれている、というのもわかる。

　信頼があって、学校でも仲良くなれて、一緒に遊んでさらに関係を深めて──

　そもそも、そんなきっかけがあったとは、湊はまったく知らなかったが。

「なのにさあ！」

「こ、今度はなんだよ！」

　葉月は情緒不安定なのか、と疑ってしまいそうだ。

　その葉月の大声に驚いたのか、モモはにゃんっと短く鳴いてどこかへ行ってしまった。

「あ、まだ撫なでてもいないのに！」

「今度、死ぬほど撫でさせてあげるから。モモが許可すればだけど」
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「それが一番難しそうだな……」

　モモは飼い主よりよっぽどガードが堅そうだ。

「それより、湊みなと」

「は、はい」

「別に瑠る伽かに文句はないけど、あたしが先に仲良くなったのに、瑠伽にグイグイ迫ってさあ。そりゃ、瑠伽は可愛かわいいし、いい子だし、鼻の下が伸びるのもわかるけど」

「鼻の下を伸ばしてなんか……」

「いないとでも？」

「いえ、伸びてますね。はい」

　さっきから、葉は月づきの勢いに押されて、つい敬語になってしまう湊だった。

「いきなりあたしより瑠伽と仲良くなるのって、いいんだけど、なんか、シンプル納得いかないっつーか……」

「そ、そう言われても……」

　葉月は、言っていることが支離滅裂だ。

　自分の感情を持て余してしまっているらしい。

　もしかしなくても──嫉妬、というヤツだろうか。

　友人同士の関係に嫉妬、というのも別に珍しくはない。

　自分の友人が別の誰かと仲良くしていたら面白くない、というのはよくあることだ。

　それは男女の友人同士でも、変わるものではないだろう。

「そのうち、あたしがのけ者になるんじゃないかって。湊と瑠伽、楽しそうにＰＣの部品選んだり、料理したりとか……」

「いやいや、料理は葉月がまざるの嫌がったんだろ！」

「そうだけど……湊のご飯食べてると、美味おいしいんだけど不安になるんだよね……」

　葉月は、本気で納得がいっていないようだ。

　そう言われても、湊にはどうしようもない。

　急に学校をサボろうと誘ってきたのは、湊の料理がきっかけだったらしい。

　いや、葉月には言いたいことがたまっていた──ということだろう。

「だからさ……ホントになんでもいいんだよ。湊は一番の友達だし、湊がもっとやりたいことがあるなら……」

「もっとって……」

　湊は、葉月の姿をあらためて見つめる。

　胸は腕で隠しているが、隠しきれない大きさだ。

　ブラウスの前をはだけているので、白いお腹まであらわになっていて。

　ベッドの上で動き回ったせいか、スカートがめくれて黒いパンツもチラリと見えている。

　湊みなとは、ごくりと唾を呑のみ込こんだ。

　派手な美少女が、ほぼ半裸で──望むことをヤらせてくれると言っている。

　この状況でヤりたいことなど、他にない──たった一つしかありえない。

「な、なあ……葉は月づき……」

「うっ……す、凄すごい目ぇしてるよ、湊…」




「頼む、葉月！　一回でいいから──ヤらせてくれ！」




「い、言うと思った！」

　葉月は、掛け布団を引き寄せて身体を隠してしまう。

「でも、俺がヤりたいことって言うと──それしかねぇというか」

「そ、そうだろうけど……うーん、み、湊とかぁ……」

　葉月は掛け布団をさらに深くかぶり、顔を半分だけ出している。

「……湊のこと、春からずっと気になってた。二つ下に住んでるクラスメイトなんて、一緒に遊ぶには最高だけど……変に距離が近いから、話しかけるにはちょっと時間が必要だったんだよ。良いヤツだけど、気が合うかどうかは別だし」

「……たいしたヤツでもないからな、俺は」

「ばーか、気にしすぎ。良いヤツならそれで充分なんだよ」

　葉月は、くすっと笑って。

「あとは、一緒に遊んで面白いか。みんなと一緒に遊んでみて、確かめようと思って……ご、ごめん。試すようなことして」

「いや……」

　男の湊ならともかく、葉月は女子で──しかもとんでもない美少女だ。

　迂う闊かつに男に接近して、馴れ馴れしくされても困るだろう。

「湊と遊ぶの、楽しい。あたしのこと、けっこう適当に扱うし……へ、変なお願いしてくるけど、それも面白くてさ……家に帰ってきてもにぎやかなのが良いよね」

「……俺がいて、葉月が寂しくなくなったなら、よかった」

「うん、家でモモと二人で寂しくてもさ……三分で会いに行ける友達がいれば、安心できるんだよ」

　葉月は、掛け布団から顔を出して、身体を起こして──ちゅっとキスしてくる。

「引っ越してきたのが、湊でよかった。湊だから──お願いを聞いてあげるんだよ」

　ちゅっ、ちゅっと葉月はさらに二度三度とキスしてくる。

「湊とやることは楽しいから。だから、お願いされたら──聞いちゃうんだよね」

「……じゃあ、ヤらせてくれるのか？」

「おい、がっつくんじゃねーよ」

　葉は月づきは、ギロリと今までにない凄んだ目を向けてくる。

　湊みなとには照れくさい話だったので、冗談めかしてみたのだが、怒られてしまった。

「で、でもさ……そういう場合って……その、安全のためっていうか……」

「は？　あ、ああ」

　湊はピンと来て、またベッドを下りて、カバンからある物を取り出す。

「み、湊……持ってたんだ？」

「い、一応な……いつ必要になるかわからんから、カバンに……」

「おおーい……それ、あたしで使うつもりだったんだ？　このエロー、エロー」

「あのな、買うのけっこう恥ずかしかったんだぞ。わざわざチャリでめっちゃ遠くのコンビニまで行ってさ」

　湊は、その小さな箱を枕元に置く。

　先日、テスト前に〝準備〟しておこうと決めて買っておいたものだ。

　コンビニのレジで差し出すのは意外なほど恥ずかしく、必要もない菓子や雑誌と一緒に買うという小こ賢ざかしいマネまでしてしまった。

「こ、これって何個入ってんの？」

「十二個入り……かな？」

「これ、まだ開けてない？　新品？」

「一度試しに着けてみようかと思ったんだが、結局やってないな」

「ふうん……」

　葉月はその箱をじーっと見つめてから。

「もっかい訊くけど、あたしで使うために……買ったの？」

「も、もちろん」

　湊はこくこくと頷うなずく。

「ふぅーん……あんたの背後に黒髪ロングの可愛い女子が見える気もするけど、そういうことにしといてやるか」

「き、気のせいだろ」

「じゃあさ、その十二個……全部あたしで使うって約束できる？」

「い、いっぺんに十二回も!?」

「いっぺんにとは言ってねー！」

「そ、そうだよな。さすがに俺、死ぬよな」

　いくら湊が元気いっぱいの高校生でも、その回数はさすがにありえない。

「だから、とりあえず十三回までは確定……かな？」

「は？　計算合ってなくないか？　また勉強教えるか？」

「そ、そうじゃないっ」

　葉は月づきは、湊みなとを睨みながら箱を手に取って──ぽいっと床に捨てた。

「さ、最初は……こっちは初めてなんだから」

「え、は、初めて？」

「当たり前でしょ。こんな派手な見た目だからって──みんな遊んでるわけじゃねーの」

「そ、そうか」

　このギャルっぽい、派手な美人の葉月が──

　だが、そもそもキスも初めてだったのだし、湊は不思議なほど納得していた。

　この数ヶ月の付き合いで、湊は葉月の周りに自分以外の男の影をまったくと言っていいほど見ていない。

　葉月葵あおいは誰かと付き合ったこともなく、当然〝経験〟もないのだろう──

「は、初めてだから、最初くらいは……その……そ、そのままでいいよ……」

「マ、マジで？　着けなくていいのか……？」

「い、一回だけ！　一回だけよ！　あとの十二回はちゃんと……ま、まあ足りなくなったらまた考えよ」

「…………」

　足りなくなったらまた買えばいいだけだが、湊はわざわざ突っ込まない。

「葉月、一回だけ……ヤ、ヤらせてくれ……！」

「しょ、しょうがないなあ……ホントに一回だけだよ？」

　葉月は、ぼっと湯気が出そうなほど真っ赤になって頷いた。

「一回だけだよ。だって、あたしは……カノジョじゃなくて、友達なんだからね？」

「…………」

　カノジョが相手であっても着けるのがマナーだが、葉月の考えは違うらしい。

「一回だけ……あんたを、そのまま感じたい。初めての一回だもん……」

「ああ……」

　湊は葉月を抱きしめ、キスして──その豊かな胸を揉みながら、ベッドへと押し倒した。







「う、うわっ……もう夜になってるじゃん……！」

「えーと、もうすぐ七時だな」

「七時だな、じゃねー！」

　葉月は叫ぶとベッドから下りて、カーテン越しに窓の外を見た。

　秋も深まって、当然ながら日が落ちるのも早いので真っ暗だ。

「こ、こんなに長いことヤってたんだ、あたしたち……」

「つーか、葉は月づき。下着くらい着けたらどうだ？」

「え？　きゃっ……！」

　葉月は慌てて胸を腕で隠した。

　Ｆカップのたわわなふくらみは隠しきれず、可愛いピンクの乳首も覗のぞいている。

「そんなに恥ずかしがらなくても。もう散々見せたんだし」

「そ、それとこれとは違うの！　ちょっと、それでいいから貸して！」

「ん？　これでいいのか」

　湊みなとはベッドのすぐ横に落ちていた自分の制服のシャツを拾って、葉月に投げる。

　葉月は、素早くシャツを身につけて、ボタンをいくつか留めた。

「……けっこうデカいね。あと、男の子の匂い、する」

　葉月は、余ってしまった袖を口元に寄せてクンクンと匂いを嗅いでいる。

「そりゃ、女の子じゃねぇからな。つーか、いきなり匂い嗅ぐか？」

「い、いいでしょ！　人の服を着るのなんて初めてだし！」

　葉月は文句を言いつつも、まだ袖を口元に寄せたままだ。

　まさか、湊の匂いが気に入ったわけでもないだろうが。

「あ、カレシャツじゃないからね？」

「わ、わかってるって」

　湊は友達であってカレシではないので、カレシャツではない。ただ──

　シャツの前はほとんど開いているので、おっぱいが半分近く見えている。

　葉月には大きめとはいえ、裾からは真っ白な太ももが伸びている。

　袖はかなり余っていて、なんだか可愛らしい。

　ついさっき葉月の身体の隅々まで見たというのに、こんな姿にも興奮してしまう。

「わっ、なんか蹴った……って、これ、こんなとこ放り出してたの？」

「ああ、そこにあったか。見ないと思ってた」

　葉月は例の小さな箱を持って、中を見ている。

「んー……残り十個……なんか、すぐに無くなりそうだよね……」

「一週間もたなかったりしてな」

「……おい。毎日、ヤらせてあげるなんて言ってないからね？」

「わ、わかってるって、冗談だよ」

　湊は葉月が投げてきた箱を受け取り、カバンにしまう。

「……って、湊。なんで一個取り出してんの？」

「いや、親が帰ってくるまであと三時間はあるし、念のために」

「なーにが念のためよ！　つーか、今日はもう無理！　なんかまだ入ってるみたいな感じするし……」

　葉は月づきは床に座り込み、ベッドにもたれかかる。

「なんかもう、もんの凄すごかった……最初の一回なんて、全然覚えてない……」

「俺もあんまり……気持ちよすぎて……それしか記憶にない」

「ぶっちゃけ、すげー痛かったし……マジで涙出てたよ、あたし」

「わ、悪かった。けど、葉月も気にせずヤっていいって」

「あ、ああいうときは他に言いようがないでしょ！　痛いからヤメロ、なんて言ったらシラけるじゃん！」

「マジで悪かったって……」

　さすがは陽キャ、場の空気を重視するようだ。

　葉月がかなり痛がっていることは、湊みなとももちろんわかっていたが、気持ちよすぎて我慢などできなかった。

「……あっ、そうだ。もしかして……」

　葉月は、ぱっと顔を上げると、掛け布団を勢いよく剥はぎ取とった。

「うわぁ……これ、洗濯しなきゃまずいよね……」

　葉月のベッドのシーツには、いろんな液体が染み込んだあとや、それに──

「こ、こんなに血ぃ出たんだ……そりゃ痛いよね……」

「……俺ばっか気持ちよくて、マジで悪い……」

「ちょ、ちょっと、そんなに謝られたら悪いことしたみたいじゃん。う、うーん……最初の一回は痛かったけど、最後は……それに、そのあとの二回はあたしもけっこう……」

「イきまくってたよな」

「デリカシーゼロかよ！」

　葉月が枕を投げつけてくる。

　さすがに運動神経バツグンだけあって、正確に湊の顔に当ててきた。

「一回だけって話だったのに、結局……さ、三回も……湊、がっつきすぎ！」

「ま、待て。三回目は葉月が抱きついてきて『もう一回だけなら……』とか言ったんだろ」

「お、覚えてないっ！　ていうか聞かなかったことにしてよ！　やっぱノンデリ！」

　葉月はさっき投げた枕を拾うと、バンバンと湊の胸に叩きつけてきた。

「もうっ……馬鹿だよ、この男はー。これ、早く洗ったほうがいいかな」

「俺が汚したんだから、俺が洗おうか？　それとも、記念に取っておくか？」

「ば、ばぁーか。こんなもん、捨てちゃおう！」

　葉月は真っ赤になって、汚れたシーツを強引に剥ぎ、丸めてしまう。

「お、おい、捨てるのはもったいねぇだろ。思い出のシーツなんだし」

「シーツに思い出を求めんな。まあ……一応洗ってそのまま使おっかな」

「そうしてくれ。じゃあ、シーツを替えてから──もう一回いいか？」

　葉は月づきを見ていると、ムラムラがまたこみ上げてきてしまう。

　こうして二人でベッドにいる限り、何回ヤっても止まれないかもしれない。

「……一回だけだよ？　今度こそ一回だけで……それからご飯食べよう。そういや、お昼も食べてないし」

「あ、そうだった」

　結局、ほとんど飲み食いもせずに一日中、ベッドにいたようなものだった。

　夢中になって葉月を求めまくってしまったが、そろそろ体力も限界だ。

　自分がこんなにがっつくとは、湊みなと自身も想像もしていなかった。

「ね、湊。その前に──もっかい、ちゅーしようよ」

「俺もお願いされたら断れねぇな」

「ばかっ」

　湊は怒ったフリをする葉月を抱きしめ、キスする。

　この可愛すぎる女友達に、自分が甘えている自覚は持っている。

　そして、同時に。

　モモのことがあったとしても──

　お願いすれば、葉月がここまでヤらせてくれることを不思議に思っている。

　今日の出来事は最高だったとともに、湊に一つの疑念を持たせた。

　この女友達には、まだ自分が知らないなにかがあるのかもしれない──
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　ぷくーっ、と可愛かわいい頬ほおがふくらんでいる。

　隣に座っている、黒髪ロングの清せい楚そな美少女はさっきから黙ったままだ。

「あのー……瀬せ里り奈なさん？」

「……葵あおいさんのことは、呼び捨てにしてますよね？」

「瀬里奈さ……瀬里奈」

「なんでしょうか、湊みなとくん」

「そろそろご機嫌を直していただけないでしょうか、お嬢様」

「お嬢様、はやめてください。別に機嫌は悪くありません」

「…………」

　本当かよ、と思うが湊は迂う闊かつにツッコミを入れられなかった。

　学校を丸一日サボって、葉は月づきに大きすぎるお願いを叶かなえてもらった翌日。

　今日、瀬里奈は放課後になるまで、ずっと機嫌が悪かった。

　学校を出て、湊が思い切ってカフェに誘ってみたら応じてくれたところを見ると、そこまで怒っているわけでもなさそうだが……。

「あ、この抹茶ラテ、美味おいしいですね」

「そうだな、ここちょっと高いだけあるな」

　二人は壁際のカウンター席に座り、湊はアイスカフェオレ、瀬里奈は抹茶ラテを飲んでいる。

　多少値段が高めのカフェで、同じ学校の生徒の姿は見当たらない。

　瀬里奈と二人きりなところを他の生徒に見られたくないので、この店を選んだのだ。

「美味うまい抹茶ラテで機嫌直るかな……」

「聞こえてます。ですから、怒ってません。ただ、葵さんと二人だけで遊んで、さぞ楽しかったでしょうと思ってるだけで」

「…………」

　浮気男が責められているかのようだった。

　葉月は、今日の放課後は女子グループと遊んでくるらしい。

　あいつ、毎日遊んでばかりじゃねぇか、俺だけ瀬里奈に責められて不公平だろ、と湊は次々に浮かんできた言葉を呑のみ込こむ。

「瀬里奈を仲間外れにするつもりじゃなかったんだよ。なんか、勢いが働いたというか」

「……私も誘ってくれたら……初めて学校をサボってたかもしれません」

「そ、それはまずくないか？　俺や葉は月づきはともかく、優等生の瀬せ里り奈ながサボリなんて」

「私は優等生じゃありませんよ。優等生だったら、湊みなとくんにあんなこと……」

　かぁーっ、と瀬里奈は真っ赤になってしまった。可愛すぎる。

　湊も、先日の瀬里奈の胸の感触を思い出してしまい、必死に興奮を抑え込む。

「そ、そうだ、この前買ったＰＣパーツはどうなったんだ？」

「私の機嫌を取ろうとしてません？」

「い、いや、俺もＰＣ好きだし、興味はあるって」

　機嫌を取れそうな話題を振ったのだが、瀬里奈のＰＣに興味があるのも間違いない。

「試験もあったので、まだ組めてなくて。もう少し吟味したいパーツもありますし」

「ああ、いくつか前のＰＣから流用するって言ってたな。やっぱ買い替えるパーツが出てきたってことか」

「ええ、結局は総入れ替えになってしまいそうです」

「かなりこだわるんだな」

　湊は思わず苦笑してしまう。

　やはり、目の前の清楚なお嬢様と自作ＰＣという趣味がつながらない。

「ウチのＰＣもレジェは普通に動いてるが、重たいゲームもいくつかあるんだよなあ」

「ああ、ノートＰＣなんですよね。やっぱり重たいゲームを遊ぶならデスクトップのほうがコスパいいですよ。ノートでハイスペックを求めるとやはりお値段が……」

「だよな。置き場所の問題はあるが……瀬里奈に相談乗ってもらって、俺もコスパの良いゲーミングデスクトップを組んでみるか」

「ご相談ならいつでもどうぞ！　なんでしたら、私の余剰パーツも提供して──って、やっぱり私の好きなものの話をして、機嫌を取ろうとしてますよね!?」

「い、いや、ＰＣほしいのはマジだって」

「葵あおいさんのえっちな姿の動画編集、今のノートだと厳しいんでしょうか……？」

「俺が友達のエロ動画を撮ってる前提!?」

「え？　ち、違うんですか？」

「それはまだやってねぇな……」

　瀬里奈にはとんでもない誤解をされていたようだ。

　というより、湊がゲーム好きであることを知った上で、ＰＣの最大の用途がエロ動画の編集だと思われていたのが驚きだ。

「男の人は、お気に入りの映像を集めて編集するものだと思ってました……」

「瀬里奈、男女のことに疎いのか詳しいのかわかんねぇな」

　湊には、リアル女子を撮影する趣味はない。

　いつもすぐそばに葉は月づきがいるので、わざわざ映像を観みる必要がないとも言う。

「そうじゃなくて、ガチでゲームに使うんだよ。レジェもＰＣスペック高いほうが撃ち合いで有利だって言うしな」

「ああ、はい。フレームレートの問題ですね。モニターにもよるので、ＰＣスペックだけ上げても仕方な──いえ、もうその話はよくて」

「……本当に怒ってないか？」

「私、怒ることってあまりないですよ」

　だからこそ、不機嫌そうな瀬せ里り奈なに気を遣っているのだが。

　湊みなとはそう言いたかったが、火に油を注ぐマネもしたくない。

「学校お休みして、葵あおいさんと……こ、こういうことしてたんですか？」

「こういうって……お、おいっ」

　瀬里奈が突然うつむいたので、湊もなんとなく視線を下げてしまう。

　カウンター席のテーブルの下で、瀬里奈の膝丈スカートが持ち上げられている。

　すすっとスカートの裾が上がってきて、白くてほっそりした太ももがあらわになり──

「ちょ、ちょっと、やべぇって」

　湊は、思わず周りを見渡してしまう。

　店内に客は少ないし、カウンター席には他に誰もいない。

　だが、いつ新しい客が来て隣に座るかわかったものではない。

「は、恥ずかしいですけど……湊くんたちがなにをしていたのか確かめたいです……」

　さらにスカートが持ち上がり、今度は白いパンツまでちらりと見えている。

　白いレースのつるつるした生地で、ほとんどスカートで隠れているのが余計にエロい。

　すべすべした白い太ももと、清楚な白いパンツの組み合わせを、他にも客がいるカフェで見てしまっている──

　いつもと違った状況に、余計に興奮してしまいそうになる。

「あ、葵さんの下着も……また見せてもらったんでしょうか？」

「み、認める！　見せてもらったから、認めるから、もう勘弁してくれ！」

「は、はい……！」

　瀬里奈は、さっとスカートを戻し、下着も白い太ももも隠れた。

　正直、もっと見ていたかったが、さすがに時と場所を選ばなければならない。

「なんつーことするんだ、瀬里奈。毎度驚かせてくれるよな……」

「す、すみません」

　このおとなしそうなクラスメイトは、意外なほど見た目とは違っている。

　公園でブルマを脱いだときといい、もしかすると葉月より大胆かもしれない。

「認めてくれましたから……も、もう怒ってません」

「やっぱり怒ってはいたんだな」

　湊みなとはなんだか、自分ばかり得をしているような気もする。

　以前に見せてもらった瀬せ里り奈なのパンツも、こうして外で──こんなシチュエーションで見ると、また強烈にエロすぎる。

「そうだよな……瀬里奈に隠し事はよくないよな。友達なんだから」

「友達……ですよね。ええ、友達ですから、なんでも話してほしいです」

「わ、わかった」

　湊は、ふーっと息を吐いて。

「もう観念したほうがよさそうだな。友達なんだし……」

「え？　まだなにかあるのでしょうか？」

「ああ、ちょっと、待っててくれ」

　湊はスマホを取り出して素早く操作する。

　なかば予想していたが、すぐに返事が来た。

「よし、それじゃ行こう」

「どこへですか？」

「俺の家だよ」

　湊はアイスカフェオレを一気に飲み切って、立ち上がった。

　既に瀬里奈も抹茶ラテを飲み終わっている。

「えっ？　で、ですが、いきなり湊くんのお家って……いえ、いいんですけど……」

「いや、変な意味じゃなくて。まず俺の家に行ってから、葉は月づきの家に行こうって話で」

「え？　え？　ですが、今日は葵あおいさんはいませんし……合鍵を持ってるんですか？」

「合鍵はねぇけど……ほら」

　湊はスマホを取り出して、画面を瀬里奈に見せる。




湊　　［俺の家、瀬里奈さんに教えていいか？］

はづき［おけ］

はづき［そろそろ隠しておけないし。瑠る伽かならいいでしょ］

はづき［残り７］




「……残り７ってなんですか？」

「そ、そこは気にしなくていい」

　もちろん、湊が買った十二個入りのアレの残りのことだ。

　なんだかんだで何度か使い、今朝も一個使ってしまったので、残りは七個になっている。

　葉月で全部使うという約束を忘れるな、と釘くぎを刺してきたのだろう。

　湊みなとは戸惑う瀬せ里り奈なを連れてカフェを出て、しばらく歩き──

「ここだよ」

「え？　ここって、葵あおいさんのマンションですよね？」

「そうなんだが……」

　湊は苦笑しながら先を進み、エントランスに入っていく。

　瀬里奈は首を傾げつつ、ついてくる。

　そろそろ察しそうなものだが、天然気味な彼女はまだ気づかないらしい。

　とりあえず百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず、実物を見せたほうが説明するより早いだろう。

　瀬里奈が家に来るなら、湊には好都合でもあった──







「ほ、本当にここが湊くんのご自宅なんですか……！」

「悪かった、隠してて」

　湊家のリビングに瀬里奈を案内し、お茶を出すとようやく彼女も実感したらしい。

　さっきカフェでお茶をしてきたところだが、初めてのお客に飲み物も出さないのも気が引ける。

「瀬里奈なら人に言いふらさないのはわかってたが、周りには内緒にしてたんだよ。クラスメイト同士で同じマンションで暮らしてると、変な勘ぐりされそうだから」

「そ、そうだったのですか……それは当然ですよね」

　瀬里奈はすぐに理解してくれたようだ。

　今となっては、勘ぐられても仕方ない関係になっているが、湊家と葉は月づき家けの位置関係をこれからも周りに明かすつもりはない。

「別に、こっちから言って回るようなことでもねぇしな。でも、瀬里奈には悪かった」

「い、いえ……これは本当に気にしていません。葵さんが同じマンションに住んでるクラスの方がいると言ってたのは、湊くんのことだったのですね」

「俺は、けっこう長いこと気づいてなかったけどな」

　同じマンション内でも、顔を合わせない住人も意外と少なくないらしい。

　モモの失踪事件がなかったら、ずっと接点がないままだったかもしれない。

「はー……こんなに近かったら、いつでも遊びに来られますね」

「まあ、そんな感じではある……ウチも葉月の家も、親の帰りが遅いしな」

「葵さん、実は寂さみしがり屋やさんですもんね。モモちゃんは可愛かわいいでしょうけど、二人だけでは寂しいですよね」

「そうなんだよな」

　瀬里奈は葉月のあまり人に知られていない一面に気づいていたらしい。

　にぶいのか鋭いのか、このお嬢様はよくわからない。

「そういうわけだから、葉は月づきも友達との遊びは適当に切り上げて、こっちに合流するらしい。それまで、ちょっと待っててくれ」

「あ……あの、一ついいですか？」

「うん？」

「湊みなとくん、ＰＣでゲームされてるんですよね？　見せてもらっていいですか？」

「ああ、気になるんだったな。いいよ、じゃあ俺の部屋に来るか？」

「はい、お邪魔します」

　湊と瀬せ里り奈なは飲み物のカップを持って、湊の部屋へ移動する。

　この部屋に女子が入るのは二人目──いや、このマンションに引っ越してきたときは、自分の部屋に女の子が来るなど想像もしなかった。

　しかも、葉月に続いて超がつく美少女──

「つっても、俺のはたいしたスペックじゃないぞ」

「人のＰＣって触ってみたくなるんですよ」

「そういうもんなのか。ゲームやってみるか？」

　湊は内心の緊張がバレないように抑えながら、テーブルの上のマウスを動かして、スリープさせていたノートＰＣを立ち上げる。

　遊ぶゲームはいつもどおり、人気のＦＰＳ〝レジェンディス〟。

「これ、実は私も何度か遊んだことあるんです。ＰＣのベンチマークも兼ねて」

「へぇ、お手並み拝見だな」

　ベンチマークとは、ＰＣに意図的に負荷をかけて性能を計測することだ。

　レジェンディスはそこそこ重たいゲームなので、よくベンチマークに使用される。

　ＰＣ好きの瀬里奈がアカウントを持っていても不思議はない。

　瀬里奈はキーボードとマウスを慣れた様子で操作して──

「あ、なんか勝っちゃいました」

「上手うまっっっっっっっっっっっっ…………！」

　画面には〝ＣＨＡＭＰＩＯＮ〟の文字がでかでかと浮かんでいる。

　瀬里奈は冷静な操作で、次々と敵を仕留めていき、チームを引っ張って、遂ついに最後まで生き残ってしまった。

「めちゃくちゃ上手いじゃねぇかっ……！」

「え、え？　たまに遊ぶ程度だったんですけど」

「天才かよ」

　湊は、ずーんと落ち込んでしまう。

「立ち回りもガチだったしな……貪どん欲よくに勝ちを狙ってたな、瀬里奈」

「え？　勝ち以外を狙う理由があるんですか？」

「……ありません」

　どうやら、ゲームへの姿勢も湊みなとと瀬せ里り奈なでは異なるようだ。

　このおとなしそうな瀬里奈が、ここまで勝利に貪欲なのは意外すぎた。

「あ、でも私は全然エンジョイ勢ですよ」

「エンジョイ……俺なんて毎日やり込んでるのに瀬里奈より全然下手じゃん……」

「ご、ごめんなさい」

　謝られると余計に悲しくなるが、瀬里奈は本気で申し訳なく思っているようだ。

　落ち込む湊は、思わず床をじっと見て──

　瀬里奈はゲームしながら身体が動くタイプで、スカートの裾が乱れている。

「……あれ？」

「な、なんですか？」

「そういやさっき、瀬里奈、生パンツじゃなかったか？」

「な、生パン──い、今頃気づかないでください」

　瀬里奈は顔を赤くして、スカートをぱっと押さえた。

「ブルマは湊くんにプレゼントしてしまいましたから……もうはいてないんです」

「そ、それなら、代わりにスパッツとかショートパンツをはくとか……」

「やっぱり、ああいうのはしっくり来なくて……あ、でもスカートを少しだけ長くしたんですよ」

「え、そうなのか」

　湊は全然気づいていなかった。

　瀬里奈のスカートは元から膝丈で、他の女子と比べても長めだ。

　少々長くなっても、にぶい湊では気づけるはずもない。

「これなら、階段の下からでも覗かれないですし、風でもめくれにくいはずです」

「うーん……でも、なにかの拍子で見えるかもしれねぇし、一応はいておいたほうが」

「大丈夫です、気をつけますから。湊くん以外には見られないように……」

「…………」

　俺にだけ見せてくれる理由はなんだろう、と湊は悩む。

　考えられる理由は、「友達だから」だが、それにしても瀬里奈は大胆がすぎる。

「み、湊くんは短いスカートがお好きですか？　それでしたら私もまた短く……」

「いやいや、生パンツでミニスカは危険だろ！　長いのも悪くないし。いや、普段長いスカートで隠されてて、俺だけ瀬里奈の太ももを見られるのが嬉うれしいというか！」

「詳しく説明してくださるんですね、湊くん……」

「うん、本当に俺はなにを言ってるんだろうな……」

「い、いえ、私なんかの太ももでいいなら……ご、ご覧になりますか？」

　湊みなとは、瀬せ里り奈なのその台詞せりふに、ごくりと唾を呑のみ込こむ。

「それとも、さっき見たばかりですし、今日はもう──」

「いや、見たい！　何度でも瀬里奈のパンツが見たい！　なんなら、さっきはチラリだったから、もっとがっつり見たい！」

「私、太ももって言ったような……し、下着でも……い、いいですけど……」

　一瞬も迷わず欲望を口に出した湊に、瀬里奈は困った顔をする。

「少しずつ焦じらすみたいに太もも、パンツと見せてほしい……！」

「お、お願いが細かいですね……こ、こんな感じでしょうか……？」

　瀬里奈は立ち上がると、チェックの膝丈スカートをすすっとめくっていく。

　真っ白でほっそりとした太ももが現れ、続いてシルクの白いパンツが姿を見せる──

「や、やん……そんなにじっと見ないでください……」

「も、もうちょっと……よく見せてくれ」

　湊は清せい楚そな少女の、可愛い白パンツに思わず顔を寄せてしまう。

　鼻がパンツにくっつきそうなほど近づいて──

　カフェでの危険なチラリとはまるで違う、ごく近距離での美少女のパンツに興奮が止まらない。

「きゃっ……」

　瀬里奈が、ぽてんとベッドに座り込んだ。

　それでも、彼女はスカートの裾をめくり上げたままだ。

「やぁんっ……ス、スカートの中に顔が……い、息がかかってます、湊くん……」

「わ、悪い、もうちょっと、もうちょっと……」

　湊は遠慮せずに瀬里奈の膝丈スカートに顔を突っ込むようにして、彼女の白パンツをじっと凝視している。

　残念ながら、湊は聖人ではないのでこんな姿を見せられておとなしくしていられない。

「……あんっ、もうパンツは……んっ……あ、あの……湊くんっ……」

「あ、ああ」

「あうう……完全に生返事です……あの、湊くん？　そ、その……これ以上、下着を見られるのは恥ずかしいので……代わりになにか……」

「えっ、マジで……？」

「え、ええ……その……あまり恥ずかしいことは無理、ですけど……」

「じゃ、じゃあ……キ、キスとか？」

「キ、キス、ですか……は、はい……その……こ、こんな感じでしょうか……」

「…………っ！」

　ベッドに座ったまま、瀬せ里り奈ながゆっくりと湊みなとに唇を重ねてくる。

　瀬里奈のほうも、一瞬の迷いすらなかった。

　その瀬里奈の大胆さに驚きつつも、湊は唇の柔らかさにますます興奮してしまう。

「ん……ちゅっ♡　こ、これだけじゃダメですよね……」

「お、おい……うおっ」

　瀬里奈はちゅっ、ちゅっとさらにキスして──

「んむむ……んっ♡」

「…………！」

　ぬるり、と瀬里奈の舌が湊の口内に入ってくる。

　熱くて柔らかい舌が、湊の口の中をぐいぐいと動き回っていく。

「んっ、ちゅっちゅっ♡　んん……んむっ、んっ、ちゅっ……♡」

　瀬里奈は夢中になって湊にキスして、差し込んできた舌を湊の舌に絡めてくる。

　この黒髪清楚な美少女が、いきなりここまで大胆なキスをしてくるとは。

　湊は圧倒されながらも、瀬里奈の唇の柔らかさと舌の熱さが気持ちよすぎて、逃れられない。

　いや、まるで湊が瀬里奈に襲われているかのようだ。

「ちゅっ、ちゅっ♡　んっ、ちゅるっ……湊、くん……んっ、ちゅ♡」

「お、おい……そ、そこまでディープなヤツをしなくても……んっ」

「えっ？」

　湊の台詞を遮るように、またキスしてきた瀬里奈がすっと唇を放す。

「キ、キスってこういうものじゃないんですか？　映画とかだと、こういう感じで……」

「いや、もっとソフトなキスも映画でやってるだろ……」

「そ、そうかもしれません……」

　瀬里奈の顔が、かーっと真っ赤になる。

「す、すみません……で、でも……もう下着も見られていますし、湊くんもこれくらい濃いキスのほうが嬉しいかと……」

「あ、いや！　謝らなくていい！　せ、瀬里奈、すげーよかった……」

「よ、良かったです……じゃあ、もう一度だけ……ちゅっ♡」

　瀬里奈はまたにっこり微笑ほほえむと、ちゅっとついばむようにキスした。

　一度だけと言いつつ、また何度もちゅっちゅと唇を合わせてきて──

「はぁん……初めてでしたけど……キスってこんなにすっごいんですね……」

「は、初めて？　初めてで、あんな濃いのを……？」

「ご、ごめんなさい……初めてなのにはしたないマネをしてごめんなさい……」

「ああ、謝らなくていいって。最高に気持ちよかったし」

「お友達が気持ちよくなってくれて……う、嬉しいです」

　やはり、この黒髪美少女の口は最高に気持ちよかった。

　しかも、清楚な瀬せ里り奈なのファーストキスまでもらえるとは……。

「キスだけでも上手うまくなりたいですし……葵あおいさんに胸の大きさは負けてますから……」

「そんなことは気にしなくても」

「……他にも気になることがありますよ？」

「え？」

　瀬里奈は、すっと腕を湊みなとの腕に軽く絡めるようにしたかと思うと──

　一瞬のうちに、湊と瀬里奈の位置が入れ替わり、湊はベッドに仰あお向むけに倒れ込んでいた。

「あ、あれ？　なんだ、今の？」

「簡単な護身術です。私は力はないですけど、腰のひねりだけで殿方を投げることもできますよ」

「……意外な才能、ありすぎだろ。いつ投げられたのかもわからんかった」

　一瞬、身体が浮いた感覚がしただけで、痛くもなんともなかったが。

「昨日は葵さんと学校をサボってなにをしていたのか……教えてもらえますか？」

「そ、それは……」

「私も、湊くんのお友達のつもりです。ですから、葵さんと同じ遊びをしたいです……」

「…………」

　おそらく、瀬里奈は湊と葉は月づきが昨日なにをしていたか気づいている。

　この部屋に来て感づいたのか、それとも──もっと前から気づいていたか。

「いや、でも、俺がお願いして葉月に……その、ちょっと……」

「ちょっと？　ちょっと、なにをしたのでしょうか？」

　いつになく、グイグイ来る瀬里奈だった。

　どうやら、逃げられそうにない。

「ヤ、ヤらせてほしいって頼んだというか……ああ、最低だよな!?」

「ヤ、ヤらせて……！　そ、そうだったんですか」

　さすがに瀬里奈は顔を真っ赤にしている。

　自分の友達二人が、学校を休んでなにをしていたか具体的に想像したのだろう。

「で、ですが……最低かどうか決めるのは葵さんと……私です」

　瀬里奈はブレザーを脱ぎ捨て、ぷちぷちと白ブラウスのボタンを外し始める。

　ブラウスの隙間から、白いブラジャーと適度にふくらんだおっぱいの谷間が見える。

「私は最低なんて思いませんし……お、お願いされたら……きっと断れません。大好きなお友達と、遊びたい気持ちは葵さんと同じですから……」

「……せ、瀬里奈にも……頼んでいいのか？」

「は、はい……」

「実は、最初から瀬里奈に頼みたいこともあったんだが……」

「え？　なんでしょう……？」

「いや、それは難しいことじゃないから、あとにしよう」

　湊みなとは言っておいて、「しまった」と思った。

　せっかくいいムードで会話が進んでいるのに、つい余計な口を利いたようだ。

　こんなことで、瀬せ里り奈なの気分が変わっては困る──非常に。

「今、湊くんが頼みたいことも難しくはないですよ……私には」

　瀬里奈は恥ずかしそうに微笑んで言った。

　どうやら、まだ挽ばん回かいは可能らしい。

「こ、ここもまた……み、見ますか？」

「ああ」

　湊は、白いブラジャーをくいっと下にズラして、可愛かわいいピンクの乳首を露出させる。

「けっこう大きいよな、瀬里奈のも……」

「い、一応……でぃ、Ｄカップ……みたいです……」

「そ、そんなにあるのか」

　Ｆカップの葉は月づきにはかなわなくても、充分に大きい。

　湊は具体的なサイズを聞いたことで、もう興奮が最高潮に達してしまう。

「で、でも……今日は胸だけじゃ済みませんよね……？」

「済ませるのは無理かも……でも瀬里奈、まずはこれを──」

　湊は、少しずつ瀬里奈のピンクの乳首に顔を近づけ、唇をそこに──




「この男、ちょっと目を離したらすぐに誰とでも仲良くしちゃうね」




「……は、葉月……っ！」

「あ、葵あおいさんっ……！」

「ハァイ、湊、瑠る伽か♡」

　湊と瀬里奈は慌ててベッドから下りて──

　そのすぐそばに立つ、派手なギャル美少女に向き直った。







「ふぅーん……残りは七個のままってことね？」

「ななこ？　そういえばさっきも、ＬＩＮＥでそんなようなこと……」

　再びベッドの上に座り直している瀬里奈が、きょとんとして、首を傾かしげている。

　湊みなとは、黙ってこくこくと頷いた。

　とりあえず、ここまでの二人きりでの流れをなんとか葉は月づきに説明したところだ。

「今度は、瀬せ里り奈な用ようも買っておくよ……」

「こいつ、ヤる気満々じゃねーか！」

「でも、葉月がマメに数えてるみたいだから、瀬里奈にも使うことになったら、別々で用意したほうがカウントしやすいだろ？」

「そうなんだけど、そうじゃない！　だいたい、いつの間にか瑠る伽かを呼び捨てしてるし」

「胸もパンツも見てるのに、さん付けってほうがおかしくないか？」

「なんか、湊と話してると、なにがおかしくてなにが正解なのかわかんなくなる……」

「そうか？」

　湊はごく真面目に、二人の女友達と向き合っているつもりだ。

　その女友達が二人揃そろって、湊のお願いを聞いてくれるというだけであって。

「おかしいな、あたしがおかしいの？　うーん、考えるほど頭がこんがらがってくる」

「大丈夫ですか、葵あおいさん？」

「あんたもあたしを混乱させてるからね、瑠伽。でも、うーん……まあいいか。とりあえず、今は七個のままだし」

「残り七個も頑張って使うって」

「どうせ今日明日で七個なんて……そうじゃなくて、もう話はわかった！　二人だけで楽しく遊んでたってわけね！」

「……お言葉ですけど、昨日は葵さんが湊くんと二人で遊んでたのでは？」

「おっ、瑠伽も言うじゃん。けど、そのとーり。これでおあいこってことで」

「は、はい。おあいこ、です」

　葉月がベッドの瀬里奈に手を差し出し、瀬里奈も同じようにして握手する。

　湊と葉月は一線を越え、瀬里奈とはまだなので──おあいことは言えない。

　だがもちろん、湊はツッコミを入れて油を注ぐようなマネはしなかった。

「んー、瑠伽ってこんだけ可愛いからね。そりゃあ、湊もお願いしたくなるか」

「きゃっ、あ、葵さん……！」

　葉月は瀬里奈をベッドから引っ張り出すと、ちゅっちゅっと頬ほおにキスする。

「可愛いー♡　あたしでも変な気分になるくらいだからね」

「ちょ、ちょっと待て、葉月！　俺もキスしたい！」

「なんでだよ!?」

　葉月は呆れているが、湊としてはさっきのハードなキスだけでは足りない。

　瀬里奈の柔らかそうな頬の感触も唇で味わいたいのは当然のことだ。

「まったく、しゃーないな。じゃあ、キスしていいよ」

「葵あおいさんが許可を出すことでしょうか……んんっ……」

　湊みなとは瀬せ里り奈なの頬を掴つかんでキスをして、その唇を吸い上げるようにする。

　柔らかさをじっくり味わってから──

「あんっ、こら♡　あたしにもキスしていいなんて……んむむっ♡」

　続いて、葉は月づきにもキスして同じようにして唇を強く吸い、はむはむと味わう。

　二人の美少女の唇を好き放題に味わってから、湊は唇を放した。

「ふわぁっ……る、瑠る伽かよりあたしのキスのほうが長いじゃん……」

「いえ、私のほうが濃い目でしたから……」

　なんの争いだ、と湊はツッコミそうになったが平和のために余計な口出しは控える。

「どっちの唇もすげーよかった。これからは、二人と好きなだけキスできるんだよなあ」

「あたしら、そんなこと許したっけ？」

「さ、さあ……湊くんも意外に強引ですね……」

「それなら、どっちの唇が気に入ったか教えてもらいたいもんだけどね？」

　じぃっ、と葉月と瀬里奈、二人の美少女に強めの視線を向けられて──

「どっちの唇も最高だし、葉月も瀬里奈も可愛いに決まってんだろ」

「ずばっと答えたね……その速さに免じて、それで勘弁してやるか」

　本音でありながら、丸く収める台詞せりふだった。

　いや、本来なら火に油を注いでもおかしくない台詞だが、この派手な女友達は気にしないらしい。

「でも、あたしと湊はそれでいいとして、瑠伽はまだ納得できてないんじゃない？」

「そ、そんなことは」

　やはり、おあいこにはなっていないらしかった。

　世の中、そこまで湊に都合のいいようにはいかない。

「じゃあさ、前からの企たくらみを実行するときが来たね」

「は？　なんだ、前からの企みって？」

　さすがに湊もここはツッコミを入れずにはいられなかった。

「湊に、ちょっと話したじゃん。今度こそ行こう」

「行く？　どこへですか？」

「最初はあたしと湊で行くつもりだったけど、今は瑠伽も一緒じゃないとね。そういうわけで──遊園地フエアラン、お泊まりで遊びに行くよ！」
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　平日のフェアリーランドは予想よりは空いていた。

　もちろん、アトラクションには長い行列ができていたが──

「これ、新しいヤツなんだよね。あたしも乗るの、初めて♡」

「ちょっと怖そうですけど、楽しみです♡」

　湊みなとの前で、二人の少女がウキウキ浮かれておしゃべりしている。

　彼女たちは、行列を待つ時間も楽しいらしい。

　葉は月づき葵あおいはブレザーにピンクのカーディガン、チェックのミニスカート。

　瀬せ里り奈な瑠る伽かは同じくブレザーに、ベージュのセーター、チェックの膝丈スカート。

　二人とも、要するに制服姿だ。

　制服で、というのは葉月の発案だった。

　高校生が平日に遊園地で遊んでいても気にされることはまずないが、わざわざ制服というのも不思議な話だ。
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　まるで制服デートのようだが、葉は月づきは制服がいつもの自分たちらしい、ということでこの服装をお望みだった。

　湊みなとも制服を着るだけなら、なんの問題もなかったが──

「ていうか、湊はマジで着けないの？」

「きっとお似合いですよ、湊くん」

「葉月、ニヤニヤすんな。瀬せ里り奈なも、口元が笑ってんぞ」

　湊が嫌そうに言うと、葉月と瀬里奈は顔を見合わせてクスクスと笑った。

「ま、湊は勘弁してあげる。あたしたちは、似合うでしょ、これ？」

「ちょっと恥ずかしかったですけど……なんだか楽しいです」

　葉月と瀬里奈は、頭にネコミミ型のカチューシャを着けている。

　このフェアリーランドのメインマスコット、翼が生えた猫の〝はねキャット〟の耳を模したアイテムだ。

　園内で見かける十代女子たちの多くは、頭に着けているようだ。

　葉月は入園するとすぐにこれを買い、瀬里奈にも押しつけるようにして買わせた。

　着けているのは女性がほとんどで、湊にはこれを着ける度胸はない。

　ただ──

「制服にそれ着けてんのが反則だよなあ……」

「へっへっ、でしょでしょ♡」

「あ、あはは……照れますね……♡」

　普段毎日見る制服に、非日常要素をプラスしているのが最高だった。

　この二人なら私服でもとんでもなく可愛いだろうが、制服で正解だ。

「待ち時間長いからね、可愛くオシャレしてテンション上げていかないと！」

「葵あおいさんは、普段からテンション高いですよ」

「今日は特別。ま、あたしたちはカップルじゃないから待ち時間長くてもイライラしないし、フェアランのジンクスとは無縁だけどね」

「やっぱり、こういうところはお友達と来るのが楽しいんですね」

　きゃっきゃっと二人がハシャいでいる。

　葉月はいつもこんな感じだが、瀬里奈もテンションが上がっていて可愛い。

　湊はオシャレでテンションを上げられないが、二人の可愛い姿を見ているだけでイライラどころか興奮してしまう。

　こんな二人とキスしてパンツを見て、胸も楽しませてもらって──

　葉月に至っては、頼み込んで最後までヤらせてもらっている。

　二人とも、すれ違う人たちが──特に男たちが何人も振り返るほどの美少女なのだ。

　そんな二人と遊ばせてもらい、しかも今日はフェアランで制服でお楽しみ。

　こんな幸福があっていいのかと、湊みなとは本当に現実なのか疑ってしまいそうだった。

　だが、これはまぎれもない現実。

　湊たちは、アトラクションを一つずつ楽しみ──

「フェアラン、あたしもけっこう久しぶりなんだけど、今日が一番楽しいよ」

「俺も初めて来たときより楽しんでるかも」

「瑠る伽かは初めてっつってたけど、楽しんでるみたいだしね。マジよかった」

　湊と葉は月づきは並んでベンチに座り、飲み物を飲んでいる。

　瀬せ里り奈ながトイレに行って、帰りを待っているのだ。

「まー、ちょっと心配もしてたんだよね」

「心配？　学校のことか？」

　三人は、平日に学校をサボって遊びに来ている。

　湊は法事、葉月は「カレピとお泊まりデート♡」と大おお嘘うそをつき、瀬里奈は普通に風邪で休みとしている。

　最近三人が仲がいいことをクラスメイトも知っているので、疑っている者もいるだろうが、湊たちは偶然と言い張るつもりだ。

　疑っているクラスメイトたちも、まさか三人がお泊まりで遊びに行っているとまでは思わないだろう。

「あたしらはともかく、瑠伽の家がちょっと心配だけど、まあ大丈夫でしょ。全部バレても、男女三人だしね」

「ただ遊んでるだけだしな、実際」

「そうそう♡　遊んでるだけ♡」

　葉月は、ニヤニヤと意味ありげに笑う。

「でも、そうじゃなくて。湊が心配だったんだよ」

「俺？　ウチの親も俺が遊びに行ったって知ってもなんも気にしないと思うが」

「いやー、湊ってばさ」

「ん……？」

「今夜、あたしと瑠伽のおっぱいしゃぶるのが楽しみすぎて、アトラクションとか上うわの空そらなんじゃないかと思って♡」

「おいっ!?」

　ぷにっ、と葉月はおっぱいを湊の腕に押しつけてきている。

　何度も揉もんで吸ってしゃぶった美味おいしいおっぱいの味がよみがえってしまう。

　もちろん、今夜はおっぱいどころでは済まないだろうが──

「よかった、ちゃんと湊もフェアラン楽しんでるね」

「あ、当たり前だろ……それはそれ、これはこれなんだよ」

「……そういや、アレ持ってきてんの？　あたし、持ってないけど」

「あ、ああ。一応……新品を二箱持ってきたけど」

「こいつ、やる気ありすぎだよ！」

「い、一応だって！」

　さすがに湊みなとも、二十四個も使い切るつもりはない。

　瀬せ里り奈なに使うのはまだだろうし、葉は月づきに使うとしても多くて六、七個だろう。

「まー、お泊まりっつっても、今日の夜から明日の朝までだもんね。しかも、今日は遊び倒すし」

「そうそう、俺だって昼に遊ぶのがメインだよ。夜のパレードだって絶対見たいしな」

「だよね。もし、湊が夜はもうホテルの部屋に籠もりたいとか言ったら、迷うところだったよ」

「迷うんかい」

　葉月も、夜からはホテルの部屋でのお楽しみでもアリだと思っているらしい。

　もちろん、湊も部屋での楽しみを待ちかねているのは事実だが──

　二人がフェアランを楽しんでいるのだから、自分も喜んで付き合う。

「いい部屋、取れちゃったしね。びっくりするくらい高かったけど」

「運が良いんだか……しばらくゲームも買えねぇよ」

「でも、楽しみでしょ？　三人で……ダブルの部屋」

「ま、まあな……」

「このエロー……何度も言うけど、あたしはあんたの友──」




「あれぇー、アオイじゃん！」




「え？」

「…………」

　葉月が小さく驚きの声を上げ、湊は黙ったままだ。

　湊たちが座るベンチの前に、数人の女子が近づいてきている。

「あ、ああ、リンゴじゃん。久しぶり……かな」

「うんうん、けっこう久しぶり！　こんなトコで会うなんて！」

　女子グループの一人が、葉月のすぐ前に立った。

　葉月も立ち上がり、その少女と手を取り合い、抱き合わんばかりに喜んでいる。

　その少女は派手な金髪ショートで、ジージャンの下に寒そうなヘソ出しのキャミソール、超ミニスカと服装もかなり派手だ。

　そのリンゴと呼ばれた派手な少女は、湊をちらりと見て。

「え、もしかして……アオイのカレシ？　えー、アオイがカレシつくるなんて！　中学んときも全然つくらなかったのに！」

「友達だよ、友達。あんたら、学校サボってフェアラン？」

　葉は月づきはもう驚きから立ち直ったらしく、普通に接している。

「アオイもサボってんじゃん。ま、中間テストの打ち上げだけど、そっちもじゃない？」

「ああ、リンゴたちも打ち上げなんだ。知らない顔も多いね」

　葉月は、少し離れたところで立ち止まっている女子グループを見た。

　このリンゴは葉月と同おな中ちゆうらしいが、今は別の高校でそちらの友人と遊びにきた──ということのようだ。

「ウチらのグループ、けっこうバラバラになったもんね。あ、ごめん、すぐ行くよ！」

　リンゴは女子グループのほうに声をかける。

「ああ、さっさと戻ったほうがいいんじゃない、リンゴ。せっかくフェアラン来たんだから、一秒も無駄にしたくないよね」

「あはは、遊びにきたのに忙しいよ。じゃあ、アオイ、また連絡するから遊ぼうね！」

「うん、またね」

　葉月は笑って手を振って──

「……ちょっと待って、リンゴ」

「え？」

「あんた、エナと家が近かったよね。最近、エナのヤツ見てる？」

「エナは──あんま見ない」

　リンゴはすぐに答えて、ちょっと困ったような顔で首を振った。

「会っても挨拶くらい。あいつ、良い学校行ったしね。勉強が大変なんじゃない？」

「……そっか、そうだった。呼び止めてごめん」

　いいよ、と答えてリンゴはグループに戻り、去って行った。

　葉月は、ふーっとため息をついて、またベンチに座る。

「ああ、ごめん、湊みなと。紹介もできなかった」

「学校サボってフェアランで遊んでる女子と、俺が目を合わせられるわけないだろ」

「目も合わせらんないの!?　ていうか、学校サボって遊んでんのは湊もでしょ！」

　葉月は驚いているが、湊はボケたわけではない。

　湊は陽キャではないので、派手ギャル女子とのコミュニケーションを求められても困る。

　葉月は、特殊な例外と考えたほうがいい。

「エナっていうのはさ」

「ん？」

「さっき、リンゴに──あの子に訊きいたでしょ。エナっていうのは、小こ春はる恵え那なっていって、あたしらグループのリーダーだった子だよ」

「リーダー？　リーダーは葉は月づきじゃなかったのか？」

「あたしは、リーダーからは一番遠いところにいたんだよ」

「…………」

　葉月は、なぜか自じ嘲ちようするような笑みを浮かべている。

　騒がしいフェアラン内の喧けん噪そうが、湊みなとには遠くに聞こえるような気がした。

「お、お待たせしました」

　瀬せ里り奈なが帰ってきて、顔を赤くして声をかけてきた。

　友達とはいえ、異性の友人の前でトイレと言い出すのが恥ずかしかったらしい。

　男友達なら絶対にありえないことなので、湊には新鮮だった。

「おかえり。湊が、一刻も早く瑠る伽かのおっぱい吸いたいってさ」

「えっ……!?」

「待てや、コラ！　そんなこと言ってねえーっ！」

「え……す、吸いたくないんですか？」

「そ、そりゃ吸いたいけど……」

　なんの会話だ、と湊はさすがに馬鹿馬鹿しくなる。

　瀬里奈が悲しそうな顔をするので、つい真面目に答えてしまった。

「葵あおいさんには大きさでは全然かないませんけど、形は私のほうが上ですから……」

「待った、あたしのだって大きい上に形も完璧じゃん」

「不思議ですよね……あんなに大きければ普通は垂れますけど」

「ちゃんと重力に逆らってるからね、あたしのおっぱいは」

「いやいや、まだ昼だぞ。そんな話は、今はやめとこう」

「あ、はい、そうですね」

「もー、湊がえっちだから変な話になっちゃったよ」

「葉月が言い出したんだろ！」

「きゃーっ♡」

　葉月がわざとらしく怖がるフリをして、瀬里奈に抱きつく。

　ごく普通の、友人同士のじゃれ合いだった。

　会話の内容はともかく。

　どうやら、エナとやらの話はどこかへ行ってしまったようだった。

　湊は、もう少し中学時代の話を聞き出したかったが──遊びに水を差すこともない。

「さ、次行こう、次。メインのアトラクションは全部制覇したいね！」

「元気だな、葉月は」

「インドアの私たちとは違いますね」

　ハシャぐ葉は月づきに、湊みなとと瀬せ里り奈なは苦笑しながらついていく。

「あの、湊くん？」

「どうした？」

「葵あおいさん、なにかあったんですか？　ちょっと、様子がおかしいような……」

「……ちょっとな。さっき、同おな中ちゆうのヤツとたまたま会ったんだよ」

　湊は隠さずに答える。

　瀬里奈はぼーっとしているようで意外に鋭いので、隠し事をしてもすぐにバレるからだ。

　せっかく遊びに来たのに、隠し事をして変な空気にしたくない。

「リンゴっつってたな」

「リンゴ……英はなぶさ林りん檎ごさんでしょうか」

「金髪ショートで、もう十月だっていうのにヘソ出しだったな」

「へぇ……そんなところをしっかりチェックされてるんですね、湊くん……」

「いやいや、夏でもないのにヘソ出ししてたら気になるだろ!?」

　湊はつい、リンゴのヘソを見てしまったが、それは男なら普通のことだろう。

「それはいいですけど……英さんは、葵さんと仲が良かった方ですね。どうして葵さんが浮かない顔になるのでしょう？」

「さあな……今でも仲が悪いわけじゃなさそうだったが」

　湊は、小さく首を振った。

　実際、湊には想像していることはあるが、はっきりしたことはわからない。

「ちょっと！　あんたら、なにのんびりしてんの！　気がついたら一人で歩いててビビったわ！」

「あ、ああ、悪い、葉月」

「ご、ごめんなさい、葵さん。今行きます」

　湊と瀬里奈は、後ろを振り向いて怒っている葉月を慌てて追いかける。

　葉月の様子はおかしいが、彼女はそれを隠してフェアランを三人で楽しもうとしている。

　ならば、友人としては葉月とともに楽しむべきだろう。

　湊は葉月に追いつき、笑顔を向けて。

　三人揃そろって笑いながら、次のアトラクションへと向かう。







　昼間はアトラクションを遊び尽くし、夜には華麗なパレードも見物して──

　湊、葉月と瀬里奈の三人は、ホテルの部屋へと入った。

　部屋は広く、定員は三名。

　ダブルベッドが一つだけだが、二人が余裕で寝られるし、予備ベッドも出せる。

　湊みなとたちは夜までたっぷり遊んで、すぐにベッドに倒れ込みそうなほど疲れて──いない。

　いや、疲労はあっても、まだまだ元気は充分にあった。

　そこで、三人は部屋に入ってまずは──

「きゃっ、葵あおいさんっ……シャワーで胸、狙わないでくださいっ……」

「そこ、念入りに洗っとかないと」

「…………」

　湊は湯船に浸つかり、洗い場で戯たわむれる二人の少女を見つめている。

　夜まで遊び回ったのだから、まずは風呂で汗を流そう──ということになり。

　当然、湊は葉は月づきと瀬せ里り奈なにお願いして、三人で入れることになった。

　夢のような展開だが、夢ではない。

「おーい、湊。なにジロジロ見てんの。えっちえっち♡」

「え、えっちですね湊くん……」

「なんかもう、うなじが出てるだけでエロい」

「そこなのっ!?」「そこなんですか!?」

　二人は驚いているが、実際にそんなところが気になってしまう。

　葉月はミルクティー色の長い髪をバレッタでまとめ、瀬里奈は黒髪ロングをポニーテールにしている。

「ああ、もちろんそこだけじゃない。言われてみりゃ、全裸なんて初めてかも」

「全裸言うな。まあ、湊っていっつも半脱ぎにしたがるもんね……」

「湊くん、脱ぎかけにこだわりがあるんですね……」

　呆れている二人は、当然だが一糸まとわぬ姿だ。

　葉月も瀬里奈も真っ白な肌だが、瀬里奈のほうが色白だ。

　一応、二人ともタオルを身体の前に当ててはいる。

　だが、葉月は当て方が適当で胸もピンクの乳首もほとんど見えていて。

　瀬里奈は胸も一応隠しているが、真っ白な背中や小ぶりなお尻は丸見えだ。

「やっぱ、ブラ着けてないとぶるんぶるん弾むもんだなあ……」

「なに感心してんの、湊！」

「ス、ストレートですね……さすがに恥ずかしいです……」

　ささっと葉月と瀬里奈が、湊から距離を取る。

　その弾みで、Ｆカップの胸がぷるんぷるんと揺れ、タオルで隠されたＤカップの胸もゆさゆさと揺れている。

「どうせ、今日はさすがに触られるだけじゃ済まないから、胸は念入りに洗っておかないとね」

「は、はい、私は吸われても……きゃんっ、もっとシャワー弱くしてくださいっ……」

　葉は月づきはシャワーノズルを掴つかんで、瀬せ里り奈なの身体のあちこちにお湯を当てている。

　まさか、フェアランのホテルに女子二人とお泊まりで、しかも風呂まで一緒とは。

　さらに言えば、その二人は校内でトップを争う美少女の葉月と瀬里奈──

「だから湊みなと、じろじろ見すぎだつってんでしょ」

「や、やだ……こんな明るいところでじっと見られたら……恥ずかしいです」

「なるほど、そのとおりだな」

　湊は、ざばっとお湯から上がる。

「きゃっ……♡」

「ど、堂々と見せてくるよね」

「今さら恥ずかしがるほうが、恥ずかしいだろ。俺だけ隠すのも悪いし」

「わ、悪くはないけど……す、すっごいね……」

「は、はい……」

　葉月は赤くなりつつもちらちらと湊のほうを見て。

　瀬里奈も、手で顔を隠しているが、指の隙間から目が覗のぞいている。

　さすがに照れるが、これまで散々に葉月たちを恥ずかしがらせてきたのだから、今さら自分だけ逃げられない。

「それより、一緒に風呂に入る願いを聞いてもらったんだから、今度はこっちが願いを聞くぞ」

「な、なに？　どういうこと？」

「あ……」

　戸惑う葉月と、なにかを察した瀬里奈。

　瀬里奈は胸を隠しながら──

「で、では……私の身体、洗ってもらえますか、湊くん？」

「そ、そういうこと。それって、お願いされたほうが得するだけじゃないの……？」

「そうとも言うな」

　なんと言われようが、こんなにエロい二人の全裸を前に、ゆったり見物しているだけで済むわけがない。

　せっかくの風呂なのだから、風呂でしかできない遊びをするべきだろう。

「お願いされたんだし、二人とも徹底的に綺き麗れいに洗ってやろう」

「えーっ、洗ってたら……また汚すようなこと、しちゃうんじゃないの？」

「わ、私は汚されても別に……」

「……とりあえず、洗おう」

　相変わらず、瀬里奈は謎なくらいにエロに寛容すぎる。

「い、いいけど……綺麗にしてね？」

「優しく、お願いしますね……♡」

　湊みなとに、全裸の葉は月づきと瀬せ里り奈なが寄り添ってくる。

　生のおっぱいの感触が、湊の腕や胸に伝わってきてしまう。

「んっ、ちゅっ……♡」

「あ、葵あおいさんだけ……私も……♡」

　不意に葉月がちゅっとキスしてきて、葉月が離れると瀬里奈も軽く唇を合わせてきた。

　湊もそれに応えて、キスを返し──

「はっ、んっ、んんっ……ちゅっ、ちゅっ♡」

「んっ、んん……葵さんの舌も……当たって……んっ♡」

　湊、葉月と瀬里奈が舌を伸ばして三人で舌を絡め合う。

　まさかの、美少女二人との同時キス──しかも二人は最高の裸体を晒さらしている。

　Ｆカップのたわわな二つのふくらみ、大きさで負けていても形と柔らかさでは上かもしれない瀬里奈のＤカップのふくらみ。

　Ｆカップに比べれば小さく感じられるが、瀬里奈の胸のサイズも充分すぎるくらいだ。

　それに、すべすべの肌の感触、ほのかな甘い香りがたまらない。

　湊は、二人とたっぷりキスしてから、隅々まで彼女たちの身体を洗っていく。

「あんっ、こら、そんなとこまで指で……！　や、やりすぎぃ♡」

「そ、そんなに胸を念入りに……あんっ、今度は太もも、くすぐったいです♡」

　胸や尻はもちろん、お腹なかや太ももをボディタオル越しに触れるだけでもたまらない感触が伝わってくる。

　湊は最高の感触を味わい、二人の身体を綺麗にして汚して、また綺麗にして──

「ふぅ……さすがに三人で浸つかると、ぎゅーぎゅーだな」

「あたしも瀬里奈も細いけど、無理があるね」

「ちょ、ちょっとキツいです……あんっ♡　なにかお尻に当たってます……」

　湯船の真ん中に湊、その膝に座るようにして瀬里奈、さらに湊の後ろから葉月がおっぱいを押しつけるようにして抱きついている。

　ホテルの湯船は小さくはないし、特に女子二人は華きや奢しやだが、三人で入るのは厳しい。

「もっとお風呂が広い部屋に泊まれたらよかったのにね」

「このホテル、けっこう高いんだぞ。予約も取りにくいし、この辺が限界だろ」

「だよねえ……今度はお風呂の大きさ優先で、ホテル探してみようか」

　葉月は立ち上がり、湯船の縁ふちに腰掛ける。

「きゃっ、こら、太ももにスリスリすんな」

「ああ、悪い。つい」

　湊はそれでも葉月の太ももへの頬ほおずりをやめず──

「きゃっ……み、湊みなとくん……そんなとこ強くつまんじゃダメです……♡」

　瀬せ里り奈なの胸を片手で揉みつつ、きゅうっと頂点を引っ張る。

　二人の女子に挟まれるような状態で、あたたかい風呂に浸かっている。

　これほどの楽しみがあっていいのか──

　いや、まだ三人で過ごす一夜は始まったばかりだ。

　風呂は、まだまだ前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない。







「あっ、こらっ、もう……ちゅーちゅー吸いすぎっ……♡」

「やんっ、んっ……おっぱい全部、お口の中に……♡」

　湊と葉は月づき、瀬里奈の三人は風呂から上がると、髪を乾かし、服を着てから──

　さっそく、湊は二人にお願いしておっぱいを楽しませてもらえた。

「はっ、ああっ……はぁっ……馬鹿……そんなにがっつかなくても……好きなだけ吸わせてあげるのに……」

「はぁ、胸がべたべたです……乳首、こんなにピンってなって恥ずかしい……」

　美少女二人のおっぱいをたっぷり味わった湊から解放され、葉月と瀬里奈はダブルベッドに寝転がった。

　葉月と瀬里奈には、わざわざ制服を着直してもらった。

　せっかくの制服デートだったので、もう一度制服で楽しみたい。

　湊のお願いを、二人はあっさりと受け入れてくれた。

「また着せといて……結局脱がしてんじゃん」

「なんだか、裸より恥ずかしいです……」

　葉月はカーディガンを脱ぎ、白ブラウスの前をはだけて、左胸だけが黒のブラをズラしてあらわになっている。

　瀬里奈も白ブラウスをはだけ、白いブラジャーの右側がズレて可愛かわいい乳首まで丸見えだ。

　二人とも片方だけ見せている胸が、湊の唾液でベトベトになっている。

「わ、悪い……二人が服を着てるとこもエロかったから、ムラっとしたというか……」

「だ、だからってお風呂から上がっていきなり、おっぱい吸いにくる？　もうっ、すっごかった……」

「ちゃ、ちゃんとお願いしてくれたから私は大丈夫です……」

「あたしだって……まあ、頼まれればイヤとは言わないよ……」

　葉月と瀬里奈はネコミミも着け直していて。

　さらに片方の胸を剥むき出だしにして、スカートも少しめくれて太ももが見えている。

　これほどまでにエロい女の子たちを、湊は見たことがない。

「あ、そうです……葵あおいさん、湊みなとくんに……」

「そ、そうだよね……ううー、何度やったって恥ずいんだからさあ……」

「えーと……こっちもお願いしないとな。葉は月づき、瀬せ里り奈な」

　湊はベッドのそばに立ち、寝転んだ二人の足元に両手をついて。

「葉月、瀬里奈、二人ともパンツ見せてほしい……！」

「堂々と言うよね、こいつ……ばーか♡」

「お、お願いされたら仕方ありません……いいですよ♡」

　葉月と瀬里奈はベッドに横になったまま、ぴったり寄り添うようにして──

　手を伸ばし、すすっとスカートをめくってくれた。

　葉月は黒の色気溢あふれるパンツ、瀬里奈は白の清せい楚そなパンツで──

「うおぉ……やっぱ二人のパンツ、最高にエロい……」

「あ、頭の悪い台詞せりふだよね。きゃうっ♡」

「た、ただの布なのに……やんっ!?♡」

　湊は二人がぴったりくっつけていた太ももの間に、顔を突っ込むようにする。

　すべすべしていて、もちもちと弾力のある太ももに頬ずりしていく。

「ちょ、ちょっと、変態くさいなあ……♡」

「や、やぁんっ……くすぐったいです♡」

　湊は、葉月と瀬里奈の素晴らしい太ももの滑なめらかさと弾力を味わい、ちらちらと黒いパンツと白パンツも観賞して──

「二人のおっぱいも両方ちゃんと見たいな……」

「ば、馬鹿じゃないの。あんたが慌てて、半分だけ脱がしたんでしょ」

「私のおっぱい、こっちも好きなだけ味わってください……」

　葉月は身体を起こしてブラジャーを外し、ぷるんとＦカップの胸を両方あらわにする。

　瀬里奈は寝転んだままで、ブラを上にずり上げて──Ｄカップの適度に大きな胸を見せてくる。

「せっかく二人いるんだからさ……瑠る伽か、今日は二人のおっぱいで湊のヤツ、挟んであげようよ。こいつ、大喜びだよ♡」

「お、おっぱいで挟むんですか……い、いいですよ……♡」

　葉月と瀬里奈は身体を押し付け合い、それぞれの胸も互いに当たって潰れてしまっている。

　ぐにゅっと柔らかそうな巨乳と美乳の共演が素晴らしすぎる。

「おお……どっちのおっぱいも美味おいしそうだな……！」

「お、美味しそうって。食べ物じゃないんだから。まあ、好き放題むしゃむしゃしゃぶられちゃってるけど♡」

「私、まだそこまででは……今夜は好きなだけしゃぶってもらって……が、頑張って挟んでみます……」

　ぐいっと二人はもう抱き合うかのような格好になっていて、ＦカップとＤカップが押し合い、ピンっと尖とがった桃色の乳首の先端も当たっている。

　これほどまでにエロすぎる光景が、かつてあっただろうか。

「葵あおいさんの胸、柔らかい……あっ、待ってください」

「な、なによ、瑠る伽か？」

「葵さんのほうが大きいですから……湊みなとくんに見比べさせるつもりでは？」

「そ、そんなことないよ。湊は大きいのも小さいのも好きだし」

「もちろんだ」

　湊は力強く頷うなずく。

　ＦカップもＤカップも平等に楽しませてもらうつもりだった。

「葉は月づきのおっぱいも瀬せ里り奈なのおっぱいも使うし、二人の唇もたっぷり味わいたい」

「こいつ、好き放題だよ……いいけどね。瑠伽のおっぱいだけじゃ、いろいろ挟めないでしょ？　あたしの、好きに使ってよ♡」

「わ、私の胸だけでも……は、挟めなくても……こ、こするみたいにするとか……やりようはいくらでもあります！」

　なんの話だ、と湊はツッコミたかったが、具体的に問いただすのもためらわれた。

　どうやら、瀬里奈ともこれまで以上に踏み込んだ遊びができるようだ──

　瀬里奈の胸も葉月と比べれば小さいだけで、充分なサイズがある。

　胸を左右から中央にぐっと寄せれば、挟むことも可能ではないか。

「まだ時間はたっぷりあるしな。今までヤらなかったようなことも、じっくりヤらせてくれ、葉月、瀬里奈」

「しょ、しょうがないなあ……もうっ、二箱使い切る気？」

「わ、私はまだですけど……湊くん、やり方はいろいろ知ってるんですよね……？」

「俺も詳しくはないが、ヤりたいことは山ほどあるな。葉月相手に一箱はイケるかも」

「きゃーっ！　あ、あたし、身体もつかなあ？」

「私も、知らない世界を知っちゃいそうです……」

　瀬里奈がずいっと身を乗り出してくると──

　葉月も争うように、湊に近づいてくる。

　二人のＦカップとＤカップの胸がぷるるんっと揺れ、可愛い乳首もつんと尖っているのが見えた。

「あ、あたしは一回くらいならそのままでも……いいよ♡」

「あっ、自分だけズルいです！　わ、私も……葵さんの胸でシて、最後には私の口に……でもいいですよ♡」

　葉は月づきと瀬せ里り奈なは、今度は横に並ぶようにして。

　Ｆカップのおっぱいを突き出すようにして見せつけてくる葉月。

　Ｄカップのおっぱいを同じく見せつけつつ、その小さな口をわずかに開いて指を唇に当てている瀬里奈。

　巨乳で挟んでもらった上に、最後には瀬里奈の口に──

　そこまでの天国を味わわせてもらえるとは、さすがに湊みなとも想像していなかった。

「……二人とも、今日はテンション上がりすぎじゃねぇ？」

「だって、ね……」

「ええ、だって……」

　二人の女友達は、顔を見合わせて。

「今日は楽しかったもん」

「今日は楽しかったですから」

　二人は顔を見合わせて笑い、同時に言った。

　湊の女友達二人は、見た目も性格も対照的ながら、ずいぶん気が合うようだった。

　彼女たち二人が息を合わせて、湊の頼みを断らずに受け入れ、なんでも好きにヤらせてくれて──
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　最高の遊びを楽しませてくれる。

　湊みなとは女友達との楽しすぎる夜が、永遠に続いてほしいとすら思った。







「瑠る伽か、寝ちゃったね」

「実は、瀬せ里り奈なが一番ハシャいでたのかもな」

　湊は、楽なＴシャツとハーフパンツという格好に着替え、部屋のソファに座っている。

　隣に座っている葉は月づきは、さすがにネコミミは外しているが、制服を着直している。

　高額な部屋だけあって、ソファの座り心地は最高だ。

　ソファから二メートルほど離れたところにあるダブルベッドでは、瀬里奈がすーすーと寝息を立てている。

「瑠伽がフェアラン初めてなの、マジだったみたいね。湊は、瑠伽の初めてもらっちゃったか」

「あのな……」

　瀬里奈の大事なものは、まだもらっていない。

　そこの一線だけは、かろうじて越えずに踏みとどまったのだ。

　口の感触が気持ちよすぎて、次のラウンドで危うく最後の一線を越えそうになったが。

　葉月と瀬里奈の胸にダブルで挟んでもらい、かろうじて我慢できた。

　巨乳と美乳のダブルで来てもらえなかったら、危なかったかもしれない。

「まー、今夜は初めて以外は全部もらってたけどね」

「それも人聞きが悪い……」

「ふ、太ももに挟んでとか……馬鹿なんじゃないかと思った！」

「……すみません」

　具体的になにをしたのかは、湊でも思い出すのは恥ずかしい。

　とりあえず、瀬里奈の太ももはぷにぷにですべすべで、気持ちよすぎた。

　それだけで一回消費するとは思っていなかったが、それどころか続けて二回目に行きかねないほどだった。

　瀬里奈の身体も、どこもすべて気持ちよすぎる。

　真っ白ですべすべの肌、意外にふくらんだ胸、ぷにぷにした太もも、小ぶりで柔らかいお尻、それに──

　最後のお楽しみを我慢できているのが、信じられないくらいだ。

「まだ一番気持ちいいところが残ってるなんてなあ」

「ふーん、そっちが気になって、あたしとの遊びはテキトーだったとか？」

「そ、そんなわけないだろ！　見ろ、これを！」

「見せなくていいって！」

　湊みなとは新品を開封した、例の十二個入りの箱を葉は月づきに見せる。

　既に、五個も使ってしまっていて──しかも、一回は使わずに済ませてしまった。

　胸や口も含めれば、いったいどれだけヤらせてもらったことか。

「だ、だいたい、瑠る伽かには一個も使ってないけど、使わないからって好きにヤりまくりすぎ！」

「うっ……でも、瀬せ里り奈なも身体のどこでも使っていいとか言ってたし」

「あいつ、言うことも大胆だよね……普通、そこまで言う？」

　葉月は、ダブルベッドのほうに目を向け、寝ている瀬里奈をじっと見つめる。

「あんたさあ、瑠伽が逆らわないからって好きにヤりすぎ。やるなら……もっと、あたしと遊べばいいのに」

「じゃあ、今度は葉月の太ももでもヤらせてもらうか」

「ば、馬鹿！　ガチで馬鹿！」

　葉月は赤くなって、湊を睨にらんでから──

「太もももいいけど、一番気持ちいいトコがあんでしょ？　そこ、好きにできるのに、別のトコ使うのって変態くさい……」

「変態って。いや、使うとかあんま言い方がよくないな」

「あたしは別にかまわないけど？　エロくていいじゃん♡」

「エロくていいのか」

　葉月は妙なことで興奮するタチらしい。

　湊はまったく人のことは言えないが。

「でもさあ……まさか、湊とこんなところで一緒にお泊まりするなんて、春には想像もしなかったよ」

「俺だってそうだよ。まさか、あの葉月葵あおいと──」

　陽キャの女王で、同じ教室にいても別世界の住人だと思っていた美少女。

　そんな葉月とお互いの身体をむさぼるように楽しめるなど、想像できるはずがない。

「遊園地に葉月と来るってだけで、嘘うそみたいな話だもんな」

「そうだよ、他の友達だってあたしとフェアランなんてなかなか来られないんだから」

「お高いんだな、葉月は」

「まあねー♡」

　ちゅっ、と軽くキスしてくる葉月。

　湊は葉月の胸に軽く手を添え、ふわふわした胸を揉もんでみる。

　ブラは着けていないらしく、柔らかさがしっかりと伝わってくる。

「やんっ……もうっ、さっきあんだけ揉んだくせに♡」

「ガチでおっぱい凄すごかった……夢じゃねぇよな？」

「湊みなと、現実を疑いすぎじゃない？　ほら、こんな気持ちいいの、夢なわけないじゃん」

　葉は月づきは、ちゅっ、ちゅっと唇と頬ほおにキスしてくる。

「つーか、凄かったのはあんただって。あんなすっごいがっついて来られたら、もうなんも考えられなかったし……さ、最後は着けなくていいとか言っちゃったし」

「着けてる時間ももどかしいっつーか……もう待てなかったもんな」

「あたしも、湊もね……あんなのあったら邪魔だし。友達同士なんだから、なんもいらないよね♡」

　ちゅっ、ちゅっと葉月がキスしてくる。

　湊はそのキスに応え、互いに夢中になって唇をむさぼりあってから──離れる。

「ふぁ……キスだけでも頭真っ白になっちゃうし。湊、どんだけあたしの唇好きなの」

「そりゃ、こんな柔らかい唇、いくらでも味わいたいに決まってるだろ。つーか、葉月の身体、どこもかしこも好きだな」

「ベッドでは制服脱ぎかけだったけど、お風呂で全裸んときはずっと見てたもんね」

　葉月はニヤっと人の悪そうな笑みを浮かべ、ブラウスをはだけて、やはりノーブラだった胸をちらっ、と見せつけてきた。

　今日だけでも充分に見せてもらったが、やはりこの巨乳はエロすぎる。

「またガン見してるー♡　エローエロー♡」

「だから、子供かよ。あ、もう隠しちゃうのかよ」

「ちらっと見せたほうがありがたみがあんでしょ。あ、お風呂もよかったね。やっぱり、お風呂って大事だわ。次のお泊まりは三人でゆったり入れるお風呂の部屋にしようよ」

「かなり高くつきそうだなぁ……」

　呆れつつも、湊は葉月と瀬せ里り奈なと一緒に入った風呂を思い出す。

「最後にはおっぱいで身体洗ってくれ、とまで言い出すとは思わなかったけどね」

「葉月のおっぱいで背中洗ってもらうの、最高だったわ。すっげー柔らかかった」

「ばっ、馬鹿っ……！　そんなこと言いながら、瑠る伽かにも胸で……っていうか、全身ヌルヌルにさせて洗わせてたくせに。あの子、大胆すぎない？」

「葉月以上に、頼めばヤってくれるよなあ……」

「洗っても洗っても汚しちゃって、また洗って、お風呂無限ループだったじゃん」

「家より広い風呂でも、さすがに三人だとバスタブはキツかったな。あれでバスタブも三人で余裕だったら、マジでループが続いてたかもな」

「朝から夜のパレードまで遊んだのに、元気すぎるよね、あたしたち」

　葉月はクスッと笑って、湊の膝に乗って正面から抱きつく。

「でもさあ、湊」

「ん？」

「瑠る伽かには悪いけど、先に湊みなとと友達になったのはあたしのほうなんだから。あんまり瑠伽に夢中になってると、すねちゃうぞ？」

「ちゃうぞ、って。おまえ、そんな可愛かわいかったか？」

「しっつれいな。あたしはいつでも可愛いっつーの」

「クラスで一、二を争うな」

「瑠伽にも気を遣ったコメント、どーも。ばーか。ちゅっ♡」

　正面から抱き合ったまま、二人はちゅっちゅっとキスをする。

　友達同士のキス──もうためらわずに、いくらでもできてしまう。

「いや、わかってるって。瀬せ里り奈なにだけ夢中になるなんてことはねぇよ」

「ほー、すっごいね。あんな美少女に夢中にならずに、ちゃーんとあたしのことまで見てくださるなんて」

　葉は月づきはくすくす笑っている。

　自分もとんでもない美少女だという自覚はあるだろうに。

　二人は抱き合い、何度もキスしてから──

　不意に、とろけた顔をしていた葉月が表情を引き締める。

「な、なんだ葉月？　も、もう一回ヤらせてくれるのか？」

「ばーか。それでもいいけど……ちょっとだけ待って」

　葉月は、湊の唇に人差し指を当てると、その指を自分の唇にも当てる。

　それから、不意にソファから立ち上がり、窓のほうへと歩いて行く。

　なにが起きているのか、湊にはよくわからない。

　だが、もう一回という雰囲気ではないようだ。







「ねー、湊」

「どうしたんだよ、葉月？」

　葉月は振り返らず、窓の外を見ている。

　湊はなんとなく立ち上がり、葉月の後ろに立つ。

「……あのさ、今日会った、同おな中ちゆうの友達いたじゃん？」

「ああ」

「あの子たちのこと、気になってんじゃない？　あたしに遠慮してる？」

「エロいことでは遠慮しねぇけど、なんにでもズカズカ踏み込むわけじゃねぇよ」

「エロいこともちょっとは遠慮しろ、オイ」

　葉月は振り向くと、湊の肩を軽く押してきた。

「でもま、今日はいい気分だし、ちょっとだけ葉は月づきさんの過去を語るか。湊みなとには知っといてもらいたいしね」

「…………」

　葉月は、窓の外、ライトアップされたフェアランの夜景を眺めながら──

「あたしって、派手じゃん？」

「派手だな」

　とはいえ、メイクが濃いわけでもないし、髪の色もごく自然に見える茶髪だ。

　瀬せ里り奈なと比べればという意味であって、人工的な派手さは薄い。

「でも、中二くらいまではそうでもなかったんだよね。どっちかっつーと目立たないほうで。運動は得意だったけど、勉強ダメだったし、地味だったんだよね」

「地味……」

「あれ、あんま驚いてないね、湊？」

「……気にするな。驚きはしてるんだよ」

「変な言い方だなあ」

　葉月は苦笑しているが、確かに湊が驚かされたことは間違いない。

　この地味の対極にいるような美少女が目立たない存在だったとは──

　これほど意外な話もそうはないだろう。

「けどさ、中二んときにエナ──さっき言ってた子が自分のグループに誘ってくれて。『あんた可愛いね』とか言って」

「まるでナンパだな……」

　そんな理由でグループに誘ってくるのか、と湊は驚いた。

　もし自分が「おまえイケメンだな」と言われて陽キャ男子グループに誘われたら、驚くなんてものではないだろう。

「まー、あたし、派手じゃなかったけど、見てのとおりの可愛いお顔だからね」

「……そこは否定できないな」

　葉月は今はノーメイクだが、見ているだけでドキドキするほど可愛い。

　ノーメイクで美人揃ぞろいの陽キャグループにまざっても、まったく見劣りしないだろう。

「ただ、自分で言うのもなんだけど元からコミュ力はあったから。友達は多いほうだったし。陽キャグループに入ったら、ドカンって一気に友達増えちゃってさ」

「なるほどな……」

　湊は、こくりと頷うなずく。

「なんだよ、『なるほど』って。それも変な反応だね。まあ、いいや」

　葉月は振り向いて、窓にもたれかかるようにした。

「その、あたしを誘ってくれたエナがさ、グループのリーダーだったんだよ。でも、いつの間にか──みんな、あたしの周りに集まるようになっちゃって」

「リーダーが交代したってわけか……」

「そういうこと。エナのおかげであたしの学校生活が変わったのに、リーダーの座を乗っ取っちゃったわけ。なんてワルイ女だ！」

　葉は月づきはふざけた口調で言って、かすかに笑う。

「エナとはぎくしゃくしちゃって。あいつ、頭良かったから高校も別々になって、今はもう連絡も取らなくなって。なーんか、やっちゃったなあって感じ」

「もう……友達じゃない？」

「どうだろうね、あたしの意識では友達のままなんだけど、会わない連絡も取らない、関係もぎくしゃくしてる──こんなのって友達じゃないのかもなあ」

　葉月は、今度は困ったように笑う。

「……葉月、だから俺に声をかけたのか？　俺が梓あずさと友達じゃなくなって、落ち込んでたから」

　梓琴こと音ね──〝クラスで五番目に可愛い〟などと言われている、湊みなとの初めての女友達。

　彼女にフラれたことは、数ヶ月経たっても忘れることは難しい。

「勉強教えてって頼んだときは、そんな意識なかったけどね。実は、そうだったのかも。モモのことがあったけど、それだけじゃなかったのは確かだね」

「葉月、なかなか隠し事が多いじゃないか」

　どうやら、葉月が冴さえない湊に近づいた理由は単純ではなかったらしい。

「ごめん。でも、モモのこともあたしの昔のことも、いつ言えばいいのかわかんなくて」

「それもそう……だな」

　モモ捜索の件は湊はすっかり忘れていたし、いきなり葉月に昔語りをされても困っていただろう。

「けどさ、湊のことは元から気になってたから、梓との仲が微妙になったのはすぐ気づいたからね」

「そうだったのかよ」

　行方不明のモモを発見したことで、葉月は湊を気にするようになっていた。

　そんな湊が、かつての自分と重なるような落ち込み方をしていたら──声をかけたくなるのも無理はない。

「実はさ、今の──ウチのグループのみんなと遊んでても、どっか引っかかりがあって。エナの立場を奪って、今のあたしがあるわけだから」

「別に葉月が乗っ取ろうとして乗っ取ったんじゃないだろ。気にしすぎじゃないのか？」

「そんなの自分で言い訳を探してるだけかなって。エナが言うならともかくね」

　湊は「そうか」と頷いて、葉月の隣に並び、窓の外を見つめる。

「湊みなとに親近感持って、声をかけてみたら──あんたと遊んでたら、楽しくて。ま、これはたまたまだろうけど、湊と気が合ってホントによかった。あんたと一緒にいて、友達と一緒に過ごす時間が楽しいって、また思えるようになったから」

「そうか……」

　湊は、ふーっと息を吐いてから。

　ポケットからスマホを取り出し、写真アプリを操作して──

「葉は月づき、これちょっと見てくれ」

「ん？　なんの写真──って、なんで湊がこの写真持ってんの!?」

　葉月は慌てて湊からスマホを引ったくって、じぃっと眺め始めた。

　そこに写っているのは黒髪でノーメイク、中学時代の葉月葵あおい──

「瀬せ里り奈なに頼んで、おまえたちの中学の卒アルを見せてもらったんだよ」

「はあぁ!?　マジで!?」

「そんときにメモ代わりに撮らせてもらったんだよ。葉月、今と別人だな」

「う、うるさいな。人間は変わるもんなんだよ。瑠る伽かめっ、なんてもの見せてんの」

「瀬里奈は悪くないって。俺が頼み込んだんだから」

　湊は、小さな寝息を立てて眠り込んでいる瀬里奈を見る。

　彼女は白いキャミソール一枚の格好で、華きや奢しやな肩や白いパンツが見えている。

　この清せい楚そな少女は見てのとおり警戒心に欠けるが、人のプライバシーは尊重する。

　湊の唐突な頼み事に、瀬里奈は葉月の過去を見せていいのか困惑していたが──

〝俺が葉月と友達でいるために、どうしても確かめたいことがある〟

　湊が理由を話すと、瀬里奈はそれ以上はなにも訊きかず、卒業アルバムを見せてくれた。

「葉月がさ、過去に友達となんかあったような気はしたからな。俺との〝遊び〟もなんでもヤりたいことヤらせてくれるのも、さすがに変だったからな」

「ふうーん、それであたしの過去を嗅かぎ回ってたわけ？」

　じろっ、と葉月が睨にらんでくる。

　そう、湊は葉月が中学時代、陽キャグループ入りする前は地味だったことを既に知っていた。

　卒アルで黒髪の葉月を見つけたときは、本当に驚かされた──

「高校でなにかあったようには見えなかったし。だったら中学時代だろうって」

「名探偵じゃん、湊くんよー」

「推理ですらねぇよ。だいたいおまえも、俺のこと前から知ってたくせに、知らんぷりしてただろ。これこそ、おあいこだよ」

「おおっ、言い返してくるじゃん。ま、そういうことにしてやるか」

「してくれ。あと、もう一つ──俺も、葉月のおかげで少しはコミュ力強くなったらしい」

「は？　ちょ、ちょっと、まだなんかあるの？」

　湊みなとは、戸惑う葉は月づきからスマホを取り上げて──

「穂ほ波なみさん、いるだろ？　勇気出してあの人に話しかけたんだよ」

「麦むぎ？　なんで麦？」

　穂波麦は、湊たちと同じクラスで陽キャグループのメンバー。

　金髪に褐かつ色しよく肌はだと、見た目は葉月をはるかに越える派手なギャルだ。

「あの人、葉月と同おな中ちゆうだって聞いたから。穂波さんから聞き出して、行ってきた」

「い、行ったって？」

　湊は葉月の質問には答えず、またスマホを操作する。

「ほら、葉月」

　今度は写真ではなく、動画を再生した。

『アオ、久しぶり』

「エ、エナ……!?」

　葉月はスマホの動画を観みて、目を見開いている。

　動画に写っているのは、黒髪ボブカットの少女──

　葉月を陽キャグループに誘い、元はリーダーだったという小こ春はる恵え那なだ。

『急に湊ってヤツに声かけられてびっくりしちゃった。ああ、アタシのこれにもびっくりかな？　中学んときはピンクだったもんね、髪』

「く、黒になってる……あたし、中学んとき一回も黒髪のエナ、見たことない……」

『進学校ってヤツだからさー、校則も厳しくて。アタシも、真面目にやんなきゃだから、真面目なフリすることにしたのよ』

　画面の中の少女に、葉月の言葉が聞こえたかのようだった。

　もちろんこの映像は通話ではなく、以前に撮ってきたものだ。

『今度、直じかで見に来てよ。笑ったらドツくけど。でも……ホントに今度会おうよ。言っとくけど、アタシはアオのこと好きだよ。恥ずかしげもなくこんなこと言えるくらいにね』

　と、そこで動画は停止した。

　三〇秒もない程度の、短い動画だったが──葉月には充分なインパクトだったらしい。

　葉月は目も口も開いて、驚いたまま固まっている。

「穂波さんも詳しいことは教えてくれなかったが、中学のときの葉月を知りたいなら、小春さんに会いに行けってさ」

「……麦め。瑠る伽かもだけど、あたしの知らんトコでコソコソと」

　葉月もスマホを取り出して、なにやら操作している。

　穂波麦に怒りのメッセージを送っているのかもしれない。

「ていうかさ！」

「な、なんだ、葉は月づき？」

「思い切って黒歴史をバラしたのに！　湊みなと、あたしの知らないことまで知ってるとか！」

「い、いや、さっきの経緯は全然知らんかった。穂ほ波なみさんも全然教えてくれなかったし、その小こ春はるさんも『動画をアオに見せて』としか言わなかったからな」

「ふーん……裏切り者だらけだと思ったけど、許してやるか……」

　そう言いつつ、葉月は納得できていない感じだ。

　だが、湊も葉月の過去をどう聞き出すのか、小春恵え那なの動画をいつ見せるか──

　人知れず悩んでいたのだから、あまり怒らないでほしかった。

「まあ……あたしも、友達と素直に遊べるようになったし、湊と一緒にいるのは楽しいし、瑠る伽かも一緒だともっと楽しい」

　葉月は、ちゅっと湊にキスしてきて。

「新しい友達ができて、昔の友達とも元に戻れるなら──うん、悪くないね」

「悪くないだろ？」

　どうやら、湊の独断専行はお許しが出たらしい。

「今度、エナに会いに行くよ。麦むぎたちとも、もっと仲良くなれると思う」

「ああ、陽キャグループの女王だもんな、葉月は」

　葉月が今の陽キャグループとの遊びを楽しめなかったのは──小春恵那への後ろめたさのせい。

　その後ろめたさが解消できたなら、穂波麦たちとももっと良い関係を築けるだろう。

「でもさ、葉月葵あおいは湊の女友達。それが一番大事だよ、あたしは」

　葉月は、今度は湊にぎゅっと抱きついてきて、胸のふくらみを押しつけてくる。

　湊も、その華奢な身体を抱きしめて──

「俺にとっても葉月とのことが一番──おっと、あんま一番とか言ってちゃいけないな」

「いいところに気づいたね、湊」

　湊と葉月はぎゅううっと抱き合ってから。

　ふっと同時にベッドのほうを向いた。

　それから──

「え？　ふえぇ……？」

「ふえぇ、じゃないんだよ、瑠伽。可愛かわいい声出してんじゃないっての」

「存在があざといよな、瀬せ里り奈なは」

「え、ええっ？　な、なにしてるんですか、湊くん、葵さん？」

　湊と葉月はベッドに寝転がり、瀬里奈を挟み込むようにしている。

「グループ旅行で先に寝たヤツはイジられるもんなんだよ、瑠伽」

「俺ももっと瀬里奈をイジりたいしな」

「そ、そんな……きゃっ、あんっ♡」

　湊みなとと葉は月づきは、瀬せ里り奈なのキャミソールをはだけさせ、ノーブラのＤカップおっぱいをあらわにさせている。

　湊が右側から、葉月が左側から瀬里奈の胸を揉もみ、つうっと乳首に舌を這はわせている。

「み、湊くんだけじゃなくて、葵あおいさんまで……あんっ、ダメ……ではないですけど！」

「ダメじゃないのかよ」

「瑠る伽か、なんでも受け入れすぎ。ガチで、湊にヤられちゃうよ？　湊、瑠伽専用の十二個入りのアレを何箱も買ってきちゃうね」

「わ、私は……別に、ずっと無しでもいいですよ……？」

「マジかよ」

「おい、本気にすんな、湊。つ、つーか……あたしも、今夜はずっと無しでもいいよ？　無しで……何回でもいいよ？」

　湊は瀬里奈の胸をべろべろナメながら、葉月の顔を見た。

　どうも、本気で言っているらしい。

　中学時代のカミングアウトを経て、葉月はさらに大胆になりつつあるらしい。

「カノジョじゃないのに、一回以上でもいいのか……？」

「カノジョじゃなくて友達だけど……何回でもいいよ♡」

「私もカノジョじゃなくて友達ですけど……いつでもいいですよ♡」

　葉月だけでなく、瀬里奈まで大胆になりすぎている。

　二人目の女友達と三人目の女友達。

　葉月葵と、瀬里奈瑠伽──二人の美少女との出会いと今日までの時間が、こんな幸せな状況を生み出すとは。

　湊は、二人との友情だけは絶対に失いたくない。

　もう二度と、友達との関係で失敗したくない。

　そのためにも──

「葉月、瀬里奈」

　湊は瀬里奈の胸から口を放し、二人の上にのしかかるようにして。

「俺は、ずっと二人と友達でいたい──」

「当ったり前じゃん。そんなの言うまでもないよ」

「友達で、いてください……湊くん」

　湊は二人の可愛すぎる女友達にキスをして。

　自分は今度こそ、大事なものを手にしたのだと確信していた──
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「はよー、湊みなと」

「……あー、うーす」

　葉は月づきが合鍵で玄関を開けて入ってきたのと、湊が自室のドアから廊下に出たのが同時だった。

　湊は、葉月が来るたびに玄関の鍵を開けるのが面倒になり、合鍵を渡したのだ。

「あれ、今起きたんだ。おじさんは出張とか言ってたよね？」

「ああ、いてもとっくに出かけてる時間だけどな」

　湊はあくびをしつつ答える。

　彼の父親の出勤はかなり早い。帰りも遅い。

　湊は、不意に思った。

　こうして、朝に葉月と会うのが当たり前になってどれくらい経たっただろう？

　フェアリーランドに遊びに行った日からも、既に数日が過ぎている。

　葉月葵あおいとの楽しい日々は、あっという間に時間が流れていってしまう。

「葉月はいつも早いな。もう身だしなみも完璧じゃねぇか」

「女子たる者、オシャレのためなら早起きくらいね。あ、そういや──」

「おふぁよーございまふぅ、みにゃとくん、あぉーいさん……」

「る、瑠る伽か!?」

　開けっぱなしだった湊の部屋から、瀬せ里り奈なが出てきた。

　瀬里奈は、湊のワイシャツ一枚だけの格好で、おっぱいは半分剥むき出だし、白い太ももも惜しげなく晒さらしている。

「る、瑠伽……あんた、泊まってたの？」

「ふぁい……葵さんのお家に泊まったことになってます……」

「瑠伽、あたしをアリバイ作りに最大限利用してるね……」

「ごめんなさい……でも、最近は親も葉月さんの家って言ったらなにも詮索してこないので……楽しんできなさいって」

　瀬里奈の家は厳しいが、娘が活発になり、友達の家に遊びに行く回数が増えたことは喜んでいるらしい。

「まー、いいけどさ。つーか、夕べはあたしが眠くて先に帰っちゃったから、瑠伽はいつ帰ったのか訊きこうとしたら……こんなことに」

「夕べは瀬せ里り奈なとレジェンディスが盛り上がってさ……遅くなったからさ……」

「可愛い可愛い瑠る伽かちゃんと、ベッドの中でも盛り上がったわけ？」

　葉は月づきが廊下で立ったまま、じとーっと湊みなとと瀬里奈に呆あきれた視線を向けてくる。

「い、いや、いつもどおり最後までは……昨夜はまた太ももを使わせてもらって……」

「そこまで聞いてねぇっつーの……あたし抜きで盛り上がって……」

「あ、あの、葵あおいさん？　今日は私が朝ご飯つくらせてもらいますよ」

「え、マジで？　やった、瑠伽の朝ご飯！」

　ぱっ、と顔を輝かせる葉月。

　一瞬でご機嫌が直ったようだ。

　瀬里奈は機嫌がいいうちにと、裸ワイシャツの上にエプロンをつけ、手早く朝食をつくってくれた。

　おかかと梅干しのおにぎりを一つずつ、玉子焼きと味み噌そ汁しるに、瀬里奈が自宅から持ち込んでくれた漬物。

「あー……美味っしい……悪いけど、まだまだ湊はこの腕には及ばないね」

「当たり前だろ。でも、同じレシピでつくってんだけどなあ」

「そ、そんなに味は変わりませんよ」

　三人でダイニングテーブルについて、あたたかい朝食をいただいている。

「瑠伽がいると、劇的にご飯のグレードが上がるんだよね」

「メシが美味うまいと心に余裕ができるよな」

「ははっ、湊の場合は満たされるのは食欲だけじゃないもんね」

「まだお泊まりを根に持ってるな。いいだろ、葉月は今朝も一個は使うんだからな」

　葉月が早めに湊家を訪れるのは、朝食のためだけでなく──

　朝の大事な一回を楽しむためでもある。

「そうですよ、葵さんは夜だけじゃなくて朝もなんですから。家が近すぎるの、ズルいです」

　むーっ、と珍しく瀬里奈が拗すねている。

「そ、そうだけど……あ、瑠伽はこの前、学校で遊んでたじゃん！」

「…………っ！」

　ぼっ、と瀬里奈が真っ赤になる。

「ち、違いますよ。先生に準備室の掃除をお願いされたので、湊くんにも手伝ってもらって……そのお礼で、少し胸と口で遊んでもらっただけで……」

「胸と口で遊ぶのに少しもたっぷりもないでしょ。あたしもさすがに、学校では一度もヤってないのに。おいこら、湊。調子乗ってるね、あんた」

「おっと、そろそろ準備しねぇと。この前、フェアラン行って二日もサボったんだし、しばらく真面目に学校行かないとな」

「ごまかすのが下手すぎるっつーの」

　そのとおりだが、遅刻を避けたいのも本当だ。

「そうですね、私も急いで準備しないと」

「後片付けは俺がしておくから」

「はい、ごめんなさい。ちゅっ♡」

「はいはい、あたしも後片付けは手伝うよ。ちゅ♡」

　瀬せ里り奈なは立ち上がって湊みなとに軽くキスすると、湊の部屋に戻っていった。

　葉は月づきも同じくちゅっとキスしてからキッチンへ向かう。

　湊は基本的に真面目で、瀬里奈は言うまでもないし──実は葉月もさほどサボったりはしない。

　湊は葉月にも手伝ってもらって朝食の後片付けを手早く済ませる。

「あっ、こらぁ♡　こ、ここでなの？」

　それから、キッチンで流し台に葉月を押しつけるように、後ろから抱きついて──大急ぎで一個を使う。

　その間に瀬里奈は洗顔と歯磨きを済ませ、髪を整えて制服もきちんと着てきた。

　瀬里奈は何事も動きがキビキビしていて、驚異的に身支度が早い。

　それでいて、長い黒髪も制服もまったく乱れがないのが見事なほどだ。

　逆に、葉月のほうが服装が少し乱れたので、瀬里奈に手伝ってもらって直す。

「じゃ、行くか」

　三人で湊家を出て、別に人目を気にせず、三人で並んで通学路を進んでいく。

　湊たちは家が近いという事実は周りにも知られているので、「途中で合流した」ということにすれば、一緒に登校しても不自然ではない。

　湊は葉月と瀬里奈と他た愛あいもない話をしながら、靴箱のところまで来て──

「あ」

　湊は、ぴたっと足を止めた。

　一瞬迷ってから、葉月の顔を見た。

　葉月が小さく頷うなずいて──湊も頷き返し、きょとんとしている瀬里奈の肩を軽く叩たたいて。

「悪い、ちょっと先に行かせてくれ」

　湊はそう言うと、二人の返事を待たずに歩き出した。

　靴箱のところには、一人の女子生徒がいた。

　整った顔をしているが、あまり目立たない──性しよう懲こりもなく酷ひどい表現をするなら〝クラスで五番目くらいに可愛かわいい女の子〟。

　だが、湊にとっては一番最初にできた、大事な女友達──

「おはよう、梓あずさ」

「え？　あ、ああっ……寿とし也や……うん、おはよう、寿也」

　久しぶりの──数ヶ月ぶりの湊みなとからの挨拶に、梓あずさ琴こと音ねは驚いたようだった。

　梓は驚きのあまりか、持っていた上履きを落としてしまっている。

　湊は、その上履きを拾って梓に渡す。

「それと、ごめんな、梓」

「え、なにが？　えっと、寿也に謝られることなんて……」

「梓のこと、〝クラスで五番目に可愛い〟とか思ってた。俺なんて下から数えたほうが早いだろって話なのにな」

「ク、クラスで五番？　ちょっと寿也、それは……順位盛りすぎじゃない？」

「えっ……!?」

　どうやら、梓は自分が可愛い自覚が足りないようだ。

「でも、褒めてもらって嬉うれしいかな。つーか、久々に話しかけてきたと思ったら。そんな褒めたってなんも出ないよ？」

「そ、そうか」

　梓は本気で喜んでいるらしい。

　といっても、〝五番目〟という表現が大変に失礼であることに変わりはないが。

「梓、その……これからも挨拶していいか？」

「いやいや、普通に話しかけてよ。なんで挨拶限定？」

「普通に──友達として付き合ってもらえるのか？」

「そんなのさ、頼むようなことじゃなくない？」

　梓は苦笑いして、軽く手を振った。

　まるで、湊が告白する前に戻ったかのような、普通すぎる態度だった。

　そうだ、友達同士ならば頼まなくても許されることはいくらでもある──

　梓は少し話をしてから、別の友達が話しかけてきたので、そちらと一緒に先に教室に向かってしまった。

　だが──確実に一歩前進できた。

　湊は、ようやく自覚できた。

　梓も湊にとっては大事な女友達なのだから、関係を取り戻したいと願っていたのだ。

　葉は月づき葵あおいと小こ春はる恵え那なのように。

「よくできたじゃん、湊」

「……ああ、ちょっと緊張したけどな」

「私も、先に行ってますね。ごゆっくり」

　瀬せ里り奈なは、湊と葉月ににっこりと笑いかけ、上履きに履き替えて行ってしまった。

　二人で話があるのだろう、と気を遣ったらしい。

「別に、三人で教室行っていいのに」

「それとも……二人でどっか行って、一個使っちゃう？」

「残り七個だったかな。今、二人きりになったら二、三個は使うだろうから、残りが心こころ許もとなくなるな」

「に、二、三個も？　あんた、興奮してんの？　あたしじゃなくて、梓あずさにヤらせてもらいたくてムラムラしてんじゃないの？」

「そ、そんなことは。俺がヤらせてもらいたい女友達は葉は月づきと瀬せ里り奈なだけだって」

「それ、偉そうに言うことかな」

　湊みなとと葉月も上履きに履き替えて、教室へ向かう。

　階段を上る途中、朝の時間帯にもかかわらず奇跡的に人通りがなくなり──

　その一瞬の間に、二人は一度キスをした。

「キスが限界だな。胸くらい吸いたいのに」

「アホか。こんなところでおっぱい出すほどサービスよくないよ、あたしは」

「そういや……葉月、ちょっと胸大きくなったんじゃねえ？」

「うっ、湊が言うなら間違いないかも……ブラがキツい気がしてたんだよね」

「マジか。Ｆカップなのにまだデカくなんのか……Ｇが見えてきてんのか」

　そのおっぱいを楽しめるのが自分だけだと思うと、湊はますます興奮してしまう。

「学校ではこっそり胸でヤらせてもらって……家に帰ったら、七個じゃ足りねぇな」

「ば、ばっかじゃないの……が、学校で使わせるのはおっぱいだけだからね？」

　葉月は、肘で湊の脇腹を軽く突いてきた。

「まあ……大丈夫な日なら、アレ使わなくてもいいしね。実は今日もなんだけど……」

「じゃあ……帰ったらまずはおっぱいで一回、そのまま一回、晩メシ食って風呂入ったら、アレを使って残りを使い切る……かな？」

「そ、そんなにヤらせてあげるとは言ってな……湊、そんなにヤりたいの？」

「葉月のパンツも見たいし胸も触りたいし、もちろん──いくらでもヤりたい！」

　湊が笑ってそう言うと、葉月が今度は肘でドンと強めに脇腹を突いてきた。

「痛って。頼む、葉月。お願いしたら──いいんだよな？」

「いいよ、あたしは──ずっとあんたと遊んでいたい♡」

　この女友達は、俺が頼めば意外となんでもヤらせてくれる──

　そんな嘘うそのような事実が、いつの間にか意外でもなくて当たり前になった日々。

　最高の女友達との楽しすぎる時間は、きっといつまでも終わらない──
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　どうもはじめまして、あるいはもの凄すごくお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうという者です。

　最後にスニーカー文庫さんで本を出させていただいてから、約六年でしょうか。

　間違いなく忘却されているであろう年月が過ぎ去りましたが、帰って参りました。

　とんでもない作品をひっさげて。




『女おんな友とも達だち』は、ネット小説投稿サイト『カクヨム』さんに投稿させていただいた小説が元になっております。

　投稿を開始したのは二〇二一年四月で、もう二年前になりますね。

　当時、長期シリーズのラノベが完結し、多少の時間もあったため、ネット小説を書き始めました。その第一弾が『妹いもうとはカノジョにできないのに』で、こちらは電撃文庫さんから書籍化されております（いきなり他レーベルの宣伝）。

　で、次に始めた作品がこの『女友達』になります。




　気軽に楽しんでもらえる作品を書きたかった、というのがきっかけだったかも。

　普通に恋人とか憧れのヒロイン、みたいなキャラを書くことにちょっと飽きていたのもありますね。




　ただ、こんな内容であるにもかかわらず、「カクヨムの規制に引っかからない程度の綱渡りをやってやろう」みたいな意識は特になく、載せても問題ないだろうと普通に考えてました。ヤバいですね。危機意識の欠如にもほどがあります。

　実際、思うところがあって、カクヨム版は一度全体に修正を入れました。

　書籍版は、その〝修正版〟をベースにしております。

　カクヨム版はすらすらと進み、シーズン１から５までの全５章で既に完結しております。

　この書籍版とは異なる内容ですので、あわせて楽しんでいただけると嬉うれしいですね。




　完結したのももう一年以上前で、特にどうすることもなく、眠りにつかせていました。

　そんなところに書籍化の打診ですよ。ビビりました。

　しかもスニーカー文庫さん。六年執筆してなかったとはいえ、別にケンカ別れしたわけでもないので、ご依頼をいただくことは不思議ではないのですが、まさかこの作品を拾っていただけるとは……担当さん、度胸があるというか、編集長の弱みでも握ってるのかと本気で疑いました。




　いえ、男女の愉快な友情にちょっぴりサービスをプラスして描いた作品なので、出版されることは問題ないんですけど。ガチで。

　メインヒロインがギャルということで、偶然ながら最近のラブコメの流れに乗っかっていますね。

　ただ、ギャルはあまり書いたことがなかったので、葉は月づきは楽しいヒロインでした。

　メインがギャルだから、二人目のヒロインは清せい楚そ系けいお嬢様だろうという安易な考えも正解だったと思ってます。安易は決して悪ではありません！

　カクヨム版では、瀬せ里り奈なの人気も高かったですしね。




　恋人同士にはならずに、あくまで主人公と女友達との関係を描いていく。

　自分に課した縛りはその程度で、本当に自由気ままなお話になってます。

　書籍版でもそこは同じで、カクヨム版の自由すぎた部分を多少カットして、友人関係を深掘りした感じでしょうか。

　その結果、〝女友達ハーレム〟という世にも不思議な作品ができあがってるんですが。

　書籍版とカクヨム版でテイストが変わったところはありますが、根本は同じですよ。

　あくまで女友達との楽しいコメディです。楽しすぎたかもしれませんけど。




　イラストの小こ森もりくづゆ先生、可愛かわいい女友達をありがとうございます！

　ギャルな葉月もお嬢な瀬里奈も可愛いです！　タイトルや内容でびっくりさせてしまったかもしれませんが……一人でコソコソ書いていた作品に素晴らしいイラストがついて、本当に嬉しかったです。

　拾ってくださった担当さま、編集部のみなさま、この作品を出版までこぎつけていただき、ありがとうございます！

　この本の販売・流通に関わってくださったすべての皆様に感謝いたします。

　なにより、読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉しいです。





二〇二三年春　鏡遊
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